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　０　久しぶりの再会







「何を考えておいでなのです、お父様！」

　珀はく蓮れんは扉とびらを開けて開口一番目め尻じりを吊つり上げて怒ど鳴なった。

　ちょうど彼女に背を向けて立っていた北の国の王は、ゆっくりと振り向くと娘を目に入れて微笑した。容よう貌ぼうに特筆すべき特徴を持たない王は、けれど今は為い政せい者しやとしての威厳でもって相手に自分という存在を強く印象付ける。

　彼はその意思一つでもって農夫にでも貴族にでもなれるだろう。自分の望む通りにその雰ふん囲い気きを変えることができるのが、この北の国の王の持つ希け有うな才能だった。

「久方ぶりだな、珀蓮。一段と美しくなった」

　父の言葉に珀蓮は冷ややかに目を細めた。

「戯ざれ言ごとは後で伺うかがいますわ。どうしてわたくしが、この国の都に入るのにあんなふうにこそこそとしなくてはいけませんの？」

　珀蓮とその婚約者である鳥とり代しろは昨日北の国の領土に入国した。

　本来ならその日のうちに王の都に入れた彼女達が国境の関所で足止めされたのは、そこで一人の女性に迎えられたからだ。

　公こう爵しやく夫人という身分にあるその女性が準備していたのは、珀蓮達のための新しい馬車と作りものの肩書だった。つまり彼女達は、北の王女と東の王子であるというその本当の素性を隠したまま、本日この北の国の都に入ったのだ。

　王宮へも裏門から入り人けのない場所で降ろされた。身分を隠せ、と関所で公爵夫人にそう言われた時から珀蓮は不ふ機き嫌げんだ。

　王は一歩一歩足を踏み出して王女に歩み寄る。そして彼女に触れられる距離まで来ると、そっと手を伸ばして娘の白く滑なめらかな頰ほおに触れた。

　その双そう眸ぼうは柔やわらかく細められ、王の手はひどく脆もろい硝子ガラス細ざい工くに触れるかのように優しい。

　珀蓮は少しだけ困惑した。

「……お前が戻ったとわかれば茶会や社交界の誘いが多く来る。それは煩わずらわしいだろう？　お前のためにと思ってしたことなのだが気に入らないか？」

「気に入らないわ。社交界への誘いをお父様に代わりに断っていただかなくてはならないほどわたくしは子供ではないもの」

　それでも珀蓮が答えると、王は笑った。

「お前はいつまでも私の小さな可愛かわいい姫君のままだよ」

「そんな台詞せりふで、わたくしをあの馬ば鹿か子爵にやろうとしたことを忘れさせられるとお思い？」

　王は一瞬なんの話かわからないようだった。視線を空中に彷徨さまよわせてから、「ああ」と声を上げる。

「ああ、あれのことか。公きみ亥いがあまりに真剣な顔でお前を連れ戻してみせると豪語したから、つい、な」

　そう言ってから、王は続けた。

「私はお前に相応ふさわしい夫をこの国で探してやるつもりだった」

　その目が自分の背後を見ていることに気付いて、珀蓮はそういえばと振り向いた。

　この部屋は、王が内密の客人に会うために用意されたものの一つだ。

　窓はなく、出入り口は二つ。一つは王と一部の者しか知らないどこかの隠し扉に繋つながっていて、今珀蓮達が入ってきたもう一つの扉からは小部屋を二つ経て王宮の廊下に出ることができる。警備の兵が待機しているのは廊下に接した一つ目の小部屋だけで、二つ目の小部屋は無人。そうやってこの部屋での会話は誰だれにも聞かれないようになっていた。

　鳥代は、その二つ目の小部屋に通じる扉のすぐ近くに立っていた。

　貴族の子し息そくという肩書でもってこの国に入った東の王子は、北の国の王の視線を受け止めて笑った。

「ごきげんよう北の王陛下。陛下があまりに私に気付かれないのでついに眼がん球きゆう細さい胞ぼうが壊れてしまわれたのかと心配いたしましたよ」

　珀蓮は目を細めた。鳥代が最初から毒を吐く相手などそういない。

「ここまで珀蓮の護衛、ご苦労であったな。もうそなたに用はない。速すみやかに自国に帰るがいい東の国の王子」

　珀蓮の頭の上から王が言う。

「ご冗談を。私は婚約者を一人置いて帰るようなひどい男ではないつもりですが？」

　彼が言うと、王は先ほどまでの優しさなど忘れたかのように珀蓮の肩を摑つかんで乱暴に自分の方へと引き寄せた。

「婚約など私は認めてはおらん」

「春迎祭イビターで婚約を発表いたしました。あの場には陛下もいらっしゃったのでは？」

「気が変わった」

　王は珀蓮の肩を摑む腕に力を込めて言った。それはあまりに尊大で、自分勝手にすぎる言い分だ。
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「いい加減になさいませ、お父様」

　彼女はぴしゃりと言うと、するりと父の手から逃れて距離を取った。反転して父に相あい対たいし、まっすぐにその双眸を見る。

　王のそれは見る角度によっては濃のう紺こんに見える色彩を持っていた。珀蓮の双眸はもう少し色味が薄く、光の反射で色を変える。母に似ていると聞かされていた。

　幼おさない頃はただひたすらに父の手が差し伸べられることに焦がれた。その手からこうも簡単に離れられる自分に、珀蓮は少なからず驚いた。

「わたくしは鳥代と結婚します」

　彼女自身の口からそうはっきりと言葉にしたのはほとんど初めてだっただろう。わざと言わなかったわけではない。そういう機会がなかっただけだ。

「お父様にはそれを祝福していただきたいわ」

　父王の顔が不ふ愉ゆ快かいそうに歪ゆがむ。

　まるで子供がお気に入りの玩具おもちやを取られたような顔だと珀蓮は思った。

　この人を、子供のようだと思う日が来るなんて。

　彼女は笑いそうになった。

　自分はなんて変わったのだろう。

　王は小さく息を吐いた。そして次に目を開けた時には、彼は威厳ある一国の王の顔に戻っていた。

　早さ苗なえも、今目の前の王がしてみせたのと同じように自分の意識を瞬時に切り替えることができる。珀蓮は早苗がそうする様を何度か見たことがあった。まるで魔法のようだ。その流れ星のような一瞬の回転に、珀蓮は驚かされる。

　王は少し低い声で言った。

「滞在を歓迎しよう東の国の王子。そなたは別室で待っていてくれ。滞在場所を準備させる。珀蓮は自分の宮へ戻るがいい。護衛を付ける」

「お父様」

　突然事務的になってこの会談を終わらせようとしている父に、珀蓮は思わず声を上げた。

「お義か母あ様のことですが」

　王の双眸の青が悲ひ嘆たんを宿らせて少しだけ深みを増したが、彼はそれを隠すように目を瞑つぶった。

「手がかりは見つかってはおらん。あれは魔女だ。もう戻ってはこないかもしれん」

　珀蓮は軽く唇くちびるを嚙かんだ。

　あの女の行方ゆくえを自分が知っていると言ったら王はどうするだろう。珀蓮がちらりと背後の鳥代を見ると、彼は黙だまって首を振った。

　魔女はまだ子供のままだ。北の王妃が自分達のもとにいるということを彼らが他言していないのは、主に広ひろ兼かねの主張に拠よっていた。

　珀蓮達は取引をしている。

　それは彼らが魔女にかけられた魔術を解とく代わりに、魔女からは情報を得るというものだ。

　北の王に魔女の所在が露ろ見けんして北の国に連れ戻されれば、彼らの手で魔女の魔術を解くことは困難になるし、魔女があの豊満な肉体を失ったと知れば王は怒って離り縁えんしてしまうかもしれない。と広兼は主張したが、それが建前なのだと珀蓮にもわかった。

　賢けん者じやの王子である広兼は、何百年も生きる魔女を正当な取引のもと手中にしている現状を手放したくないと思っている。

　新しら祢ねが知りたいと望んだことでもある二百年前のことを残念ながら葫ゆうがおはほとんど知らなかったが、それ以上に長い年月を生きてきた魔女の持つ価値というのは、知識を糧かてとする王族には計はかり知れないものがあるのだろう。

　だが珀蓮がそれをこの父王に告げないでいるのはまた別の理由からだった。

　しばらく共に生活していて、あの女が父王のもとへ戻りたいと思っているようなそぶりを見せたことは一度としてなかった。その身体の中の魔術が解かれたとしても、王の言うように魔女がこの国へ戻ってくる可能性の方が低いだろう。

　王にとっては、このまま妻のことは忘れてしまった方がいいのかもしれない。

　珀蓮はそう思っていた。

「そうですか」

　とだけ彼女は答えた。

　そうして父娘おやこは久しぶりの再会を終えたのだった。







　１　一級の宝石よりもずっと







　赤い髪の眠ねむり姫ひめと西の国の第二王子の結婚の儀から、四日が経過していた。

　三国と北の国の境目となる関所は東の国から伸びた街かい道どうの先にあって、西の国の王宮からそこへ行くとなると遠回りをして一度東の国へ入ってからでなくては行けない。

　その時間が惜しいと言って、街道から外れた脇道を行くことを提案したのは早さ苗なえだった。

　西の国で物置に閉じ込められ気を失った妻を気遣った賢けん者じやの王子は、すぐにでも北の国へ向かうつもりだったのを一日遅らせた。早苗は大丈夫だと主張したのだが、広ひろ兼かねは決して譲ゆずろうとはしなかった。

「俺はあなたのどんな望みだって叶えてあげたいけれど、今回だけは一日休んでくれ。そうでなくては馬車を出しても俺は町ごとに休憩を入れてあなたを休ませるぞ」

　そうされた方が北の国に到着するのは時間がかかりそうだったので、早苗はしぶしぶ寝台に横になった。

「ごめんなさい広兼様」

　ようやく大人しくなった早苗は自分の頰ほおを優しく撫なでる夫を枕の上から見上げて、ひどく申し訳なさそうに言った。彼女の口から謝罪を聞くのは、その日二度目だった。南の王子は苦笑する。

「しばらくあなたと別行動をするのはやめにした。目を離すとあなたは何かにとらわれてばかりいる。俺の心臓がもたねぇよ」

　そう言って降りてきた優しい口づけを、早苗は目を瞑つぶって受けた。

　そして丸一日ゆっくりと休み、彼らは出しゆつ立たつしたのだ。

　早苗の提案した脇道は、国が整備したわけではないので道幅は狭いし警備も置かれていない。正式な街道がきちんとした警備下にあるのに比べて賊ぞくに遭う可能性がぐんと高まるのが難点だったが、西の王子である王おう伊いが手配をして、国境まで数人の警備兵が同行してくれることになった。

　そのおかげで彼らは無事三日目に関所にたどり着き、まっすぐに、広兼に手紙を出した北の国の竜りん胆どうの君が住まう屋敷へとやってきたのだ。

　王弟でもある嵐らん座ざ公こう爵しやくが所有するその屋敷は、王宮の裏手に隣接して建てられていた。

　この王都では爵位を持つ者と持たない者とで明確に居住地域が隔へだてられていないとはいえ、王宮に近い一帯には大きな屋敷が多い。比較的物価の高い商店や料理店も王宮の側に固まっていて、雑多な最初の大通りを抜けてこのあたりに来るとその雰ふん囲い気きの違いに少し驚くほどだった。

　広兼達を乗せた馬車は人通りの多い道を避さけてやがて一ひと際きわ大きな屋敷の前で停まった。

　上品な設しつらえがなされたその屋敷からは、主あるじである人間の性質が窺うかがえる。以前会ったことのあるこの公爵家の息むす子こを思い浮かべれば、それは驚くほど落ち着いていて品があった。しかし中に入り、背中に定規が入っているような丁寧で礼儀正しい執事に案内されてからこの屋敷の特徴に気付き、広兼は少し顔を歪ゆがめた。

　南の国の王宮に似ているのだ。

　廊下も扉とびらも画一的で特徴がない。知らない者には迷いやすい構造だった。

　やがて一行は竜胆の君、つまりこの屋敷の公爵夫人に面会をした。

　公爵夫人は椅い子すに腰掛けたまま、にっこりと微ほほ笑えんで南の国の第六王子とその妻を見た。少し色素の薄い髪はふわふわと柔やわらかそうに肩の後ろに流れ、とろんとした目元が蠱こ惑わく的てきだ。唇くちびるは赤く、ぽってりとしている。

「お早かったですわね、広兼様」

　甘ったるく絡みつくような声だった。広兼が嫌いな類たぐいのものだ。彼は嫌けん悪お感かんを押し殺して答える。

「ご挨あい拶さつが遅れたことをお許しください。叔お母ば上……とお呼びしても？」

　亥い縒よりはふふ、と口元を隠して笑った。

「あなたは私の従兄いとこ君ぎみのご子し息そくですもの。光栄だわ。それよりも、こんな格好でのご挨拶でごめんなさいね。脚が弱くて立っていることもできないの」

　公爵夫人の脚が不自由なのは、広兼も知っていた。少女の頃に負った怪け我がが原因らしい。

　彼女は笑いを収めると、広兼の背後にいる早苗に視線を移した。その双そう眸ぼうにはわずかな好奇心が見て取れる。

「そちらにいらっしゃるのが早苗様……殿下の大切な奥方様ね？」

　早苗はその場で軽く膝ひざを折った。

「はじめまして亥縒様。お招きありがとうございます」

　亥縒はじろじろと遠慮なく早苗の挙動を観察していたが、やがてどこか満足気に頷うなずいた。そして最後にその場にいた四人目の男を見て小さく首を傾かしげる。

「ところでそちらは？」

「初めてお目にかかります。こんな麗うるわしいご婦人に会えたのなら、海を越えて来た甲か斐いがあるというものです」

　言って、西大陸の魔術師は踊るように右手を腹に当てると腰を曲げて頭を下げた。西大陸の礼だ。

「ルヴァイン＝イアスと申します」

　亥縒はにっこりと微笑んだ。

「早苗様のご親族の方かしら？」

「いいえ。この男は早苗とは赤の他人です」

　広兼はきっぱりと言った。

「異大陸の王の系けい譜ふに興味を持っている歴史学者でして、ここしばらく私達に同行しております。もしご不快でしたら視界から消しますが」

　この国で決して小さくはない権力を持つ目の前の女性の機き嫌げんを損そこねるくらいなら、西大陸の魔術師一人を窓から投げ捨てるくらい広兼にとってどうということはない。

「その必要はございませんわ。広兼様がよろしいのなら、ご同席いただいて結構です」

　そう言うと、公爵夫人は三人に椅子を勧めた。

「どうぞお座りになって。お疲れでしょう？」

　椅子は一人用のものが数脚あって、それぞれ横に小さな卓が配置されている。部屋は広く床を覆おおう絨じゆう毯たんは青を基調としたもので、隅の大きな卓には駒こまの転がった盤チ遊エ戯スが置かれていた。積み上げられた本や絨毯の上に直接置かれた絵画から、この部屋が夫人の私的な場所なのだということが想像できた。

「手紙に書かれていたことは」

　広兼は腰を落ち着ける間もなく切り出した。夫人は完璧に微笑む。

「お待ちになって。今お茶の準備ができますわ」

　彼女がそう言い終わるとすぐに、部屋の扉が叩たたかれた。

「入りなさい」

　公爵夫人の承しよう諾だくで部屋に入って来た数人の使用人は、人形のようにてきぱきと茶器と茶ちや菓が子しの準備をした。

「まぁ。いい香り」

　早苗が顔をほころばせる。

「早苗様は香草茶がお好きだと聞いて、取り寄せさせましたの」

　亥縒が言うと、広兼は油断なく目を細めた。

　北の国の王弟にして現在の第一位王位継承権を持っている嵐座公爵。その妻である目の前の女性は、南の国の王の従妹いとこだ。

　賢者の国と呼ばれるかの国の王族は、わずかな例外を除いて皆独自の情報網を確立している。第六王子の新妻の好みを調査することなど、彼らにとっては外の天気を知ることと同じくらい簡単だ。

　王の息子として当然ながら王族の系譜を暗記している広兼だが、知っていたはずの彼女の存在をつい先日までまったく思い出さなかったのは、関わり合いにはならないであろう存在として頭の中で分類され仕舞い込まれていたからだ。

　自分の中のその分類を、今一度見直さなくてはならないと広兼は思った。

　準備を終えて使用人達が退室すると、早苗と公爵夫人は二、三言お茶や茶菓子に関する会話を交わした。

　広兼は口を開かない。

　貴い身分の女性とまともな話をするためには、こういった実のない会話が頭に必要なのだ。先ほどは急せいてしまったが、彼は必要ならば待つこともできた。

「さて、広兼様」

　亥縒は媚こびるように笑った。

「私は手紙に、詳細をお知りになりたいのなら我が屋敷においでくださいとお書きいたしました」

「はい。ですから私はここへ参りました」

　蔦つたと竜胆の印章が押された手紙は、《赤い森》を出ていた広兼を追いかけて東の国の王都に届けられた。そこに記されていたのは友人である鳥とり代しろと珀はく蓮れんが向かったはずの北の国に起きた異変だ。

　夫人は続ける。

「そこでお伝えいたしました通り、珀蓮様は奥宮から出ることを許されておらず、鳥代様も王宮へ踏み入れること自体を禁止されておいでです」

　広兼は顔を厳しくして聞いた。

「理由はなんです？　鳥代と珀蓮は春迎祭イビターの舞踏会で婚約を発表した。正式な婚約式を経ていないとはいえ珀蓮が鳥代の婚約者であることはもはや三国の認める事実だ。他国の王子の婚約者を閉じ込めたり、その王子が王宮に踏み入れることを禁ずる正当な理由があるのですか？」

「理由など些さ細さいなこと。どうとでも言えるでしょう。たとえば珀蓮様がお心変わりをされて、鳥代様にもう会いたくないとおっしゃっているだとか……」

　彼は自分の眉み間けんの皺しわが深くなるのを自覚した。

「まさか」

　ありえない。

　と彼は思った。

「ありえません」

　声を出したのは早苗だ。見ると彼女は微笑んだまま、「そんなこと、この空が落ちてきたってありえませんわ」と繰り返した。

「もし珀蓮が、本当に心変わりをしたとしたら正面から鳥代様に会って引いん導どうを渡してしまうでしょうね。あの人が、誰だれかに会いたくないと閉じこもるなんて考えられません」

　北の国の王女は矜きよう持じだけは尊敬に値するものを持っている。その自分を曲げない信念こそが、あの女を輝かせるものの一つなのだ。

　すると亥縒は、少し驚いたような顔をして早苗を見た。

「南の第六王子の奥方が、珀蓮様のご友人だというお話は本当だったのね」

「おかしいでしょうか？」

　早苗が小さく首を傾かしげる。

「……いいえ」

　広兼は少なからず驚いた。

　公爵夫人が、今までにない柔らかさでもって微笑んだからだ。浮かべた笑顔は、母という存在が持つそれだった。

「嬉うれしいわ」

　亥縒がこの国に嫁とついできたのは十六の時だった。そして十八で公きみ亥いを産んでいる。珀蓮が産まれたのはその二年後、つまり彼女が二十の時だ。

　産まれた時から知っている姪めいのことを、もしかすると彼女は自分の娘のように思っていたのだろうか。

「……」

　珀蓮の母は彼女が幼おさない時に死んでいる。

　北の国の前の王妃は王女が物心ついた頃にはもう寝台から起き上がれないようになっていて、流行はやり病やまいであることを恐おそれた周囲が彼女を母に近づけさせはしなかった。

　だから珀蓮には、母の記憶はほとんどない。

「亥縒様は……珀蓮のお母様と仲がよろしかったのですか？」

　早苗が聞いた。

「いいえ。実はあまりお話ししたことはないの。でも陛下の惚のろ気け話はいつも聞いていたわ。嵐座ともう聞きたくないと悲鳴を上げたほどよ」

　嵐座公爵は北の王の実弟だ。広兼は会ったことがあるが、身体からだが大きく厳いかめしい顔をした人で、とてもあの北の王の血縁には見えなかった。ましてや弟だと知った時は何かの陰いん謀ぼうだろうと疑ったほどだ。明らかに公爵の方が老けて見えた。苦労しているのかもしれない。

「陛下はあの方をとても愛していらしたわ。あの方が亡くなった時の陛下は見ていられなかった。……私達は、何もしてあげられなかったの」

　公爵夫人は物もの憂うげに少し俯うつむいた。

「そんなこと……。亥縒様や嵐座公爵がいらしただけでも、北の王陛下には大きな救いになったと思います」

　早苗のすごいところは、彼女が口にするどんな言葉にも染み入るような気持ちを感じ取ることができる点だった。夫人は意外なほど清せい廉れんな笑顔を見せた。

　広兼は、自分の中の公爵夫人像をわずかに修正する。

「それで、鳥代はどこに？」

　彼は聞いた。

　ルヴァインが先ほどから一言も発さないのは、この場に彼に有益な情報はないと判断したからだろう。北の国は三国の外だ。魔女も魔術師もここにはいない。

　葫ゆうがおは西の国に置いてきていた。どうにも体調が悪そうだったし、北の国へ連れて行くことに不安があったからだ。葫のことは王伊と新しら祢ねが責任を持って面倒を見ると約束をした。最初は王伊達も後から北の国へ追いかけてくる予定だったが、葫のこともあるというので彼らは国に残ることを了承したのだ。

　ルヴァインは葫と離されることに少しだけ抵抗を見せた。あの魔術師は、葫が魔女なのではないかと疑っている。西の国への移動中、ルヴァインの葫への関心の持ち方を見ていればそれは明らかだった。

　少女の姿となった魔女から魔力は感じられないはずだ。だからどこから彼がその疑いを抱いたのかはわからなかった。

　あるいはわかるものなのだろうか。破は魔まの王子が魔女とそうでないものを見分けるのと同じように。

「鳥代様は、この屋敷でお預かりしております」

　亥縒は言った。

　予想していた答えだった。

　柔らかな綿入れに背を預けて座ったまま、公爵夫人はまた先ほどまでの匂い立つような女性らしさでもって微笑む。

「手がつけられなくて困っておりますわ」

　その時上の方でドン！　と鈍い音がした。

　三人は思わず天てん井じようを見上げた。

　視線を戻すと、公爵夫人は困ったようにため息をついていたのだった。
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　背の高い卓が倒れ、その上にあった水差しが床に転がっていた。幸い割れてはいないようだが、水が溢あふれて絨毯に染みを作っている。

「ずいぶんと乱暴だ」

「もういいから黙って俺の視界から今すぐ可か及きゆう的てき速すみやかに消えてくれ」

　鳥とり代しろはなんとか気持ちを鎮しずめようと努力しながら言った。

　すると戸口に立っていた公きみ亥い子爵は、にこにこと気持ちが悪いくらいに機嫌がよさそうに答える。

「殿下お一人で退屈でしょうから、話相手になって差し上げようと私は参上しているのですが」

　びき、と鳥代の額ひたいに青筋が浮かんだ。

「……呼んでないし必要ない。お前本当にもう黙だまらないとその首締め上げて息の根を止めるぞ」

　しかし公亥子爵は臆おくすることなく答えた。

「私を殺あやめたその汚らわしい手で我が麗しの月光に触れることができるとでも？」

　二人の男はどうあっても相あい容いれない苛いら立だちと怒りでもって相対する。

　鳥代がこの屋敷に滞在してから彼らはずっとこんな調子だった。

　初日に滞在場所として王宮の外の王弟の屋敷へと言われた時からおかしいと思っていたのだ。国王代理として国を出ている王弟公爵の代わりに鳥代を迎えた公爵夫人は、しばらく彼は王宮へは入れないと告げた。

　国の機密事業が王宮内で行われるからだというあまりに明らかな噓うそを聞かされた時、鳥代は激げつ高こうした。馬車を再び用意させ王宮に戻ろうとすると、門番の兵士が彼を通そうとしなかった。国王の命だ。

　こんな馬ば鹿かな話があるか。鳥代はとりあえず公爵の屋敷へ戻って状況を夫人に確かめた。すると珀はく蓮れんは奥宮で軟なん禁きん同様の状態に置かれているはずだと彼女は言った。

　あまりに手際がよすぎる。

　これはすべて計画されていたことなのだ。珀蓮が北の国に戻るとわかった時からすべて。

　鳥代はあまりに無防備にこの国に入国した自分を罵ば倒とうした。まさか北の王がここまでするとは思わなかったのだ。

「もう国にお帰りになったらどうですか？　東の国の王子殿下」

　まるで諭さとすように言う子爵を、鳥代は射るようにして睨にらみつけた。にこにこと子供のような笑顔を浮かべているその顔を見ていると苛立ちが募るばかりなので、鳥代は視線を外した。

　彼はこの屋敷に拘こう束そくされているわけではない。自分の意思で留まっている。

　珀蓮が奥宮に閉じ込められていると聞いてすぐ、鳥代は以前使った抜け道へ向かった。二年ほど前にも珀蓮は王から宮を出るなと命じられ、やはり軟禁同然の目に遭っていた。その時も鳥代は以前から知っていた抜け道を使って珀蓮に会いに行ったのだ。

　だが二年前とは警備兵や庭の樹々の配置さえ違っていた。

　以前のように奥宮には近づけない。どうしようもなくその事実を認めた時、『自国に帰るがいい』と行った北の王の顔が思い浮かんで、怒りでくらくらとした。

「珀蓮が軟禁されている」

　鳥代は低く言った。

「あなたという虫から護まもるためでしょう」

「誰かに身動きを制限される状況をあれが好むと思うか」

「我がか弱き光の結晶にとってこの世の害悪を立ち入らせない一番安全な場所です」

　鳥代は今度こそ公亥の胸倉を乱暴に摑つかんだ。

「お前もあれを愛していると言うのならあれの意思を無視するな」

　熱い塊かたまりを吐き出すように言葉を口にする。彼は怒りで脳内が焼き切れてしまいそうだと思った。

　しかし公亥子爵は爽さわやかな笑顔を浮かべ、この世の真理を説くように言った。

「あなたが害悪なのですよ、東の王子」

　話にならない。

　鳥代は突き放すようにして公亥の胸倉を摑んでいた手を離した。

　珀蓮の従兄いとこでもあるこの男は白しら雪ゆき姫ひめの狂信者だ。

　彼女の前ではただの愚ぐ鈍どんで妄もう想そう狂きようで変態な馬鹿子爵だが、珀蓮さえ絡まなければ有能な男だということを鳥代は知っている。この国の第一位王位継承者の息子であるということは、伊だ達てではないのだ。

　かつて鳥代が使った抜け道を潰すよう王に進言したのもこの男だった。

　北の王女の生活を覗のぞき見していたこの変態馬鹿子爵は、その恋人の侵入経路も知っていた。そして兵士や庭木の位置を変え、効果的にその道を潰したのだ。

　先ほど鳥代が思わず卓を蹴けり倒したのも、子爵が自慢げにその事実を明かしてきたからだった。

　子爵は嬉しそうに笑っている。

「あなたにできることは何もありませんよ」

　珀蓮と引き離されてもう十日は過ぎている。その間に鳥代は王宮に勤める女官を捕まえて珀蓮への手紙を持たせたり、方々へ連絡を取ったりした。しかしあまり芳かんばしい結果は出ていない。

　無茶をするわけにはいかないのだ。外交問題になる。

　けれど苛立ちは日々募り、方法を選んでいる場合ではないとも思えてきた。王子という立場さえ捨てられるのなら、まだやり方はあるのだ。

　ただ鳥代がそれをすれば珀蓮が怒るだろうことがわかっていたので、彼は我慢しなくてはならなかった。

「……」

　鳥代は公亥を見る。

「お前は、珀蓮に会ったのか？」

　すると子爵はよく聞いてくれたとでもいうように顔を輝かせた。

「ええ、もちろん」

　彼は大げさに両腕を広げる。恍こう惚こつとした表情だ。

「我が血肉の創造主たる彼女は私を見て恥じらうように頰を紅こう潮ちようさせました。まるで熟うれた桃のように愛らしいその様子に私は思わず手を伸ばしたけれど、あの方はそんな私のこの純粋で深く広い愛情に驚かれたのか震ふるえる指先で戸口を指差しておっしゃった」

「へぇ。なんだって？」

　鳥代は半眼で促うながす。その双眸は冷ややかだ。

「『出て行けうじ虫！』と。あの方は照れていらっしゃった」

「よし。お前には変態馬鹿に溶よう解かい脳のうの称号を足してやろう。変態馬鹿溶解脳子爵。今すぐこの部屋から出て行け。目め障ざわりだ」

　するとその時彼が指差した子爵の背後の扉がなんの断りもなく開き、ガンという音と共に公亥の後頭部にぶつかった。

「っ」

「あ、すまん」

　突然の衝撃に子爵は後頭部を押さえて唸うなる。それを見下ろした男は、少しも申し訳なくなさそうに言った。わざとのようだ。

「広ひろ兼かね？」

　鳥代は呆ぼう然ぜんとその男の名前を呟つぶやいた。そして男の背後から金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女性がひょいと顔を出す。彼女は男の足元に蹲うずくまるふわふわとした髪の男を見て可愛かわいらしく手を口にあてた。

「まぁ、公亥様？」

「大丈夫だよ早さ苗なえ。少し頭を打っただけだ」

　広兼は妻を安心させるように笑う。

「早苗嬢まで……どうしてここに？」

　しばらく前に赤い森で別れたはずの友人達の登場に、彼は呆あきれた様子を隠さずに言った。

　広兼は赤い森にいるはずだし、早苗は西の国の結婚の儀に同席していたはずなのだ。

「亥い縒より殿がご連絡をくださった。……お前、他ひ人と様さまの家で暴れるなよ。常識のない奴だな」

　広兼は倒れたままの卓と床に転がった水差しを見て眉間に皺を寄せた。

「あの……公亥様、大丈夫ですか？」

「早苗。こちらへおいで」

　子爵を案じる妻の肩に腕を回し自分の方へ引き寄せ、広兼は早苗の視界に公亥が入らないようにする。自分が原因だというのに、最初に謝ったきり彼は子爵の方を見ようともしなかった。

「あら」

　早苗はその時初めて床に転がっているものに気付き、ほとんど無意識に卓と水差しを戻そうと膝を折った。

「ああ、すまない」

　慌あわてて鳥代も卓を持ち上げて立てる。

「染みになるかしら」

　彼女は困ったように左右を見た。拭くものを探しているのだろう。いつもの前掛けをつけていれば、間違いなく彼女はそれで絨毯から水を少しでも吸い取ろうとしたはずだった。けれど今着ているのは上品な薄紫のドレスだ。裾すそにレースがあしらってある。

　鳥代は友人の妻であるその女性に微かすかな違和感を覚えながらも、爽やかな王子様の微笑を口元に乗せた。

「ただの水だから大丈夫だ。それよりも早苗嬢。そのドレス、とても似合っているね。それに……なんだろう。少し雰囲気が変わった？」

「まぁ」

　と早苗は笑った。

「ありがとうございます鳥代様。でも髪を切ったりはしていませんよ」

「広兼殿下……！」

　子爵が怒りを声に滲にじませて顔を上げると、「子爵」と広兼は被かぶせるようにして言った。不自然すぎる笑顔だ。

「すまないが、席を外していただけるかな？」

　子爵は悔しそうに顔を歪めた。

　広兼のこういう時の笑顔には有う無むを言わさぬ迫力があるのだと鳥代は知っていた。大体、賢者の王子に逆らったっていいことなどないのだ。他人は知らないはずの恥ずかしい情報をちらつかされて結局は言いなりになるのがオチだ。

　鳥代はこれまでそれで、何度か痛い目に遭っていた。というかもはや公開されて恥ずかしい情報材料も使い切られつつあるので、鳥代が広兼の言うなりに動かなければいけないことはおそらくそんなにたくさんはないだろう。と思いたい。

　果たして公亥子爵は、少しして目を伏せると「失礼いたします」と言って部屋を出て行った。

　わかってはいても鳥代は不ふ愉ゆ快かいになった。

「あいつ。俺が何度言っても出て行かなかったのに」

「子爵はお前のことは王子というより恋こい敵がたきと見なしているようだからな」

　広兼はどうでもよさそうに言うと、「あとお前人妻を口く説どくな」と鳥代を睨みつけた。

「褒ほめただけだよ」

　広兼が早苗の手を取って立ち上がらせたので、鳥代も膝に手を置いて身体を起こす。

「それで？　珀蓮が軟禁されてるって？」

　賢者の王子が問うと、鳥代は眉間に軽く皺を作った。

「どこから知った？」

「公爵夫人が教えてくださった」

　この件で鳥代は広兼達に何か知らせるつもりはなかった。北の国は三国の外だ。ここでの出来事はそのまま国家間の問題に繋つながるし、余計な面倒は避けたい。

「どうして亥縒殿が」

「公爵夫人は我が父王の従妹いとこ君だ。俺もすっかり失念してたがな。夫人は俺にお前を引き取って欲しいと連絡をしてきた」

「従妹？」

　東の王子は少し目を丸くした。

　そういえば、そんな話を聞いたことがあるような気がする。南の国の王族は昔から子だくさんで、王の従い姉と妹こやら叔お父じやら叔母やらという親戚が三国の外に出ていることは珍めずらしいことではないのだ。

「……夜よる花はなとルヴァインは？」

　鳥代はわざと魔女をもう一つの名で呼んだ。この北の国で、仮にも王妃という地位を持つ彼女の名を口にするのは危険だからだ。

「西の国だ。ルヴァインは連れてきてる。今は公爵夫人のお相手をしているがな」

「公爵夫人と？　いいのか？」

　漠ばく然ぜんとした懸け念ねんを抱いて鳥代は眉び宇うをひそめた。ルヴァインは夜花……つまり葫ゆうがおが北の王妃だと知らないはずだが、だからこそ何か余計なことを言わないとも限らないのではないだろうか。

「邪魔になるようだったら切り捨てる。その判断をするいい機会だ」

　広兼があまりに冷たく言い捨てるので鳥代は早苗の様子を窺ったが、意外にも彼女は何も言わなかった。もうすでに二人の間で何か話していたのかもしれない。早苗は心優しい娘ではあるが、同時に自分の優先すべきものをきちんと了解もしていた。

　東の王子は手近にあった椅子に腰掛けた。大きく息を吐く。全身がぐったりとしていた。ここ数日、ろくに眠れていない。

「状況がわからない。王おう伊い達の結婚式は無事終わったんだろうな？」

「ああ……。鳥代。王伊がすべて思い出した」

「……なんだと？」

　広兼も早苗も立ったままだった。いつも柔らかく微笑んでいる早苗の青い双眸が、今は気遣わしげに揺れている。

「情報を共有する必要がある」

　南の王子は短く言った。その双眸は鋭く、しっかりと鳥代を見ていた。

「……ああ」

　言いながら、鳥代は思わず笑みを漏もらした。場の空気を無視した友人のその表情に、広兼が顔をしかめる。

「なんだ」

「まいったな。お前や早苗嬢が現れただけで身動きがとれないと思っていた身体が急に軽くなった」

　手段さえ厭いとわなければ王宮に踏み入って珀蓮を奪ってくることはできる。けれどそれを珀蓮が望まない。

　王族としての鳥代の立場が悪くなるからではない。

　珀蓮が。気高く何ものにも屈しない王女自身が、あの馬鹿な父王を愛しているからだ。

　鳥代が珀蓮への手紙を持たせた女官は、数日後に彼女の意思を携えてきて鳥代に渡した。

『先に帰っていて』

　と。ただ一言。それだけで彼には理解できた。

　彼女は、その意思であの王宮に捕らえられている。

　二年前とは違った。

　だから鳥代は、王宮に踏み込むことも、この場から去ることもできないでいたのだ。

「複雑な奴」

　広兼が顔をしかめて言う。まったくその通りだと鳥代は同意した。

　そうだ。少なくとも二年前とは違う。もう来るなと、珀蓮は言わない。帰る場所は同じだからだ。それは小さいようでいて大きな差さ異い。

　先に帰っていて、というあの言葉に鳥代が抱いたのは、実は落胆ではなくただじわじわと心の底から湧わき上がってくるような喜びだったのだ。

　だからこそ鳥代は動かない。

　自分こそが彼女の意思を誰よりも尊重しているという自負があった。あの輝かしいまでの矜持を。何ものからも逸そらさない眼差しが見み据すえる先を。

　たとえそれを護るためにこの身を焦しよう燥そうが焼こうとも、ただ珀蓮の望みを実現するためにこの場に存在するということに、鳥代は躊躇ためらわなかった。

　あの女には、それだけの価値があるのだから。

　焦燥も苛立ちも本物だ。けれどそれは抑え込まなくてはならない。

「俺はあれを信用している」

　鳥代は深く息をつくと立ち上がった。

「だが今すぐ王宮に踏み込んで連れ去ってしまいたくなるこの衝動は本当にどうしようもないな」

　すると早苗が首を傾げる。

「それなら今すぐ王宮に踏み込んで連れ去ってしまわれればよろしいのに」

　鳥代は苦笑した。

「連れ去ればあれは暴れて逃げ出してしまうでしょうね。扱いが難しいんですよ早苗嬢。一級の宝石よりもずっとね」

　まったくやっかいなことだ。しかし賢者の王子はどうでもよさそうに言った。

「一回粉々に壊してやった方が大人しくなるんじゃないか？」

「あれが黙って壊されるわけないだろう？　こっちにも甚じん大だいな被害を及ぼして逃げられるのが関の山だな」

「まぁ、馬鹿のくせに自分を疑わねぇからなあの女は」

「性格的には俺よりずっと為い政せい者しやに向いてると思うよ」

　すると広兼は嫌そうに顔をしかめた。

「珀蓮が治めてる国なんか危なくて踏み入れられねぇな。少なくとも変態と浮気者は死刑だ」

「想像させるな。恐ろしい」

　言いながら、鳥代は目を瞑った。

　馬鹿じゃないの？　と言う彼女の声を聞きたいと心からそう思って、そして深くため息をついたのだった。
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「広ひろ兼かね様。私、ルヴァイン殿と少しお話がしたいわ」

　公爵夫人がそう言ったので、広兼達が鳥とり代しろの様子を見に行く時にルヴァインは部屋に残ることになった。

　亥い縒よりに促うながされて、ルヴァインは先ほどまで広兼が座っていた椅子に座り直す。そっと使用人が入ってきて、香草茶も淹いれ直していった。今はまた先ほどとは別の、いい香りが漂っている。

「王の系譜にご興味が？」

　彼女がそう尋ねたので、ルヴァインは笑顔を崩さずに答えた。

「正確には、私の専門は国史、つまり国の成り立ちです」

　初対面の高貴な女性と二人きりにされて、ルヴァインがあまり動揺していないのはもともと広兼にこの可能性を示し唆さされていたからだ。

　賢者の王子はこの状況を予想していた。

　歴史学者として西大陸の人間を連れて行った場合、賢者の王族の血を引く公爵夫人がその人物に興味を抱かないはずがないと彼は判断したのだ。

　亥縒は喉のどを鳴らす猫のように目を細めた。なるほど艶つややかなその双眸は興味で輝いている。

「どうしてこんな大陸の奥までいらっしゃったのかしら？　特にあの三国に興味をお持ちなの？」

　彼女のその言葉は、この大陸の現状を反映している。

　西大陸のただの学者が、東大陸の海岸線を護る沿岸の線コートを越えてはるばるこんな内陸までやってきたことは、普通ではないのだ。一時期に比べて東大陸の西大陸に対する態度はだいぶ軟化しているとはいえ、この大陸は純粋な西大陸人が自由に横断できるような環境ではない。

「ええ、その通りです。正確には、あの国々の前身に興味があります。つまり、赤の国……」

　彼がその言葉を口にすると、亥縒の目が興奮したように丸くなった。

「魔女の国ね」

　彼女は伸びやかに響く声で答えた。そして問う。

「あなたは魔術師でいらっしゃるの？」

　西大陸の魔術師、という存在を知っているだけでもこの女性に流れている賢者の血は確かだ。本来なら関わり合いにさえならないはずの西方の魔術師の存在は、東の国の王子だって知らなかったのだから。

　だが魔術師に歴史学者が多かったのは一昔前の話だ。魔術師として、過去や魔女について調べているルヴァインは西大陸においては時代遅れだった。

　それでも彼はこの地で確かな成果をその手にしつつある。

　ルヴァインは広兼が、ただ魔術の知識だけを求めて自分を側に置いているわけではないと思い始めていた。もしそうであるのなら、あの賢者の王子がただ何もさせずに自分をこの北の国まで同行させた意味が理解できない。

　あるいは軟禁された北の王女を魔術によって奪還しようとでも考えているのだろうか。だが今のところそういった要請をされる様子はない。

　ただ、彼が自分に何かをさせようとしているのは確実だろうとルヴァインは思っていた。

「よく、魔術師をご存知で」

　亥縒はゆっくりと微笑んだ。

「帝国だって魔術師の存在を秘密にしているわけではないわ。知ろうと思えば知れるものよ。そうでしょう？」

「おっしゃる通りです。賢者の国の姫君」

「やめてちょうだい。私はもう嫁いできたの。姫君なんかじゃないわ。ねぇ、広兼殿下は、魔術師であるあなたを連れて、何をたくらんでいらっしゃるの？」

　ルヴァインはわざと困惑を顔に浮かべた。

「おっしゃっている意味がわかりかねますが……」

「それは演技かしら？　先ほどから否定を口にしないということは、あなたは魔術師なのね。ルヴァイン＝イアス。魔術師はもともと魔女を対象とする研究者……。利害が一致したのね。殿下方もあの方を捜してくださっているとは思っていたけれど、まさか西大陸の魔術師に協力を求めるなんて。さすが……というべきかしら？」

　ルヴァインは眉間の皺を深くした。

　今度は本気で公爵夫人の言っている意味を理解できなかった。『あの方を捜す』？　誰のことを言っているのか。北の王女のことか。そう考えてルヴァインはすぐにその答えを否定した。それなら『捜す』とは言わないだろう。

　すると「あら？」と亥縒は首を傾げた。

「本当に、違うの？」

　彼女はルヴァインの些細な表情の変化を見分けて言った。頭の上に疑問符を浮かべて子供のような仕草をする。
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　亥縒の中には艶なまめかしい女と屈くつ託たくのない少女が同居しているようだった。人格が切り替わっているかのように表情が変わる。広兼にもそういった部分があった。早さ苗なえを前にした時とそうでない時では、口調さえ変わるのだ。賢者の一族の血かもしれない。

「殿下方が、誰を捜していらっしゃると？」

　ルヴァインは聞いた。

「いやだ」

　と亥縒は右手を口元にあてた。

「困ったわ。あなたが知らないのなら、言うわけにはいかないの……」

「国の機密ですか？」

　だがそれなら広兼達がそれを知っているのはおかしいのではないか。

「ねぇ、あなた、誰の紹介で広兼殿下と？」

　亥縒は話題を変えようとしたようだが、ルヴァインは頭の中で彼女の言葉を再生していた。

『魔術師は魔女を対象とする研究者』だから、『あの方を捜す』のに『利害が一致した』と、そう彼女は言った。それはつまり。

「亥縒様。『あの方』とは、魔女ではないですか？」

　言いながら、彼は自分が興奮していることを自覚していた。魔女に関するこんなにも明確な情報は、この大陸に来て初めて摑んだものだった。

「これは私の失態と言うべきね」

　公爵夫人は悪戯いたずらがばれた時のように顔をしかめた。

「研究者はしつこいですよ。ご存知かとは思いますが」

「もう少し融通がきかないものかしら？」

　言ってから、彼女はため息をついた。

「でも、そうね……。いつかはわかることだわきっと。彼女がそうだって、噂うわさは流れていたのだもの」

「彼女とは？」

　ルヴァインは身を乗り出した。

「条件があるわ」

　亥縒はふと真面目な顔になって目の前の魔術師を見据えた。

「聞いたらあなたもあの方を捜すのに協力をしてちょうだい。失うせもの捜しの魔術陣もあるって聞いたわ。人を捜すこともできるでしょう？」

　魔術師は片方の眉を上げた。

「協力は約束しますが、魔術で人を見つけるのはそう簡単なものではありませんよ」

「それともう一つ。あの方を見つけてもどうこうしようとは思わないで。この国に返してちょうだい。王陛下はあれでかなりまいっていらっしゃるわ。連れん理り様の時のことを思い出すもの……」

「王陛下？」

　考えても見なかった存在が出てきたので、ルヴァインは声を上げた。

「約束が先よ」

「……約束します」

「後で契約書を用意します」

　ルヴァインは思わず顔をしかめた。亥縒は微笑む。

「簡単なものよ。安心なさって？　あなたが先ほど言ったことを守ってくださるのなら、心配することは何もないのよ」

「……一つだけ。その契約書の文面の作成は私にさせていただけませんか？　行動の自由が阻害されるのは望むところではありませんから」

　魔術師というものは、契約の専門家だと言っていい。魔術陣という名の契約書を普段行使している彼らは、一見対等でも実際は相手に不利な契約書を作ることに長たけているし、同時に自分たちが契約書に署名をする際にはひどく神経質になる。職業病のようなものだ。

「結構よ」

　ひどくゆっくりと頷いてから、亥縒は続けた。

「捜しているのはこの国の王妃です」

「……」

　ルヴァインは一瞬言われた意味が理解できずに言葉を失った。

「王妃？」

「そう……もう半年近く行方ゆくえ知れずになっていらっしゃるわ」

「この国の王妃殿下は魔女なのですか？」

　困惑した。国の中ちゆう枢すうにいる存在が魔女？　そんなことがありうるのだろうか。

「周知の事実、というわけではないのよ。ただ王宮の中にだけ噂は流れていたわ。まぁ、あの方は、ご自分が魔女であることを殊こと更さら隠していらしたわけではないもの……。二年……いえ、もう三年くらい前になるかしら。王陛下からあの方を新たな妃としてご紹介いただいた時、少し勘かんの働く者は皆、彼女の異い質しつさに気付いていた」

「……ちなみに、王妃殿下のお名前は」

　彼の問いに、亥縒は答えた。

「葫ゆうがお様、とおっしゃるわ」

　ああ。とルヴァインは心の中で嘆たん息そくした。
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「それを……新しら祢ね姫は知っているのか？」

　鳥とり代しろは、今広ひろ兼かねから聞いた話をにわかには信じられなかった。

　だが目の前にいる賢者の王子は、脚と腕を組んだ状態でにこりともせずに頷いた。

「王おう伊いの口から話したらしいな。俺達も、話を聞いたのは結婚の儀の翌日だった」

　彼らは今屋敷の外の東あずま屋やにいた。

　場所の移動を提案したのは広兼で、彼は公爵夫人の手の者に話を聞かれることを警戒したらしかった。屋敷の外庭にあるこの東屋なら、周囲が開けているし誰かが近くに潜んでいてもわかるだろう。

　そのうえ広兼は、ほとんど唇を動かさずに話していた。鳥代にそういった芸当はできないので、柱に寄りかかって立ったまま口元を手で覆って隠している。早さ苗なえはただ広兼の隣に座って黙っていた。

　それだけ警戒する必要があったのは、新祢が二百年前の王女であるという事実に関係する話だったからだ。彼らの共通の友人である西の国の王子は、自分を彼女のかつての恋人の生まれ変わりだと信じていたし、鳥代達もそうなのだろうと思っていた。けれど実際は記憶の魔術陣を意匠として織り込んだ赤セイ穏オン織おりによって二百年前の男の記憶が植えつけられただけだった。

　つまり、王伊は二百年前の記憶を持っているだけで、二百年前に新祢が愛した恋人ではなかったのだ。

　鳥代は青ざめた。致命的ではないか。それは。

「新祢姫は……」

　この時初めて早苗が口を開いた。

「あの人は他の誰でもない王伊殿下を愛していたから、そんなことはなんの関係もなかったのですよ、鳥代様」

　柔らかく微笑んで言われた彼女の言葉に、鳥代は言葉を吟ぎん味みするように一度息を止めてからふぅと安あん堵どのため息をついた。

「もしそれで新祢姫が王伊に愛あい想そをつかしたとしたら、あの馬鹿王子を慰なぐさめるのが面倒くさそうだと思ったところだ。それならよかった……」

　王伊が新祢にふられたとして、どんな慰め方をしても浮上するとは思えなかった。あの男は本当に幼い頃から彼女しか見ていなかったのだ。あの一いち途ずさは、生まれる前の記憶に端たんを発はつしているのだと思えばこそ納得できるものだったが、そうでないのだと知るとその思い込みと執しゆう念ねんの深さには脱だつ帽ぼうするしかない。

　新祢が王伊を見捨てないでいてくれてよかったと、鳥代は心から思った。

「しかし赤穏の村むら長おさとそんな繋がりがあったとは……」

　言ってから、鳥代は記憶の魔術をかけられた時のことを思い出した。

「ああそういえば、あの魔術の中で、王伊は九く蠟ろうと名乗っていたな。なるほどね。九蠟が本当の名前だったんだ……。そしてその名前を赤穏の村長が引き継いだ」

　広兼が片方の眉まゆを上げた。

「王伊が九蠟を名乗ってた？　あの記憶の魔術の時か？　てめぇどうして言わなかったんだ」

「王伊に口止めされてたんだよ。言ったら殺されそうだった」

　賢者の王子はしばらく鳥代を睨んでいたが、やがて深く息を吐く。

「九蠟は新祢姫に本当の名前は隠していた。赤せい嬰えい……魔女の子供だとばれたくなかったんだ。新祢姫に呪のろいをかけたのも魔女だから」

　すると早苗が小さく首を傾げて、貴婦人にしては少し荒れ気味の、働き者の手を口元に持って言った。

「そういえば、あの時の王伊様の記憶は、王伊様自身の記憶ではなかったのですよね？　外部から植えつけられた記憶が再生された……。あの魔術の中では、知識と記憶が同義だったのでしょうか？」

「九蠟と王伊には新祢姫という共通の感情を持つ対象があった。だから九蠟によって植えつけられた記憶は王伊自身の記憶とほとんど同化していたのかもしれないな」

「もしそうなら、生まれ変わり、というものの定義はなんでしょう？　王伊様はきっと九蠟様が愛していた分も新祢を愛していらっしゃるわ。その記憶があるのだもの。生まれ変わったも同然ではないですか？」

　広兼は笑った。

「それは魂の話？　その議題には興味を引かれるな。宗教論にも関わってくる」

「待て。話がずれてるぞ」

　鳥代は右手を上げて言った。

「王伊が二百年前のことをすべて思い出した。それで？　魔術のことは何かわかったのか？」

　魔女の身体の中の魔術。

　あれさえ解ければ、魔女は北の国に戻れて王は満足、珀はく蓮れんだって解放するだろう。かなり希望的な観測ではあるが。

「言っただろ？　九蠟は魔術が完成する前に死んだ。赤穏の村長だって何も知らなかった。王伊は王都を森にした魔術に関しては何も知らないんだよ」

　先ほどまで早苗に向けていた笑顔はどこへやら、広兼はつまらなそうな顔で鳥代を見た。鳥代にはこちらの広兼の方が見慣れている。早苗に向ける表情が異常なのだ。爽やかなその笑顔がむしろ気持ち悪い。

「ただ」

　広兼は続けた。

「一つだけ、わかったことがある」

　鳥代は目を細める。広兼は組んでいた腕をといた。

「なんだよ？」

「新祢姫を……眠りに落ちた王女を救うための魔術の研究には、魔女が一人関わっていた。それは蠟ろうという名の魔女だ。水を媒ばい介かいにする、葫ゆうがおと並んだ高位魔女」

「蠟……。九蠟の？」

「そう。母親らしいな」

　魔女の子供である赤嬰には、親である魔女の名前が付けられる。つまり九蠟は、九きゆうという魔女と蠟という魔女の子供だということだ。

　ただ魔女は概がいして肉親に対する情というものが薄弱で、赤嬰は皆施設で育てられた。九蠟もそうだし、九蠟の名を継いだ赤穏の村長もそうだった。

「魔女が？　仲間の魔女が魔法をかけた王女を救うために？」

　破魔の王子である鳥代は、ほとんど本能的に、魔女と人間の違いを理解している。魔女は執着が薄く、矜持が高い。束縛を嫌い、変化を愛している。人間に積極的に仇あだなすこともほとんどないだろうが、同時に協力もしない。そういう存在なのだ。

「理由は王伊……九蠟にもわからなかったらしいが、一度研究室で彼女を見たそうだ。当時九蠟が師事していた魔術師リアディウムが蠟と話していた。九蠟の父親にあたる九は王族の傍ぼう系けいだそうだし、新祢姫に魔法をかけた葫はそもそも蠟が連れて来た魔女だった。関係性が皆無なわけじゃねぇしな」

「水を媒介にする……魔女」

　鳥代は顔を険しくして呟いた。水は応用範囲が広い。それも葫に匹敵する高位魔女だったとなれば、ほとんど万能とも言える力を持っていたのではないだろうか。

「これは憶測だが」

　言いながら、広兼が左手で口を覆う。唇を動かさずに話すのに疲れたのだろう。憶測と言いながら、広兼の口調には確信めいた響きがあった。

「葫が、あれは時間をどうにかする魔術だと言った。当時の王は、新祢姫の魔法を解くことは諦あきらめていたんだ。魔法をなかったことにはできない。それならどうする？」

　葫が新祢にかけた魔法は、身体と、精神の一部とでも呼ぶべきものを引き離す魔法だった。

　それは葫自身の口から語られたことだ。鏡の中にそれを閉じ込める。その結果肉体は意思を持った活動をやめ、ただ生命活動の維持に従事する……つまり眠ったような状態になるのだという。

　継続性のある魔法は発動している間中魔力を食う。葫が新祢への魔法に割さいた魔力、身体と精神が戻ろうとする引力等を加味して試算すると、放っておいても新祢は二百年経たてば目覚めるだろうという結果が出た。

「二百年待つなんて論外だ。そんな時間が経てば王達は死んでいるし、葫が魔法をかけ直せばさらに新祢姫は眠り続ける。だから時間を早めようと考えた……。新祢の時間だけを、二百年」

　進める。

　そう考えれば、時間を操る魔術陣が作られた理由が説明できる。

「それはすぐに思いついた。普通に考えればわかることだからな。だが矛む盾じゆんがあった」

　広兼は東屋の中心に備え付けられた石の卓をとん、と叩いた。語り慣れていると感じたのは、おそらく広兼がこの憶測をすでに早苗に話していたからだ。その証拠に早苗には広兼の言葉の先を思考しようとする様子がない。

「新祢姫は、魔法を使えたとはいえほとんど普通の人間と変わらなかった。許容量がなかったんだ。魔力を自分の内に溜ためて生命力とすることもできず、普通に年を取っていた」

　鳥代ははっとした。

「生きていられるわけがない……」

　二百年もの時間を。王達と同じだ。新祢はほとんど人間だった。

「待て。でも新祢姫は今確かに生きている。彼女は……魔女の、葫殿の魔力で生きながらえたのだと……」

　鳥代はそう聞いていた。

　新祢が目覚めてすぐ、彼女が薔ば薇らを通じて王都へ移動するなどという大きな魔法を使えたのは、濃密な葫の魔力をその身の内に取り込んでいたからだった。

「葫は王都が森になって戻ってきて、あの森の中で怒りのままに魔法と魔力を暴走させていた。だから森は魔力に満ちていた。だけどそれは予想されざる事態であって、新祢姫が葫の魔力によって年を取らないまま生命活動を維持できたのは幸運以外の何ものでもなかったんだ。だから当然ながら、新祢姫の時間だけを二百年分進める魔術陣の研究を進めていた彼らは、同時に二百年間新祢姫を生きながらえさせる方法も模索していたはずだ。俺も早苗も、それを魔術で行おうとしていたのではと思っていたが、その蠟という魔女が協力していたのならもう一つの可能性が浮かび上がる」

「そうか……。葫殿が行ったのと同じことを、その蠟という魔女はするはずだった……。新祢姫の周囲を魔力で満たし、それを新祢姫の力にする」

「ああ」

　推測でしか話を進められないのはもどかしかった。だが二百年前の事実を知る人間はもう生きていないのだ。

「広兼。賢者の王陛下は、何もご存知ないのか？」

　聞くと、南の王子は馬鹿にするように目を細めて正面の友人を見た。

「何かを知っていたとして、あの人がなんの見返りもなしにその情報を開示すると思うか？」

「……まぁ、確かにな」

　鳥代はため息をついた。賢者は知識と知恵の保管庫であると同時に傍ぼう観かん者しやだ。国の存続以外の目的でその頭の中を公開することなどありえない。わかりきっていることだ。

　けれど今ある情報だけでは、魔術を解く方法など皆かい目もく見けん当とうもつかない。そうなれば魔女は元に戻れないし、最悪珀蓮も戻ってこない。鳥代は頭を抱えたくなった。

「だが、まだたぐり寄せるべき糸はある」

　東の王子はぱっと顔を上げた。

「お前ならそう言うと思ってた！」

　もはや縋すがりつかんばかりの勢いである。魔女の魔術を解くということが、今鳥代の中で一番穏おん便びんに珀蓮を取り返せる手段だった。

　けれど広兼はそんな鳥代を無視して、横に座る早苗の顔を見た。

　早苗は首を傾げる。

「広兼様？」

「早苗。これはあなたにも今初めて話すことだ。けれどその前に、一つ聞きたい。あなたは、自分の曾そう祖そ父ふについて母君から何か聞いている？」

「曾祖父……ですか？」

「そう」

　彼女は困惑したように眉間にわずかな皺を寄せた。

「いいえ……あの、母の両親が亡くなる少し前にお祖じ父い様は亡くなったのだとだけ」

「髪や眼の色は知らない？」

　早苗は黙って首を振った。

「なんだ？」

　鳥代は我慢できずに声を上げた。

　どうしてここで早苗の曾祖父が出てくるのかがわからない。

　広兼は息を吐いた。

「あなたの許可を得る前に申し訳ないと思ったけど、実は今二の国に……あなたの母君が生まれた集落に調査を出している」

「まぁ。どうしてですか？」

　純粋に不思議そうに早苗は聞いた。広兼は早苗を見たまま答えた。

「あなたの曾祖父が……リアディウム＝イアス、つまり二百年前の魔術師である可能性があるからだ」

　そのあまりに唐突な発言に、鳥代は本気で友人の頭の具合が心配になったのだった。
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　珀はく蓮れんは中庭の見える場所に寝椅子を持ってこさせ、ゆったりと座っていた。

　思えば半年ほど前、同じようにしてこの場所にいる時珀蓮は葫ゆうがおに魔法をかけられ《赤い森》に飛ばされたのだ。今となってはいい思い出……とは珀蓮には到底思えなかった。思い出しても腹が立つ。あの時の屈くつ辱じよくは一生忘れられないだろう。木登りなど、二度としたくない。

　部屋の扉が遠えん慮りよがちに叩かれた。

「食事はいらないと言っているでしょう？」

　珀蓮は振り返らないまま答えた。

　二日前から、彼女は水と部屋に置かれた干ひ菓が子し以外何も口にしていなかった。この部屋から出られないのだと知ってからずっと珀蓮は父王に会うことを要求していたが、一いつ向こうに会わせてもらえないからだ。

　空腹のせいでいつもより苛立っている。扉がかちゃりと開かれる音がすると、珀蓮は、

「わたくしの言っていることが聞こえないの!?」

　と戸口を振り返って怒ど鳴なった。

　そして虚きよをつかれたように口を閉じる。

「聞こえている」

　立っていたのは、この国の王だった。

　裾の長い執しつ務む着ぎを着ている。昼食には少し遅い時間だ。王は眉間に皺を寄せた。

「顔色が悪いぞ」

「お父様……！」

　珀蓮は立ち上がった。とたん眩め暈まいが彼女を襲う。視界が暗くなって、倒れ込みそうになったところを柔らかくて温かいものが彼女を支えた。

　近くでため息が聞こえる。

「……まったく、お前は頑がん固こだ。そういうところは母親に似ている」

　まだ薄暗い視界の中で、父が困ったような顔をしているのがわかった。

「わたくしを閉じ込める理由を聞かせてくださいませお父様」

　かつて、珀蓮を閉じ込めていた理由を外の危険から護るためだと父は言った。そして彼女に会いに来なかったのは亡くなった妃の遺ゆい言ごんがあったからだと。

　珀蓮を甘あまやかしてはならないと言った前の王妃の言葉は、北の王の、この子供のような愛情表現を知っていたからだろうか。

　北の王はゆっくりと瞬まばたきをした。

　珀蓮は父の腕を押しやり、しっかりと自分の足で立った。そして父を見据える。

「聞かせてくださいませ」

　鳥とり代しろが共に逃げようと言ってきたのを断った。二年前とは違う言葉で。自分が帰る場所はもうここではない。あの言葉がすんなりと出てきた自分に驚いたのは珀蓮の方だった。

　自分は変わったのだろう。と珀蓮は思った。

　早さ苗なえの穏おだやかさと、新しら祢ねの優しさを知っている。そして広ひろ兼かねの賢さと、王おう伊いの一途さも少しだけ。何より変態馬鹿な東の王子の、あの揺るがない信頼を。

　理解しようとすれば、歩み寄れるはずなのだ。

　魔女だって、変わったではないか。葫。闇やみを抱えたあの魔女に、珀蓮はもう畏い怖ふも嫌悪も抱かなかった。怨えん恨こんは多少残ってはいるが、それはもうどうしようもない。きっと、仕方のない部分だ。たぶん。でも、それも時間が解決するかもしれないとも思っている。

　差し伸べた手が取られないことに怯おびえていた自分はもういない。

　相手が躊躇うのなら、自分がその手を取ればいいのだ。

「お父様」

　珀蓮は揺るぎない双眸でひたと王を見た。王は笑わなかった。

「何かおっしゃって」

　すると王は目を伏せ、その意外なほど整った唇から言葉を紡つむいだ。

「赤い髪の娘」

　珀蓮は眉間に皺を寄せた。

「あれは騒乱の種だ。あんなものと親しくしていてはお前が巻き込まれる」

　新祢のことだ。

　と珀蓮は理解した。彼女は混乱した。

「……お父様」

「春迎祭イビターで南の王子は私達に、あの娘を北方出身の旅芸人一座の者だと言ったな。木トー蓮リアで出会ったのだと。だが珀蓮。私達は知っていたのだ。あの森に眠る眠り姫の存在を。燃えるような赤い髪と赤い双眸……暁あかつきの姫君。それを実際にこの目で見る日が来るとは思っていなかったがな」

「お父様」

　珀蓮は喘あえぐように言った。王がため息をつく。

「あの場にいた私と東の王にはすぐにわかった。亡国の王女。珀蓮、私は西の王に忠告をした。あのような遺物を受け入れるべきではないとな。あの堅かた物ぶつは聞き入れなかったようだが……」

「お父様！」

　今度こそ彼女は怒鳴った。眩暈がした。けれど今度は空腹のせいではない。

「何をおっしゃっているの？　遺物？　それは新祢のこと？」

　新祢が二百年前の王女であることを彼らは公言していなかった。かつて三国をまとめていた国の王女の生存が、どんな波紋を呼び起こすかわからないからだ。ただ広兼は王達がそれをすでに知っている可能性を指摘していた。そして知っていても、彼らが藪やぶをつつくような真ま似ねはしないであろうことも。

　三つの一族が治める三つの国は、今はもうかつて一つの国であった頃のことを物語のようにして語り継いでいる。今さら失われた国の王族が現れたと言われても、それを据える場所がない。もう完成してしまった国の機構を壊すには、時間が経ちすぎているのだ。

　でも。

「訂正してください。お父様。あの子を……わたくしの前で、そんなふうに言うことは許しません。二百年間も一人で生きてきて今こうしてわたくし達の側にいてくれる友人を、侮ぶ辱じよくしないで！」

　そんなことは、あの王女の人格にはなんの影響も与えない。新祢は王座などに興味はない。あれはただ王伊の側で微笑むことを望んでいる優しい娘なのに、おかしな邪じや推すいが彼女の存在を歪めてしまう。それが珀蓮には我慢ならなかった。

　王が目を丸くしていた。驚いているのだ。娘が怒っているから。

「友人？」

　間抜けなその言葉に珀蓮はさらに目を吊つり上げた。頭の奥が熱い。

「そうよ。新祢も、早苗も、わたくしの友人です。わたくしの大切な人よ。お父様。わたくしはもうこの箱庭では生きてはいけないの。おわかりになって？　わたくし、お父様以外に大切な方ができたのよ」

　ぽろりと目から何かが零こぼれ落ちた。

　駄目だ。どうして自分はこうなのか。父を前にこうして感情を露あらわにすることに、慣れていないのだ。

　目から溢れ出る温かいものを、けれど珀蓮は拭ぬぐおうとしなかった。ただ父を睨みつける。すると王は困ったように眉を下げた。王が何かを言おうと口を開く。しかしその唇から言葉は紡がれず、彼は一度目を瞑った。

　珀蓮は静かに息を吸ってゆっくりと吐いた。頭の中を冷れい却きやくしていく。

　ふいに、新祢が心配になった。あの優しく世間知らずな二百年前の王女は、結婚の儀のために西の国へ行った。彼女を知らない人間ばかりの場所で、謂いわれのない罵ば倒とうを受けてはいないだろうか。

　王伊や早苗が付いている。早苗は、強い娘だ。きっと大丈夫。

　王が目を開けた。

　父王はもう、冷静さを取り戻していた。珀蓮は舌打ちをしそうになる。これは広兼の癖くせだ。

「お前を護るためだ」

　この国の王はそうとだけ言うと、踵きびすを返した。

「お父様！」

　珀蓮は声を上げたが、王は立ち止まらず、その背中は扉の向こうに消えた。しばらく珀蓮はそのままそこに立っていたが、やがて食事を持ってきた女官が部屋の扉を叩くと、少し待つように言って涙を拭った。

　一度深呼吸をして顔を上げる。ゆっくりと瞬きをしてから、「入りなさい」と北の王女は背筋を伸ばして答えた。








　２　魔女の名前







　日が暮れる前に一度王宮へ行こうということで広ひろ兼かねと早さ苗なえは屋敷を出た。そしてさすがに門前払いこそされなかったがしばらく待たされたあげく、王は忙しいということで会うことは許されなかった。

　鳥とり代しろの時とは違って王宮内に部屋を用意してくれるようだったが、広兼はそれを断った。王宮内にいても珀はく蓮れんのいる奥宮には当然近づけないだろうし、まだ外で自由に身動きを取れた方がいいと考えたからだ。

　王宮で用意された馬車に乗って、嵐らん座ざ公こう爵しやくの屋敷に戻る。

　公爵夫人は、彼らが屋敷に泊まることを快く了承してくれた。もともと東の王子を国に帰る気にさせるのに、数日かかると踏んでいたのだろう。もう外は暗い。疲れただろうと広兼が気遣うと、早苗は微ほほ笑えんだ。

　その後広兼は本を手に取り、早苗は馬車の窓を覆おおう布の蔦つた模様を目で追っていた。

　早苗はずっと広兼に言われたことを考えていた。

『あなたの曾そう祖そ父ふが……リアディウム＝イアス、つまり二百年前の魔術師である可能性があるからだ』

　ルヴァイン＝イアスの屋敷にあった手紙。理り衣いという名の差出人の娘。

　彼は……二百年前にこの大陸へやってきた魔術師は、時間の狂った《赤い森》の中で生きていた。そして時を越えて森を出た。早苗も鳥代も、それを途と方ほうもないことだとは思わなかった。王おう伊いの語ったことが真実ならば、赤セイ穏オンの村むら長おさもまたそのようにして時間を越えてきた人間だと言えるからだ。

　ただすべてを聞いた後、名前が同じであるというだけでそれが早苗の母だというのは早そう計けいにすぎるのではないかと鳥代は言った。その通りだ。理衣という名は珍めずらしい名前ではない。けれど。

　広兼は鳥代に言った。

『お前は早苗とルヴァインを見て何も思わなかったか？　髪と眼の色が同じだからというわけじゃねぇ。二人はどことなく……似てるんだ。俺はそれが気に食わなかった。でも血縁なのだと言われれば納得できる。同じ男の血が流れているのなら』

　もし本当に、リアディウムが早苗の曾祖父だというのなら、早苗とルヴァインにも血の繋つながりがあるということになる。それに今日亥い縒よりだって、ルヴァインを見て早苗の血縁なのかと問うたではないか。

　早苗は思考を整理する必要があると感じた。だから話を聞いてすぐには、広兼に語る言葉を持てなかった。今も、ずっと黙だまっている。

　こういう時、広兼は早苗の機き嫌げんを窺うかがったり無む闇やみに話しかけてきたりはしなかった。その理解が心ここ地ちいい。

　鵜う円えんと理衣……早苗の父と母は、沿岸の線コートの加盟国である二の国で出会った。そして恋をして、子を生んだ。幸福だったのだ。たとえ他にどんな事実があろうとも、それが、一番大切なことだと早苗は思った。

　彼女は目を瞑つぶった。そして次に目を開けると、「広兼様」と呼んだ。

　斜め前に座っていた夫が、本を読むために落としていた瞼まぶたを上げる。目つきが悪いと言われる彼の目を怖いと思ったことはなかった。そこにはいつだって優しい光が宿っている。

　早苗は意識して微笑んだ。

「馬車を停めていただけませんか？　お話ししたいことがございます」

　彼は一度瞬まばたきをしただけで、「わかった」と答えると本を置いて自分の背中側にある小窓を軽く叩たたいた。少し馬車の速度が落ちる。小窓が開いて、御ぎよ者しやの横顔が見えた。その向こうに夜に落ちた空が広がっている。石いし畳だたみを行く車輪の音と、馬の蹄ひづめ。早苗は外の空気を吸いたくて息を吸った。

「適当なところで馬車を停めてくれ。そうだな……まだ人通りのある場所からあまり離れていない路地で」

　その後広兼は御者と二、三言葉を交わして小窓を閉めた。

「ありがとうございます」

「外を歩く？」

「いいえ……この中で」

　広兼は笑った。

「二人きりで？」

「ええ。その方が……。もちろん、広兼様のご判断で鳥代様や他の方に話していただいてもかまいません」

「こっちへ来る？」

「え？」

　早苗は目を丸くした。けれど彼女の言葉を待たないで広兼は腰を屈かがめたまま立ち上がった。

「いや。俺がそちらへ行こう」

「広兼様」

　馬車の天てん井じようは背筋を伸ばして立っていられるほど高くない。彼はすぐに早苗の横に腰を下ろした。

「あの……どうして？」

　早苗は触れるほど近くなった夫の顔を見上げた。息づかいさえ、聞こえてしまう。

「あなたが寂さびしそうだったから」

「寂しそう……ですか？」

　温ぬくもりが頰ほおに触れた。広兼の大きな手が、宥なだめるように早苗の頰を撫なでる。早苗は鬣たてがみを撫でられる馬を想像した。どうして彼らがあんなにも心地よさそうな顔をするのか、わかった気がした。

「悲しみは癒いえても、寂しさは癒えないものだ」

「そうでしょうか？」

「人は寂しさに慣れる生き物だけどな。でもそれは癒えたとは言わない。あなたが愛したご両親のことを考えたり話したりするのに、平気なふりをする必要はないんだ。どうもあなたは、平気なふりをする癖くせがついているようだけど」

　彼女は左頰を覆う夫の手に自分の左手を重ねて笑った。幸せで目が眩くらみそうだと思った。

「広兼様は私を甘あまやかしすぎます」

「あなたが甘やかさないからだ」

　早苗は瞼を閉じて息をつく。

「ああ。どうしましょう。広兼様はどうか、どこにも行かないでくださいね」

　もし、彼を失えば。その悲しみが癒えるとは思えなかった。父親が死んだ時に空いた穴を、彼や友人達が癒いやしてくれた。けれどもう一度は無理だ。きっと。

　その時早苗は、魔女を思った。

　魔女は、いったいどれほどの別れを見てきたのだろう。魔女が奔ほん放ぽうで執着がない生き物のように振る舞うのは、その長い生の中で経験する多くの別離に耐えるためなのかもしれない。

　そうでなくては、壊れてしまうから。

　魔女は人を殺せない。それは魔女に刻み込まれた制約ではなく、魔女のその性質に由来する。誰だれよりも別れを悲しみ憎む彼女達だからこそ、自分達よりも早く死ぬ人間達から距離を取った。自分が生んだ子供達への執着の薄さも、そこからきているのだろうか。

　だとしたら、悲しい。

　葫ゆうがおが、今早苗達を受け入れているように見えるのが、彼女にとっての不幸なのだとは思いたくなかった。

　でも自分達はきっと葫よりも先に死ぬのだろう。そしてまたあの魔女を置いていく。わかっていたことだ。それでも早苗はあの魔女に愛情というものを知って欲しかった。一度得たものを失う苦しみを知ってなお。

　それが、ずっと受け継がれていくものだと知っていたからだ。

　鵜円と理衣が早苗に遺のこしたように。

　早苗は目を開けた。すると夫はもう笑っておらず、真面目な顔でこちらを見ていた。

「広兼様？」

「あなたは……まったく俺をどうしたいんだ？　どこまでわかっているのか疑わしいな。わかってて俺を試しているならひどい」

　早苗は困惑した。

「私、おかしなことを言いましたか？」

「うーん。おかしくはない。とても嬉うれしい。特に、二人きりの寝室でそんな台詞せりふを言っていただけるなら文句はないな」

「え？」

　今ここでも二人きりだが、いけないのだろうか。確かにすぐ向こうに御者がいるが、覗のぞかれているわけではない。早苗はぱっと手を離そうとした。

「はしたなかったですか？」

　彼の手に自分の手を重ねたことがだ。

　すると広兼は慌あわてて早苗の手を追いかけて、引き寄せるように少し強く握った。

「いや、違う。なんでもない。聞かなかったことにしてくれ。くそ。ガキか俺は」

　広兼が小さく舌打ちをした。早苗は自分の顔が少し赤くなっているのを自覚した。

　ゆっくりと馬車が停まる。少しして御者が扉とびらを開けた。広兼が振り返る。手は握ったままだ。顔が熱い。

「俺達はここで少し話しているから、お前は呼ぶまで待っていてくれ」

「かしこまりました」

　御者はピシリと音がしそうな角度で頭を下げて扉を閉めた。こういう場合に御者を務つとめてくれるのは、大抵が馬の扱いに長たけた兵士だ。護衛も兼ねている。

　早苗は思考を散らそうとしたが、広兼がまたこちらを見ると、心臓が大きく鳴った。思わず目を伏せる。

「あー……。ごめん。早苗。なんでもない。俺の忍耐力が弱いだけだ。もちろん何もしないよ。でもその、そうだな。あなたが話している間、手を握っていてもいい？」

　その言い方が母の了解を得ようとする子供のようで、早苗はそっと彼を見上げた。広兼は少し困ったように笑っている。ひどくほっとする。

　早苗は答えの代わりに微笑んで、夫の手を握り直した。

「私の父と母は、母が暮らしていた集落で出会ったそうです」

　彼女は唐突に話し始めたが、広兼は困惑しなかった。

「父の知人が、商用で二の国に行くことになった父にある女性に手紙を渡して欲しいと頼んだのです。それが母でした。最初は二人とも……とても印象が悪かったと言っていました。なんというか父は、飄ひよう々ひようとしていてどこか摑つかみどころのない人でしたし、母は竹を割ったような性格の人でした。天候が悪く父は母の暮らしていた山奥の集落にしばらく滞在することになり、そのうち二人は惹ひかれ合うようになって、結婚したそうです」

「いい話だ」

「母はいろいろなお話を知っていました。集落に根付いていたものだと思うのですが、私は異国の魔術師がこの国の女性と恋に落ちて国に留まるお話が好きでした」

　賢けん者じやの王子は片方の眉まゆを上げた。

「そうか、あなたの母上が住んでいた集落なら、そういう話が残っていても不思議じゃない。その集落では、魔術師の存在を皆知っていたのか」

「そのようです」

　言ってから、早苗は握っていた広兼の手を離し、その手の甲こうに触れた。

「広兼様。手のひらを」

「ん？　ああ」

　言われて広兼は手のひらを上にする。

「私が悲しい夢を見て起きると、お母様は子こ守もり唄うたを歌いながらいつもおまじないをしてくれました」

　早苗は広兼の大きな手のひらに指を這はわせた。

　まず円を描く。そしてその円の内側で、指を踊らせる。

「……」

「怖いものが寄ってこなくなるおまじないです。ずっと忘れていました……。母はこのおまじないを、紙に描いては教えてくれなかったので、父は覚えられなかったの。だから母が亡くなってから、誰も私にこのおまじないをしてくれなくなった」

　幼おさない早苗はそのおまじないを母にもやってあげたかったから、必死に覚えた。子守唄を歌いながら指の動きだけで。

「……空の下を泳いで、雲の上を歩こう、眠るあなたの夢の中に、小さなわたしが舞い降りて」

　早苗はそれを、唄に即そくした絵だと思っていた。外側の円が空。内側の小さな円が雲。踊る指は、小さな少女。早苗は顔を上げて少し眉まゆ尻じりを下げて笑った。

「これを母に教えたのは母の祖父だそうです、広兼様……」

　広兼が息を吐く。

　それは魔術陣だった。

　まぎれもなく。円と自分達には解読できない文字で作られた図柄。母の祖父が魔術師だったのかもしれないと思った時に、早苗ははじけるように母のおまじないを思い出した。

　母は、知っていたのだ。それが魔術陣だと。だから紙に描いて教えることをしなかった。父は結局子守唄だけを覚えて母が死んだ後もそれを早苗に歌って聞かせた。
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　それに。

「それともう一つ、広兼様」

　早苗はゆっくりと瞬まばたきをする。自分の手のひらとその上に置かれたままの早苗の指に視線を落としていた賢者の王子は、妻に名を呼ばれて顔を上げた。

「父に母への手紙を託して二人を会わせたのは、平へ祈き男だん爵しやくです」

　広兼が、ほんのわずかだけ目を瞠みはった。

　早苗は幼い頃父と二人で南の国の灯とう謡よう平へい原げんへ行ったことがあった。

　あれはたぶん、平祈男爵の屋敷へ行った帰りだったのだ。あの頃会った男爵の顔も屋敷の様子も彼女は覚えていなかったが、父が早苗を連れていろいろなところを旅していたのは母が亡くなった後からなので、挨あい拶さつに行ったのかもしれない。早苗はぼんやりとだが、悲しそうな様子で自分の頭を撫でた手の温かさだけを覚えていた。

　平祈男爵は、ルヴァイン＝イアスと手紙のやり取りをしていた。実際のところ、今この大陸で西大陸人と個人的に交流を持っている人間など一握りしかいないだろう。

　そして彼は、南の国から遠く離れた国の、それも山奥の集落の娘を知っていた。

　その娘がリアディウム＝イアスの孫娘だというのなら、その二つが繋がるのだ。

　広兼の眉み間けんに皺しわが寄る。

「平祈男爵は……リアディウムと面識がある？」

「その可能性が高いと思います。だから母を知っていたし、イアス家とも繋がりがあった。もし母がイアス家への手紙を書いたとして、それを送る手配をしたのは男爵ではないでしょうか？　ずっと集落から出なかった母にも、当時まだ商売を大きくし始めたばかりだった父にも、西大陸への伝つ手てなどなかったはずなのです」

「……ここが片付いたら、男爵に会いに行くか」

「今旅行中では？」

「場所を調べさせる。ああ、くそ」

　広兼は悪態をついた。

　早苗は思わず笑う。

「鳥代様と珀蓮が心配ですものね」

　本当なら彼は、今すぐ取って返して男爵に会ってことの真相を聞きたいのだろう。けれど賢者としての本能のままにそうしないのは、友人のためだ。

　まず珀蓮を自由にしてあげなくてはいけない。

　すると広兼は顔をしかめて笑うという器用な芸当を見せた。

「馬ば鹿か王女と馬鹿王子が揃そろうと本当に面倒なことばかりになる。東の国の未来が心配だ」

「まぁ」と言って早苗は笑った。
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「馬鹿馬鹿って言わないでもらえるか？」

「え？　私は何も言っていませんが」

　ルヴァインは困ったように言った。鳥とり代しろは右手を上げる。

「ああ、すまない。なんだか今一瞬そう言い返したくなったんだ。気にしないでくれ」

「気になりますね」

　魔術師は苦笑した。

　彼らは外を歩いていた。太陽はすっかり山の稜りよう線せんの向こうに落ちて、空は一面布に覆おおわれたようになっている。星がよく見えないのは、彼らのいる場所が比較的明るいからだ。

　そこは夜も賑にぎわう食堂街で、外をまだ人が歩いている。連なる食堂や酒場の窓は明るく、陽気な音楽の聞こえる店もあった。

「よろしいのですか？　広ひろ兼かね様達が戻るのを待たずに」

「子供じゃないんだから、俺がいなくても大丈夫だろう」

　鳥代は肩をすくめた。広兼と早さ苗なえは王宮へ行ったきりなかなか戻ってこなかった。珀はく蓮れんに会えたということだろうか。

　その可能性は低い。広兼のことだから、何か小こ細ざい工くをしているのかもしれない。

「そういうものですか？」

　西大陸の魔術師の髪は、今は夜闇と同じ黒に染まり、双そう眸ぼうは明るい夜空のような濃のう紺こんを湛たたえている。これも魔術だそうだ。魔術陣が描かれているのは前髪を無む造ぞう作さに留めている女性用の髪留めで、可愛かわいらしい釦ぼたん飾かざりがついている。

　鳥代達はこの魔術師が東大陸を横断して三国までやってくるのにはさぞかし困難があっただろうと推測していたが、このようにして外見を偽ぎ装そうしていたのならそうでもなかったのかもしれない。髪と眼の色さえ変えれば、彼は少々彫りが深いだけの、むしろ魅力的な美男子にさえ見えた。

　鳥代も服装を目立たないものに変えている。だから道行く娘が彼らを振り返ることに鳥代の身分は関係ない。彼女達が頰を染めて見ているのが自分なのかはたまた隣の魔術師なのかが彼には多少気になった。

「俺達がいつも一緒に行動していると思っていた？」

「大人ですからね。そこまでは」

　ルヴァインは少し笑って答えた。

「でもこの三国の繋がりは東大陸でも特殊なのでは？　殿下方は、一国の王子というよりも、一つの国に住む領主の息むす子こというように気安い」

「あー。それは、そうかもな。国の外では、俺達を『三国』という一つの国として認識しているところもあるくらいだから」

「破は魔ま、軍人、賢者。それらはかつて一つの国だった……。この、北の国は？」

　鳥代はルヴァインをちらりと見た。答えを当然もらえると思っている子供のような顔で、魔術師は東の王子を見ていた。

「質問の意図がよくわからないが……。北の国とは、隣国としてずっと友好関係が続いているよ」

　三国は山河に囲まれ外界から隔かく絶ぜつしている。唯一平地で国境を接しているのがこの北の国なのだ。

「かつて三国が赤の国と呼ばれた時代も、やはりこの国とは友好的な関係が続いていたのでしょうか？」

「当然だ。北と仲が悪けりゃ、戦争が起きる」

「赤の国には魔女がいました。うかつに手出しなどできなかったでしょうね」

　鳥代はちらりと自分の一歩後ろを歩く魔術師を見た。彼は微笑んでいる。

　三国がかつて一つの国であったことは史実だし、その頃魔女の国と呼ばれていたことも公的な文書にいくつか残っている。だから今の魔術師の言葉に不審な点はない。

「そうかもな。俺だって、魔術師殿に喧けん嘩かを売る気にはならない」

「私は喧嘩は弱いんですよ。血を見るのが駄目なんですよね。だからあの、服に縫いつけていた魔術は護身用で、今はないから実はすごく不安なんです」

　服に縫いつけていた魔術、と聞いて鳥代は思考を巡めぐらせた。そして思い至って眉を上げる。

「ああ。平へ祈き男だん爵しやくの屋敷での？　うーん。とりあえず忠告しておくけど、あの時の話、広兼の前では出さない方がいいぞ。あいつかなり根に持ってるから」

「ああ、そんな感じですよね……。ここに来るまでの道中、私が早苗様と話すだけですごい勢いで睨にらまれましたから……」

　言って魔術師は肩を落とした。鳥代は苦笑した。魔術師は、早苗のことを呼び捨てにしていたはずだが様をつけろとでも広兼に言われたのだろう。女性に関してあの男があそこまで嫉しつ妬と深くなるとは半年前には想像もできなかった事態だ。

　自分が、珀蓮の愛情を疑いもせず行動できているというのも、半年前には考えられなかった。

「ああ、ここだ」

　目当ての食堂に着いて、鳥代は歩調を緩めた。他のほとんどの店と同じように外にも席があり、まばらに人が座っている。扉を開けると、最初に人々の賑やかな声が耳に飛び込んできた。

　中には卓席がいくつか。正面にカウンターもあるが、あまり広くはない。美お味いしそうな料理の匂いと人のざわめき。そこそこに混んでいた。客層としては年かさの男が多い。酒よりも料理を売りにした店なので、行儀の悪い客はいないようだ。

　手に盆ぼんを持った恰かつ幅ぷくのいい女が彼らを見て笑顔を向けた。

「おや、いらっしゃい」

　年は四十に近いだろうが目の下のそばかすが可愛らしい。この食堂の女主人である。

　鳥代は右手を上げた。

「やぁ。香か林りん。あなたに会いにきたんだ。席は空いているかい？」

「奥のあの席が空いているよ。何を食べる？」

「前と同じものを。あの味が忘れられなくてね」

「あはは。待っていなよ。すぐ作っていく」

　言うと、香林は他の客をいなしながら奥へと引っ込んだ。二人は黙って客の間を縫って歩き、奥の椅い子すに座った。

「前にもここに来たことが？」

「ああ。三日前にな。俺のことは呂ろ代しろと呼べよ」

　偽名だ。ルヴァインは察しよく目を細めて言った。

「……ええと、それなら私はルイと」

「どういう字を書く？」

「決めていません」

　鳥代は笑った。

「俺の仕事仲間ということにしよう」

「仕事？」

「商人」

　その時トン、と彼らの間に酒が置かれた。麦酒ビールだ。この食堂には、酒がこれしかない。

「ああ、ありがとう」

　酒を持ってきた男はにこりともせずに鳥代達を見下ろした。顔には傷があり、顎あごには無ぶ精しよう髭ひげが生えていて頭部には白髪が目立つ。年齢ははかりかねた。五十を過ぎているようにも、四十ほどにも見える。男は他の客に呼ばれると、無言のままふいとその場を離れた。

　鳥代はルヴァインに顔だけ寄せると小さな声で言った。

「さっきの女主人の亭てい主しゆだ」

「え？　……無ぶ愛あい想そですね」

「そういうところがいいみたいだよ。残念ながら彼女は旦だん那なにめろめろで、俺にはなびきもしない」

　ルヴァインは目を丸くした。

「ええと、と……ロシロ様は、婚約していらっしゃるのでは？」

「してるとも。俺はあれ以外眼中にない」

　鳥代は当然とばかりに頷うなずく。ルヴァインは不思議そうな顔をした。

「ほれどうぞ」

　にゅっと腕が伸びて彼らの卓に皿が置かれた。香ばしい香りが食欲を刺激する。豚と青野菜の炒いため物だ。

「早いな」

「いい男のために超特急で作ったんだよ」

　香林は両手を腰にあててにやりと笑った。

「お友達かい？　こっちもいい男だね」

「初めまして」

　ルヴァインは愛想よく笑った。香林は眉を上げる。

「こっちの方がいい男だ」

　こういう食堂に用意されているのはナイフやフォークではなく木でできた箸はしだ。鳥代は卓の隅にあった取り皿を取って、早速炒め物を頰張った。大にん蒜にくが効いている。麦酒とよく合いそうだった。

「美味しい」

　香林が笑う。

「やっぱりあんたの方がいい男かな」

「私もいただきます」

「たんと食べとくれよ。うちは貴族様にだってご贔ひい屓きいただいてる名店なんだからさ」

「香林、例の話だけど」

　鳥代は口の中のものを咀そ嚼しやくして飲み込んでから言った。

　女主人は顔をしかめて口を尖とがらせる。

「どうやら私の料理が目当てっていうのは噓うそみたいだね」

　鳥代は大げさに両手を広げた。

「もちろん本当だ。そっちは俺の私的理由。こっちは公的理由。わかるだろう？　仕事なんだよ」

　この食堂の女主人が王宮の調理場で働いていると知ったのは偶然ではない。珀蓮への手紙を託した女官から聞き出したのだ。他の調理人は王宮の敷地内で生活しているようだったが、彼女だけは外に自分の店を持ちここから通っている。それだけ腕がいいのだ。

「今度無料で商品を届けに行くよ。試しでいいんだ。香料は今値上がってるだろう？　うちは安いよ」

　相手を警戒させないような笑顔を作って言う。女性が相手なら、この顔に効果はあるはずだった。

　これは保険だ。

　北の王宮の見取り図は大体頭に入っている。調理場は奥宮に近くはないが、王宮の裏手になるので珀蓮のいる奥宮への侵入の糸口になるだろう。

　今はまだ動けないとしても、いつでもあの女を連れ出せる態勢だけは作っておきたかった。絶対に失えないもののためには、慎重にすぎることなど何もないのだ。

「俺が直接君の職場へ行って、必要なものを他の皆からも聞いて見積もりを取ってもいい。もちろんそこまでは無料だ。頼むよ。他との差別化をはかるためにも、王家御ご用よう達たしってつけたいんだよね」

　香林は笑った。

「正直だね、あんたは」

「女性に噓はつけない性分なんだ」

「うちの旦那も、あんたくらい口がうまければよかったんだけど」

　鳥代は店内を見渡した。どうやら亭主は奥へ引っ込んでしまったようだ。

「確かに彼は無口だね。俺は一度も声を聞いていない。結婚してどれくらい？」

「五年さ。けど実はあの人ったらずっと旅に出ててね、つい先日戻ってきたばかりなんだよ。だから新婚みたいなもんさね」

　鳥代は笑った。

「ああ、だからか。ご亭主の前ではあなたがひどく初うい々ういしく見えると思ってたんだ」

　香林は顔を赤くするとバン！　と鳥代の背中を叩いた。

「やだよ！　もう！　からかわないでおくれよ！」

　すると周囲から笑い声が上がった。

「香林が結婚してたって聞いたときゃ俺達もびっくりしたよなぁ」

「鍋なべが恋人だとばかり思ってたからな！」

　近くの卓の男達が笑っている。前来た時も見た顔なので、常連なのだろう。

「はいはいよおく言ったねあんた達。こうなりゃ今日中にツケを全部払ってもらうよ！　帰って女房に泣かれることになろうが尻しりの毛一本までむしり取ってやる！」

　香林が目を吊つり上げて怒ど鳴なるとまた店内がどっ、と沸いた。

「まったくもう」

　彼女はふん、と鼻を鳴らすと、一瞬何か苦いものでも飲み込んだ顔をして咳せきをした。

「大丈夫か？」

　鳥代は気遣わしげに声をかける。香林はくるりと振り向くと口の端を上げて笑った。

「ちょっとここんとこ体調があまりよくなくてね。年だよ、まったく。嫌んなる」

「あまり無理しない方がいい」

「無理しないとここに来てる野郎共がご飯を食いっぱぐれるだろ！」

　言ってから彼女は大げさに両手を上げた。そして今度は一転して眉尻を下げて申し訳なさそうな顔をした。

「仕事の件だけどね。やっぱり今は難しいと思うよ。本当にここ数日のことなんだけど、王宮の警備がそりゃ厳しくなっててね。新しいところから仕入れようとなんてしたら審査が面倒らしいんだ」

　鳥代は目を丸くした。

「へぇ。そりゃ仰ぎよう々ぎようしいな。なんでだ？」

　香林は少し逡しゆん巡じゆんを見せたが、鳥代がじぃと見ているとやがて観念したように彼の耳元に口を寄せて小声で答えた。

「他言すんじゃないよ。……どうも、賊ぞくが入り込んだらしいんだよね」

「……」

　もしかしなくても、その賊とは自分のことだろう、と鳥代は思った。彼は先日、以前も使っていた抜け道を使おうとして失敗している。香林は続けた。

「今はほら、王妃様も体調を崩されて王宮を離れておいでだろう？　誰もお怪我はないそうだけど、陛下は連れん理り様を思い出されたんじゃないかねぇ」

「連理様？」

　珀蓮の母の名前だ。この北の国の前の王妃でもあったその女性は病弱で、結局鳥代は一度も会ったことはなかった。今その名前が出てくる理由が彼にはわからず眉宇を寄せた。

「前の王妃殿下はご病気で亡くなったんじゃないのか？」

　鳥代はやはり小声で聞く。

「ご病気だよ。お身体からだが悪かったからね。入り込んだ賊に襲われそうになって、それで心臓に負担がかかったらしいんだよ」

「……」

　初耳だった。彼はただ病気で亡くなったのだとだけ聞いていたのだ。あの頃鳥代はまだ九歳だった。珀蓮も。

　香林は背筋を伸ばした。そして厨房を振り返る。

「しかし、次の料理が全然出てきやしないね。まったく。手伝いを何人か雇ってるんだけど、いつまでたっても成長しない。こんなんじゃ、私もいつ引退できるかわかりゃしないよ」

「そういうものだよ香林。上に立つ者には長い目が必要だ。あと、仕事の件はわかった。仕方ないから、また今度の機会にするよ。無理を言ってしまったようですまないね」

　鳥代は笑った。

「そう言ってもらえると気が楽だよ。ちょっと厨房を見てくる。ゆっくりしていておくれ」

　香林が踵きびすを返して奥へ戻ると、ようやくルヴァインが口を開いた。

「なんですか？」

「何が？」

　魔術師は顔をしかめる。

「私の目の前で内緒話をしておいてそれはないですよ」

「聞こえてただろう？」

「うーん。王宮の警備が厳重になってて、前の王妃殿下は賊に襲われてびっくりして心臓の病気が悪化して亡くなった、ってところしか聞こえなかったです」

「全部じゃないか」

「あ、そうなんですか？」

　鳥代は少しだけ冷えた炒め物を口に運んだ。

「と……ロシロ様は、ご婚約者殿を諦あきらめてはいらっしゃらないんですね」

「ようやく俺の優秀さがわかってきたかい？」

　鳥代は王子様らしく微笑んだ。

　それから出てきた皿をすべて空にして、彼らは店を出た。大満足の味だった。素朴で家庭的な早苗の料理もいいが、たまにはこういうしっかりとした料理も悪くない。

「美味しかったです」

　支払いは鳥代がしたので、ルヴァインは礼を言った。

「こうやって貸しをつくっていく作戦だからお気遣いなく」

　と鳥代は言った。

　ルヴァインが逃げることを警戒する必要はもうないと言ったのは広兼だ。魔術師は、その目的を得るための最短の道が鳥代達だと思っているようだった。

　目的とは魔女だ。

　ルヴァインの考えは間違っていない。

「いい夜だ」

　猫が引っかいたような月が見えた。日が暮れてだいぶ経たつが、人通りはまだある。麦酒ビールを二杯ほど飲んだが酔ってはいなかった。ルヴァインは一口も口をつけていない。酒は飲めないらしい。

　広兼も王おう伊いも酒は飲めるが、鳥代が一番強かった。喧嘩で賢者や軍人に勝つことは難しくても、呑のみ競くらべなら勝てるだろう。

「そういえば、一つ聞いてみたかったんだ。破魔、というのはなんだと思う？　つまり、魔術師殿の見解を聞きたいんだが」

　歩き始めて少ししてから、彼は思いついて魔術師に問うた。一度聞いてみようと思っていたのだ。

　魔法を無効化する破魔の力。それは魔法に並ぶ特殊能力だ。魔女の存在が確認されなかったこの数百年、破魔の力はほとんど伝説のようなものだった。

　鳥代が、その破魔としての能力を自分の中に息づくものとして初めて感じたのは北の王の、新しい妃を目にした時だ。

　あれは人ではない、と。彼はすぐに理解した。あれが魔女なのだと。

　破魔の血を継いでいるのは鳥代の母だ。父王は婿むこだった。だから北の王妃の異質に気付いた母はそれを父に告つげ、そして父王は北の王と話した。結果あの女が魔女であることは看かん過かしておくことになった。

　その頃にはもう、彼と珀蓮は恋人同士と言える関係だったが珀蓮に二度と来るなと言われ、ほとんど会いに行っていなかった。会いに行けなかったのだ。彼には珀蓮が父王に執着する理由が理解できなかったし、同時にそのことによって生まれる彼女の孤独を癒す方法がわからなかった。

　その彼女の新しい母が魔女なのだ。鳥代はよほど珀蓮のもとへ行こうと考えたが、ずるずると時間ばかりが経った。そしてやがて、あの木トー蓮リアの町で再会した。

　隣を歩いていたルヴァインは怪け訝げんそうな顔をした。

「破魔……ですか？　失礼ですが、それは伝承ではないのですか？」

「伝承？　ああ、なるほど。西大陸ではそういう理解のされ方をしているのか？」

「いいえ、あの、破魔の王族の存在は西大陸では認知されていません。私はこの大陸に足を踏み入れてから知りました。町で聞けば、破魔の王族には魔法が効かないのだとか……」

「正確には、魔法を無効化できる」

「まさか」

　ルヴァインが立ち止まる。鳥代はそれに気付かず、少し先まで歩いてから片方の眉を上げて魔術師を振り向いた。

「なんだ？」

　その顔は暗くてよく見えなかった。鳥代は仕方なく数歩戻ってルヴァインの前に立つ。西大陸の魔術師は理解できないものを前にした時のように、困惑と拒絶をないまぜにした様子で言った。

「……我々は、魔女を《精霊と友愛を結んだ者》だという解釈をしています。生まれながらにしての精霊の愛いとし子。魔女が魔法と称して使っていたのは精霊の力だ。精霊は高位生物。我々人間などよりもずっと位い階かいの高い存在です。その力を無効化だなんて、考えられません」

　ルヴァインは言うと、眉間に皺を寄せて睨むようにして鳥代を見た。

「殿下は、これまでその力を振るわれたことがあるのですか？」

「いや……振るう機会がない」

　実際には、新しら祢ねの薔ば薇らの魔法の中で眠っていた珀蓮を目覚めさせたことがあった。魔女の暴走した魔法を止めたこともある。

　けれど魔女の存在を、この魔術師にはまだ秘密にしているのだ。語るわけにはいかなかった。

　ルヴァインは顔を歪ゆがめた。

「殿下……。私をもう少し信用していただきたい」

「拘束を解といている時点である程度信用はしていると理解してもらえないか？」

　ルヴァインは首を振る。

「矛む盾じゆんしていると気付いていらっしゃいますか？　私が探しているのは魔女だと以前も申し上げましたね。それを知った上で、殿下方が私は逃げないと確信していらっしゃるのなら殿下方が私が探しているものを持っているのと同義なのでは？」

「……そちらが勝手に勘かん違ちがいをして思い込んでいるのをわざわざ正す理由が俺達にはない」

　もし葫ゆうがおの身体の中の魔術を解くためにルヴァインの協力が必要なのであれば、いずれは魔術師にすべてを明かさなくてはならないだろう。

　ただその時は、この魔術師がこちらに不利益なことをしないという確信が必要だった。広兼が今取引の材料を並べて吟ぎん味みしている。天てん秤びんはどちらかに傾かない方が事は穏おん便びんに進むのだ。

　二人はしばし睨み合った。こういう通りでは酔っぱらい同士の喧嘩も珍しくないので、特に注目を集めることはない。

　そしてルヴァインは唐突に微笑んだ。

「なるほど」

　鳥代は目を細めた。

「なんだ」

　警戒を強める。

　魔術師は、鳥代にだけ聞こえるような小声で続けた。

「ならばこれも私の勘違いでしょうか？　葫という名のこの国の王妃は魔女で、今はなぜか姿を変えて他国の王子達の側にいる……と」

「……」

　鳥代は自分の動揺を悟られないよう努めた。

「……滅めつ多たなことを言わないでいただきたいな」

　言いながら、頭の中を回転させる。

　なぜ知っている？　この男に、それらを調べる時間などなかったはずだ。魔術師がおかしなことを嗅かぎ回らないよう、広兼は彼を連れ歩いているのだから。

　事前に調べていたのか？　北の王妃を？　彼女が魔女であるという噂うわさはあった。けれどそれは、あくまで王宮内に限った噂だった。それをルヴァインが耳にする機会があったというのだろうか。

「情報源はこの上なく確かですよ。……何せ賢者の王子殿下の叔お母ば君なのですから」

　鳥代の眉間の皺が深くなる。

　公爵夫人だ。

　彼はため息をついた。

　盛大に舌打ちをする賢者の王子の顔がまざまざと思い浮かぶ。

「……少なくとも、こんなところでする話じゃないな」

「そうですね」

　鳥代はルヴァインを睨みつけた。

　ルヴァインが、こんなところでこの話を始めた理由は明らかだ。賢者の王子を相手にするよりも瓦が解かいしやすいと踏んだのだろう。

「言っておくが……」

　破魔の王子は声を低くして言った。

「不老不死なんかを手に入れるために魔女を研究しても意味はないよ」

「……なぜですか？」

　ルヴァインが不快そうな顔をする。当然だろう。鳥代は今、魔術師の始まりを否定したも同然だからだ。

「魔女はそもそも、人ではない」

　魔女と人間は違う。だから彼らはあんなにも孤独なのだ。人から生まれた人ではない者。

　異端者。

「……」

　そこまで考えて、鳥代はあの燃えるような双眸を思い出さずにはおれなかった。

　艶つややかな黒髪と柔やわらかな白い肌はだ。

　美しすぎる白しら雪ゆき姫ひめ。

　珀蓮はどうあってもその両親には似ていない。だからたぶんまだどこかで、自分を母の不義の子だと思っているだろう。たとえ父王がそれを理由に彼女を疎うとんでいないとしても。

　鳥代は口の中で悪態をついた。

　心臓を病やんで死んだ王妃。ずっと臥ふせっていたその人には、珀蓮もほとんど会ったことがないのだという。

　あの奥宮は、彼女の孤独を呼び起こす。

　待っているべきではないのかもしれない。少なくとも側に行くべきなのでは？

　他者と異質であるという状態を孤独という傷にするのは内的な問題だ。早苗がそのいい例だろう。彼女は愛されていたから、その異質さを孤独に変えはしなかった。

　珀蓮にも魔女にも、必要なのは他者からの絶対的な愛情だった。最初からそれが注がれていれば、傷にはならなかったはずなのだ。

　しかし傷はできてしまった。

　それは治ったかに見えても、引っかけば血を流し、そしてやがて膿うむだろう。

　だから絶えず、忘れさせてはいけない。

　一人ではないのだと伝えなければ。

　その手を取り。

　愛していると、何度でも。

「殿下？」

　ルヴァインが怪訝そうな声を出す。

「戻るぞ」

　言って鳥代は踵を返した。
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「……ルヴァインに？」

　広ひろ兼かねは眉間に皺を寄せた。

「ええ。いけなかったかしら？」

　公爵夫人は可愛らしく首を傾かしげた。

　晩ばん餐さんの席である。

　広兼と早さ苗なえが王宮から戻ると、鳥とり代しろとルヴァインはいなかった。執事に聞くと、二人で外に食事をしに行ったらしい。残された南の国の王子夫妻は、公爵夫人に晩餐に誘われそれを受けた。

　公爵家の晩餐の席についたのは夫人とその息子である公きみ亥い子爵、そして広兼と早苗の四人だ。給仕は二人で、戸口には執事が礼儀正しく控えていた。

　亥い縒よりがルヴァインに王妃捜しを依頼したという話を口にしたのは、ちょうど鶏とりの香草焼きが出てきた時だった。

　唐突なその話題に、広兼は困ったような顔を作って答える。

「いえ……。けれどどうしてあの男に？　あれはただの学者で、異邦人です。お力になれるかどうか……。それに王妃殿下が行方ゆくえ不明なのは公おおやけにもしていないことなのでは？　よろしいのですか？」

「魔術師だわ」

　亥縒はすぐに言った。

「魔術師です。そうでしょう？　人を捜す魔術もあると聞いたわ。葫ゆうがお様を捜し出すこともできるはずではないかしら」

　広兼は一瞬で計算をした。反応を間違えるべきところではない。彼は笑った。

「よく、彼が魔術師だとおわかりになりましたね。そうです。けれど、残念ながら彼は魔術師としては能力が低い……。ですから私は歴史学者として彼の留学を受け入れたのですよ」

「どちらからのご紹介で？　イアス……とおっしゃったかしら？」

「申し訳ございませんが、それを明かすことはできかねます。おわかりでしょう？」

　人脈を明かすことは手の内を見せるようなものだ。そう簡単にできるようなことではない。

　亥縒は頷いた。

「承知しております。差し出たことを申しましたわ。お許しくださいませ」

「いえ、こちらこそ。生意気を申し上げました。ご寛かん恕じよください」

　広兼は頭を下げた。

「私は心配なのですよ、広兼様。陛下が……連れん理り様の時のようになってしまわないかと」

　亥縒は憂うれいを帯びた声音で言って目を伏せる。

　連理は、珀はく蓮れんの母の名だ。

　公爵夫人のその様子を、広兼は不思議に思った。珀蓮の母が亡くなった時、王に何かあったのだろうか。

　彼は頭の中の引き出しを開けて、あの頃のことを思い出そうとした。前の王妃が亡くなった後にあった四国会議に、北の王は珀蓮を連れてきていた。そういえばそれが珀蓮と三人の王子の初対面だったのだ。

　あの時の王は、確かに少しやつれていた。だが、取り乱してはいなかった。むしろ珀蓮をよろしくと、三人の王子に笑いかけさえしたのだ。

　亥縒は顔を上げるとまっすぐに広兼を見た。

「大切な者を失った時の心の傷は、他のものまで歪めてしまいます……。早く見つけて差し上げなくては。そうでしょう？」

「おっしゃる通りです、叔母上。鳥代はもちろん、私も王妃殿下のことはお捜し申し上げてはいるのですが……」

「あの方は、普通の方ではいらっしゃらないから」

　夫人が言う。その言葉の意味するところに気付いて、広兼は少し驚いた。彼のその反応に気付いて、亥縒はわずかに微笑んだ。

「……やはり、殿下はご存知だったのね。鳥代様かしら？　陛下が、東の王陛下に釘くぎをさされたとおっしゃっていました」

　知っているのだ。公爵夫人は。葫が魔女だと。

　しかし彼女は一言も魔女という言葉を口にしなかった。

　見ると、公亥は少しだけ怪訝そうな顔で会話する彼らを見ていたが、広兼と目が合うと少し不ふ愉ゆ快かいそうな顔をしてからまた食事を再開した。

　子爵の方は、北の王妃が魔女だということを知らないようだ。ではやはり、彼があの三人の姫君の恋を詠うたった歌に魔女を組み入れたのはまったくの偶然だった。あるいは、少しくらい、亥縒が示し唆さを与えたのかもしれない。息子の創作活動に。

「あの歴史学者の方にも、お伝えいたしました。大きな手がかりになるでしょう？」

　何を？　と問う愚ぐは犯さなかった。決まっている。この話の流れでは。広兼は舌打ちをしそうになった。その代わりに、息を吐いて首を振る。

「それは……。些いささか不用意であったのではないでしょうか」

　非難の色を隠しきれなかった。声が冷たかった自覚はある。すると隣に座っていた早苗が口を開いた。

「ルヴァインは、なんと？」

　彼女の双眸には、いつも柔らかで理知的な光が宿っている。亥縒は早苗に視線を移した。

「驚いていらっしゃいましたわ。……ご安心くださいませ。きちんと、契約書を作っております。あの方が、王妃殿下を害さないよう……。大丈夫。きちんとわかっておりましてよ」

　魔術師の研究対象は魔女だ。もう失われたと思われていたその対象が現存するのだと知った時、魔術師がどういう行動に出るのか測りきれていない。だから広兼はルヴァインに葫の存在を口にすることを避さけていたのだ。

「契約書……ということは、取引を？」

「もちろん」

「差し支えなければ、引き換えにしたものを教えていただけますか？」

「この情報そのものです」

　早苗はわずかに怪訝そうな顔をした。

　それでは、釣り合わない。そう思ったのだろう。存在を知っても、手を出せないのならないのも同然ではないのか。もし本当に、ルヴァインがその契約を了承したというのであれば、亥縒はよどほうまく話を運んだのだろうか。

「魔術師とは、なんですか？　先ほどから、お話に出ているようですが」

　この時初めて公亥が口を開いた。

「あら。お前は知らなかったかしら？」

　亥縒が少し目を丸くして言う。こうして見ていると、この母子おやこは目元が似ているようだ。

「西大陸の……そうですね。なんと言ったらいいかしら。妖精の力を操る者達のことです」

「妖精の？」

　公亥は不思議そうな顔をした。

　魔術師に関する説明をした時、東大陸ではおそらくそれが普通の反応だろう。

　東大陸における妖精。西大陸における精霊。互いの言語を翻ほん訳やくする時、それらの単語が一つの言葉に統一されていないのは、その概念に決定的な違いがあるからだ。

　西大陸においてのそれは、万物に宿る存在。意思と知恵を持つ者。だからこそ契約などという発想ができるのだろう。

　けれどこの大陸でいう妖精とは、万物を司る意思だ。神の力。ただそこに存在するもの。この世界そのものと言ってもいい。

　現在のところ妖精と精霊は同一のものだとみなされているが、果たして本当にそうなのだろうか。その指し示すところは同じなのか。これは長年、一部の学者の間で議論されてきた課題だった。

　ただルヴァインがこの大陸でも魔術を使えていることからも、いわゆる精霊と呼ばれる存在がこの大陸にも存在するのは間違いないのだろう。

　そしてその不ふ可か視しの存在の力が、魔女の身体に影響を与えている。

「それはそれは……どのようなことができるのかはわかりませんが、かの大陸には、不可思議な力を使う者がいるのですね。連理様が寵ちよう愛あいされていたという占い師も、その類たぐいの力を持つ者だったのかな？」

　どこか皮肉っぽく子爵が言うと、夫人は顔色を変えた。

「公亥」

　ぴしゃりと息子の名を呼ぶ。

「おかしなことを言わないでちょうだい」

　子爵はあからさまに顔をしかめて母を見た。

「正直に申し上げて、私は連理様も、今行方不明の王妃殿下も、よく思っておりません」

　その時の彼の声があまりに冷たかったので、広兼は少しだけ驚いた。

「葫様が珀蓮様を厭きらっておいでだったのは母上もご存知でしょう？　そもそも珀蓮様はあの方のせいで国を出しゆつ奔ぽんされて、あの忌々しい破魔の王子と婚約するなどという間違いまで犯してしまわれた。その責任は、小さくはありません。それに連理様も、得体の知れない占い師などに珀蓮様の美び貌ぼうを願われるなどと……」

　がちゃん、と食器同士のぶつかる耳みみ障ざわりな音がした。子爵の手にあったナイフが皿にあたったのだ。彼は怒りのあまりに青ざめ、手を震ふるわせていた。

「侮ぶ辱じよく甚はなはだしい!!」

　子爵はがたりと立ち上がった。なぜか視線は天井を向いている。広兼はそちらを見てみたが、特筆すべきものは何も見つからなかった。隣に座る早苗はきょとん、としている。可愛らしい。

「我がたおやかな睡すい蓮れんの花。あの方の美しさが、そんなわけのわからない占い師などの手によるものではないことは明らかです。人の手で神が創れますか？　否！　断じて否です！　ああ。おいたわしや我が静かな夜の雫しずく。あの方はずっと謂いわれのない噂や中傷に胸を痛めておいでだった。それをずっと知っていて抱きしめて差し上げたいと願っていたのはこの僕なのに……！」

「満足したなら座りなさい。食事中ですよ」

　子爵の口上の間、上品な様子で鶏を口に運んで咀嚼しこくりと飲み込んだ公爵夫人は、息子が息継ぎをした間を見計らって言った。

「はい。つい、取り乱してしまいました。申し訳ございません母上」

　すると子爵も驚くほど素直にすとんと椅子に座り直す。そして彼は、何事もなかったかのようにナイフとフォークを握って目の前の皿に載った鶏肉を切り始めた。室内にいる執事にも給仕にも動揺は見られない。屋敷の令れい息そくのこの発作には、慣れているのだろう。

　子爵のあの状態をこんなふうに収めることができるとは、と広兼は素直に感心した。珀蓮は公爵夫人に弟子入りでもした方がいいのではないだろうか。

　亥縒が笑う。

「お見苦しいところをお見せして申し訳ございませんわ、お二ふた方かた」

「いえ、お気になさらず」

　初めて見たわけではない。

「あの……公亥様」

　しかしその時早苗がおずおずと子爵に話しかけたので、広兼は些いささかぎょっとしてしまった。彼はできることなら、早苗にはあんな馬鹿とは一言たりとも言葉を交わして欲しくなかったし同じ空気を吸わせることも可能なら阻止したいくらいだった。馬鹿がうつると困るからだ。

「その、首から下げていらっしゃるものは……指輪ですか？」

「ん？」

　子爵は片方の眉を上げて早苗を見てから、自分の胸元に視線を落とすと慌ててそこに下がっていた首飾りを襟えりの中に隠した。先ほど勢いよく天井を見上げた時に、それが服の中から飛び出したのには広兼も気付いていた。

　首飾りとはいっても、銀色の鎖くさりに小さな飾りが一つ付いているだけだったように広兼には見えたが、指輪だったのだろうか。

「いいいいいいいいいや」

　おお。

　ものすごく動揺している。

　早苗は微笑んだまま、なおも言った。

「私、その形のものを見たことがあります。もっと南の地方のお土産みやげ物ものだわ。確か中に入っているのは動物の毛なのですよね？　お守り代わりになるとか」

「動物の毛？」

　広兼は驚いた。

「ええ。中が空洞の細い筒を輪にして作ってあるのです。空洞の中には……ええと、なんと言ったかしら。南方の、とても大きな動物の毛を入れてあって、それが見えるように筒には小さな穴が空いていて……」

　広兼が驚いたのは、むしろこの距離で早苗がそこまで視認できたことだった。いくら対面に座っているとはいえ、晩餐の卓は女性が横たわれるくらいの幅はあるのだ。

「そそそそそそそそんなもの、僕は知らないなっ！」

「どうしたの？　公亥。ものすごく汗をかいているわ」

　さすがの公爵夫人も心配そうに息子を見る。

「ぼぼぼぼぼ僕は気分が悪い！　先に失礼する!!」

　そう言うと彼はがたりと立ち上がった。

「あ……」

　次の瞬間、何が起きたのか広兼はすぐにはわからなかった。がたーん！　という椅子が倒れる大きな音がして、公亥子爵が視界から消えた。

「公亥！」

　公爵夫人が悲鳴のような声を上げる。その声で、子爵が倒れたのだと気付いた。

「公亥様!?」

　早苗が立ち上がったので、広兼は彼女を制して食卓を迂う回かいすると子爵のもとへ行った。すでに執事が駆け寄っている。

「どうしたというの？」

　意外なほど近くで公爵夫人の声が聞こえた。ちらりと後ろを見る。この時まで彼は、亥縒が車椅子に座っていたことに気付かなかった。ずっと食卓の下で隠れていたからだ。それに彼女は車輪の部分を覆うように膝ひざ掛かけを敷いていた。

　慌てて給仕が彼女の後ろについて車椅子の背を摑む。公爵夫人は少し青ざめていた。

「ちょっと？」

　彼女は広兼と執事に隠れて見えない息子の姿を探すように背を伸ばす。広兼は子爵に視線を戻した。

　床の上に大の字に横たわり、完全に気を失っている。顔中に湿しつ疹しんが出ていた。広兼は軽く眉根を寄せる。見たことのある症状だった。

「発熱していらっしゃいます。お医者様を！」

　執事が叫さけぶと、もう一人いた給仕が慌てた様子で食堂を出て行った。

「広兼様……」

　早苗が近くに来た。広兼はほとんど無意識に腕を上げると、早苗がこれ以上前に行くのをはばんだ。

「沈じん瘡そうかもしれない」

「沈瘡？」

　聞き返したのは早苗ではなく公爵夫人である。

「本当ですか？」

「高熱と突発的な湿疹ですから、おそらく……」

　すると早苗の手がそっと広兼の腕に触れた。振り向くと彼女は安心させるように微笑んでいる。

「沈瘡なら私はもうかかりました。大丈夫ですよ」

　沈瘡は感染症だ。東の国の風ふう土ど病びようで、山脈の麓ふもとの町や村に多い。それが東の国内で爆発的に広がったのは広兼がまだ幼い頃だった。

　死に至いたることは滅多にないが、前触れもなく突然高熱と湿疹が出て、それ以降すぐに熱は下がるのだが全身の湿疹はしつこく残る。正しい処置をすれば痕あとは残らないはずだ。

　広兼は少し身体を避よけると、公爵夫人に息子の姿を見せてあげた。彼女は身を乗り出してまじまじと息子の様子を確認すると、広兼の言葉に同意するように頷いて安あん堵どのため息をついた。

「沈瘡なら命に別状はありませんね……。ああ、お前は沈瘡にかかったことがないでしょう？　触っては駄目です」

　公爵夫人は急速に冷静さを取り戻したようだった。公亥を運ぼうとした執事を止めると、意味ありげに広兼をちらりと見る。そして「広兼様には沈瘡の経験が？」と問うた。

　広兼は顔をしかめないように我慢しなければいけなかった。沈瘡には一度かかりさえすれば体内に免疫ができてもう発症しない。彼は無理やり笑った。

「ええ。ご子息をどちらに運びましょうか？」

「ありがとうございます。広兼殿下を公亥の部屋にご案内して差し上げて」

「しかし……」

　執事は困惑した様子を見せた。当然の反応だろう。広兼は一国の王子なのだ。けれど公爵夫人は目を細めて執事を睨みつけた。

「お前まで病気になって私にどうしろというの？」

　亥縒の判断はこの上なく正しいと言える。広兼は肩をすくめて小さく息をつくと、立ち上がって場所を譲ゆずった執事の代わりに公亥の側にしゃがみ込んで子爵を両腕に抱えた。

「部屋はどちらに？」

　時は一刻を争う、とばかりに真面目な顔で広兼は言った。
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　屋敷に戻るとなぜか広ひろ兼かねはぐったりとしていた。

　開口一番ルヴァインが知っている事実を話してこれから珀はく蓮れんに会いに行くと断り王宮へ行こうと思っていたが、鳥とり代しろはその出鼻をくじかれた。

「沈瘡？」

　その単語に東の王子は思わず顔をしかめる。

「そう。忌まわしいあの病気だ。まったく。あの馬鹿子爵、どこでもらってきたんだか……」

　鳥代も沈瘡にはかかったことがあった。子供の頃だ。

　とにかく痒かゆくてたまらなかったのを覚えている。かいたら顔中に痕が残って女の子にもてなくなるわよ、と母親に脅されて耐えきったのだ。

「それは……隔離した方がいいんじゃないのか？」

　昔東の国に沈瘡が流は行やったのは、春迎祭イビターに来ていたある芸人一座が山脈の麓の町から沈瘡を持ち込んだからだった。この病気は潜伏期間が長いし、発症したところで熱はすぐ下がるので動けなくなるわけではない。

　団員の内、実に半分以上が沈瘡に感染していたその一座は、罹り患かん者の湿疹がまだ収まらないうちに春迎祭イビターで人のごった返している東の国の王都に入り興行を敢行した。結果、その春王都はひどい医師不足にみまわれることとなったのだ。

「幸い使用人の一人が東の国出身で沈瘡に免疫があった。馬鹿子爵の面倒はその使用人が見るそうだ」

「馬鹿子爵はなんだって沈瘡なんかもらってきたんだ？　前に俺達のところに乗り込んできた時か？」

「いくらなんでも潜伏期間が長すぎる気もするが……。まぁ、よくわかんねぇな。とにかく俺は二度と男を運ぶことはしないと今心に誓ってるところだ。硬いし重いしいいことが一つもない。早さ苗なえは羽根のように軽いのに」

　すると先ほどこの部屋の扉を開けてくれて、まだすぐ隣に立ったままだった早苗がほんのり顔を赤くした。

　鳥代は目を逸そらす。

　そうだ。珀蓮の側に行かなくてはならないのだ。彼は少し前の決意を思い出した。

「広兼……」

　東の王子がそう言いかけた時だった。

「さて、ルヴァイン」

　と南の王子は鳥代の背後に視線を投げた。その眼はいつの間にか鋭く光り、有う無むを言わさぬ力を持っていた。

　彼はちらりと背後を見る。町で馬車をつかまえて乗り込んでから、魔術師は一言もしゃべっていなかった。もう一度前方の友人に視線を戻して、鳥代は自分が伝えるまでもなく広兼は知っているのだと悟った。

　公爵夫人が自みずから話したのだろうか。鳥代は嘆たん息そくした。

「この部屋に目や耳がついているとして、それを塞ふさぐことはできるか？」

　広兼は肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついて言った。早苗は鳥代と魔術師の側で静かに立っている。ルヴァインは怪訝そうに顔をしかめたが、すぐに愛想よく笑って答えた。

「仰せのままに」
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　王は背もたれに体重を預け、肘置きに肘をついて左手を額ひたいにあてた。

　ひどく疲れている。それに頭が重かった。目の奥の鈍い痛みは警告のようにずっと続いている。

　あまり眠れていなかった。

　この状態には覚えがある。

　連れん理りが死んだ時にこうなったのだ。嵐らん座ざも亥い縒よりも、あの時はひどく自分を心配していた。

　狂いかけていたのかもしれない。珀はく蓮れんの側を離れるのが恐ろしく、常に娘を見えるところに置いていた。

　やがて正気を取り戻してから、これではいけないと思い珀蓮と距離を置いたのだ。ともすれば自分は、あの娘を殺してしまいそうだった。誰かの手によって奪われるくらいならと。

　……自分という人間は愛した女性を失う運命にあるのだろうか。

　王はしばし考えた。そして嘲ちよう笑しようする。

　運命などと考えるのは馬鹿げている。すべて自じ業ごう自じ得とくではないか。

　連理は、自分が殺したのだ。

　葫ゆうがおが逃げたのも、自分のせいだ。あの女の孤独を、癒してはやれなかった。

　このうえ娘まで――珀蓮まで失ったら、自分はいったいどうなるのだろう。

　考えるのも恐ろしかった。

　護まもらなければいけない。

　どんな手を使ってでも。

　王は自分を宥なだめるように息を吐いた。

「……」

　嵐座が戻っていなくてよかったと心から思う。あの弟がいれば、今の自分を見てくどくどとまた小言を言い始めるに違いない。

　あの男が生きているとわかった時は、生きた心地がしなかった。

　なんとか珀蓮を手元に戻そうとして、嵐座と亥縒の息子に王女を連れ帰れば結婚させてやるとまで言った。しかしこれには嵐座が黙ってはいなかった。

　珀蓮にとっては、国を出ている方が安全だという弟の説得に耳を貸すことができたのは数日経ってからだ。

　公的には、王女は東の国の王宮で花嫁修業をしていることになっている。結婚前だというのに王族が集まって一つの屋敷に住んでいるというのは外聞が悪いからだ。加えて珀蓮の側には武芸に秀でた西の国の王子もいた。人の出入りが多く、警戒すべき男にとっても知らない場所ではない北の王宮の中に閉じ込めておくよりは、ずっと安全なはずだと言われ、王はなんとか自分を納得させた。

　だが珀蓮がこの国に戻ってくることになった。

　胃を痛め、手の届かない場所にいる娘の安全をただ祈るだけだった日々にいい加減限界を感じていた王は、実際に娘と再会する段階に至って心を決めた。

　彼は王宮の警備を厚くし、王女を再び奥宮に閉じ込めた。王女が国に戻っているという情報が外部に漏もれないようにするために、彼女の帰還を知る者、身の回りの世話をする者も最小限に留めた。

　これでは籠かごの鳥だと亥縒は王を諌いさめた。籠の鳥の何が悪いと王は一いつ蹴しゆうした。

　東の王子があまり長い間国内に留まっていると、そこから王女の帰還が漏れる恐れがある。王は亥縒に、東の王子を国外へ退去するよう説得しろと命じた。だがあの忌々しい破魔の王子はまだ国内に留まっている。

　いったい亥縒は何をしているのかと問いつめたくなった。破魔の王子どころか、賢者の王子までも入国したという。可能ならば、あの邪魔な二人の王子の両手足を紐で縛って国境の向こうに捨ててきてしまいたかった。

　連理がいなくなってから、歯車はずっと歪んでいる。

　若くしてはかなくなった最初の妃。

　緑の間にそっと咲く蓮はすの花のように彼女は微笑んだ。

『いい加減年相応の落ち着きというものを身につけたらどう？　狂うのも堕落するのも一人でしてね。巻き込まれるのはごめんだわ。その時はついでにその王位も嵐座様に譲ってからにするのよ。国民に迷惑だから』

　彼女は特別美しくもなく、華やかでもなかった。田舎いなかの貧乏貴族の娘で、考え方には乱暴なところがあって、言葉遣いはただの町娘のようだった。

『幸福かって？　そうね。私こうみえて我慢がきかない性格だから、全然幸せじゃなかったらあんたみたいな馬鹿王刺してとっとと逃げていると思うわ。そうしない程度には幸せっていうか。うーん。なんていうの？　仕方がないじゃない？　あんた馬鹿なんだもの』

　そう言って笑った彼女には、一片の偽いつわりも存在しなかった。

　珀蓮は、容貌こそ父にも母にも似ていないが、性格は、完全に母親の血を継いでいると言っていいだろう。

　眩まぶしいまでのその矜持。曇くもりのない正直さと、欺ぎ瞞まんのない意思。その輝きに王は恋をしたのだ。

　若い、獅し子しのような純粋さと強さで。

　彼女を、失った時の痛み。今も簡単に彼を苦しめるそれは、違う恐怖に取って代わる。

　王は首を振った。

　警備は万全なはずだった。以前東の王子が使っていたという抜け道も、公きみ亥いの進言によって潰してある。誰も入り込めはしない。

　珀蓮の双眸から溢れた涙が頭の中に蘇よみがえる。頭痛がひどくなった。

　ずっと閉じ込めておくわけではない。今だけだ。

　逃しはしない。もうこれ以上、愛するものを奪わせはしない。

「……連理、すまない」

　かつて愛した女は、心からその娘の幸福を願っていた。

　病弱で、けれど強く優しい女だった。

　贖しよく罪ざいを口にした後、王は目を覆った。そして呻うめく。

「……」

　口の中で呟つぶやいたのは、魔女の名前だ。

　今、心から愛している女の名前。

　その灰色の双眸に宿した孤独が忘れられない。

　連理とは違う強靭さを持つ女。

　どこにいるのだ、と。

　自分の心を奪って姿を消した女を王は想った。







　３　獣のように







「新しら祢ね、この飴あめ食べる？　瑠る璃りがくれたんだ」

「うむ。もらおう」

　西の王子は妹から渡された小さな瓶びんの中から透き通った桃色の飴を一粒取って、隣に座る妻の可愛かわいらしい口に放り込んだ。彼女の口に入り込んだ飴は、その白く滑なめらかな左側の頰ほおをぴょこんと押し出す。

「甘あまい」

「飴だからね」

　王おう伊いは笑った。

「あたしの前でいちゃいちゃするなと何百回言わせるのかしらこの恋愛馬ば鹿か者もの共！」

　彼らの正面の座席に座った少女はこの上なく不ふ愉ゆ快かいそうな顔をして罵ば倒とうした。

　彼女は綿入れに上半身を預けて少しぐったりとしている。顔色もよくない。けれど灰色の双そう眸ぼうは宝石のように大きく、美しいその容よう貌ぼうに陰かげりは見られない。それどころか気け怠だるげな少女からは匂い立つような色気が感じられた。

　それもそのはず。彼女は齢よわい云うん百歳にもなる魔女にして北の国の王妃殿下なのだ。
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　葫ゆうがおは舌打ちをした。

「拷ごう問もんだわ……！」

「それならあなたは残っていればよかったのに」

　王伊が言うと、魔女はきっ、と目の前の王子を睨にらみつけた。

「あんな実験器具も薬品も何もないところにずっといるなんてごめんよ！」

「南の国ならそなたにも少しは居い心ごこ地ちがよかったかもしれぬのう」

　新祢は少し困ったような顔をして息を吐く。何せ彼らが滞在していた西の国は軍事に秀ひいでた国である。賢けん者じやの国と呼ばれる南の国なら魔女の喜ぶ珍めずらしい毒草やら剣けん呑のんな内容の書物があったかもしれないが、西の国にあるのは剣と鎧よろいと演習場だ。

　そして今、彼らは北の国へ向かっていた。

　数日前広ひろ兼かねと早さ苗なえが取ったのと同じ近道を行っているが、護衛と言えるのは御ぎよ者しや台だいにいる二人のみだ。西の国の第二王子である王伊本人が、それなりの腕の持ち主だからこその処置だろう。

「言っておくけど、この馬車はうちの馬車。護衛も馬もそうだし、道中の食事も宿代も全部西の国のお金だ。あなたが偉えらそうにできる理由なんてどこにもないということをわかってる？」

　先ほどまで新祢に向けていた甘い顔はどこへやら、すっ、と冷たく目を細めて王伊は言った。いつもは穏おだやかな西の王子がここまで冷れい徹てつな表情を向ける相手は、彼の兄かこの目の前の魔女だけだろう。

「あたしは北の国の王妃よ。そのあたしを乗せて北の国へ向かうのだから、無事あたしを送り届ける義務があるでしょう？」

　少女はふんと鼻を鳴らした。

　具合が悪そうでも、態度が変わらないのはいっそ尊敬に値あたいすると新祢は思った。

　珀はく蓮れんが軟なん禁きんされたという報を受けて北の国へ行くことになった広兼と早苗は、葫を西の国に置いていくことにした。魔女の具合が悪そうだったのも理由として挙げられるが、何より彼女を北の国へ連れて行くのには少々都合が悪かったからだ。

　北の王妃は、行方ゆくえ不明だ。

　公おおやけには病やまいにかかって療養中となっているが、王はその妻の行方をずっと捜している。本当なら彼らはすぐにでも北の王妃である葫を王に届けるべきなのだろうが、彼女は身の内に魔術を抱えてこんな幼おさない少女の姿となってしまっていた。

　変わり果てた姿となった妻を見た夫はどう思うだろう。

「……そなた、王のもとへ戻りたいのか？」

　新祢は、気になっていたことを少女に問うた。

　魔女はずっと、愛情というものに飢うえていた。それを信じられず、それでも求め、そして絶望し、闇やみの中にいたのだ。それは深い孤独だった。故郷と同族を失い、癒いやされず膿うんでいくばかりの怒りと悲しみを抱えて魔女は生きていた。

　けれどたぶん、彼女は変わったのだ。そこに立っているだけで感じられた刺すような毒気が抜けて、今も新祢達の前に無防備な姿を見せている。変わったのだ。それは、決定的な変化だった。

　葫は片方の眉まゆを上げて新祢を一いち瞥べつした。そして短く答える。

「別に？」

　ああ。と西の国の第二王子妃は嘆たん息そくした。

「あの王宮に残してきたあたしの部屋が恋しいだけよ。ああ。王妃って最高の身分よね。自分で何もしなくても、命じるだけで高価な設備から珍種の毒草まで簡単に手に入れられるんだもの」

　魔女はうっとりと言った。

「北の王陛下は完全に片想い、というか金かね蔓づるとしか思われていないみたいだね」

　王伊が言った。

「やはり、王宮に戻すわけにはいかんのう……」

　新祢も北の王に会ったのは今年の春迎祭イビターの時の一度きりだが、ひどく愛情が重い……というか偏かたよった……というか不器用、そう不器用な方なのだろうという印象を持った。そんな王の元へ、こんな状態の王妃を戻してしまうわけにもいかない。

「何を心配しているのか知らないけれど、あの馬鹿王の前でそんなことを正直に言うはずがないでしょう？　お会いしたかったわ陛下、くらいの噓うそつけるわよ」

「信じがたい」

　と新祢はきっぱりと言い切った。魔女は少し不愉快そうな顔をしたが、何も言い返さなかった。

　何百年も生きてきた魔女が、これまで何度か人間と結婚などという茶番を演じてきたのはただの戯たわむれだと新祢は思っていた。長い時間の中で、たった数年人間の妻として過ごすことは魔女にとって数ある暇ひまつぶしの一つでしかないに違いない。

　あるいはその中で、彼女がずっと知らず抱いていた寂せき寥りよう感かんを埋めるものを探していたのかもしれないが、男達の愛情が彼女に何かを与えることは決してなかったのだ。

「一度放り出した暇つぶしをやり直す理由がどこにある？」

　魔女は気まぐれだ。これまで彼女が北の国に帰りたいというそぶりを見せなかったことからも、葫が北の王の妻という地位に興味を失っていることは明らかなのだ。

　魔女は微ほほ笑えんだ。

「でもあたしがいなくなったらあの部屋のものはたぶん廃はい棄き処分よね？　その前に全部回収しなくちゃもったいないと思わない？」

　男に貢みつがせたものだけはちゃっかりともらっていくつもりらしい。王伊が不思議そうな顔をした。

「どこに運ぶつもり？」

　灰色の双眸がわざとらしく見開かれる。

「あの塔よ？　他にどこがあるっていうの？」

《赤い森》の塔だ。彼女はにっこりと笑った。

「ご結婚おめでとう西の王子殿下。いい加減あの塔でお前達が一緒に暮らすのも限界でしょう？　安心してちょうだい。魔法が復活した暁あかつきにはあの塔の周囲にはあたしが目くらましを作って誰だれも近寄らないようにしておくから。魔女の森に魔女が住んでいなくっちゃ格好がつかないでしょう？」

「あの森街道が通る予定だし、魔女が住むのはまずいんじゃないかと思うよ」

「ああ、その話は後回しじゃ。まったく。北の王陛下には、女運がない……」

　新祢は頭を抱えたくなった。王伊は優しく彼女の背に手を回した。

「大丈夫だよ。王陛下のもとへは早はや馬うまが行ってる。珀蓮が王宮に軟禁されてるっていうのなら、危険が及ぶこともないはずだ」

　わかっている。けれど焦しよう燥そうは拭ぬぐえない。新祢は自分が魔女としての才能がないことを呪のろいたくなった。今の彼女には薔ば薇らの花を咲かせるだけの魔力もないし、それがあったとしても、国をまたいで移動できるかどうかは怪あやしかった。

　本当は北の国には行かない予定だった彼らが、こうして馬車に乗ってかの国への道を急いでいるのは西の王が漏もらしたある情報にあった。王はそれを北の国王に知らせるために早馬を出したが、その情報を同じ北の国にいる鳥とり代しろに知らせることはできないと言った。

　情報の依頼者である北の王の意思に反するからだ。

『……だが私の今の独ひとり言ごとをお前達が勝手に東の王子に知らせるというなら私には止める術すべがないな』

　西の王はそう言った。だから彼らは今馬車の中にいる。

　葫は残しておいてもよかったのだが、彼女が退屈な西の国の王宮にいい加減癇かん癪しやくを起こしていて、置いていったら問題を起こしそうだったのでしぶしぶ連れてきたわけだ。

「ああ、煩わずらわしい。魔法さえ使えれば」

　図はからずも、魔女は新祢が考えたように嘆なげき、正面に座る新婚夫婦を睨みつけた。

「お前達、本当にあたしのこのふざけた魔術をどうにかするつもりがあるの？」

「鋭意調査中」

　と王伊はそっけなく答えたのだった。
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　整えられた寝台の敷布には乱れ一つない。月がその支配を弱め太陽がまたその栄光を取り戻すまでのわずかな時間は、言葉には言い表せない色彩でもって彼の青い双眸を焼いた。

　ルヴァインは眠ることができなかった。今も眠気がやってくる気配はない。頭の中は爛らん々らんと冴さえていて、この両手足が動きだそうとするのを止めることの方が困難だった。

　魔女はいた。

　そしてその中には、かつてここより南方にある一つの国を滅ぼした魔術が宿っている。

　時間の魔術。これまで多くの魔術師が挑戦し、そして敗れた領域だ。それが生きている。

　昨夜ゆうべルヴァインは、それを賢者の王子から告げられた。

『魔術は、なんらかの理由で失敗したんだ。だから国は滅んだ。その暴走を王都だけに留とどめるために魔女がその身を犠ぎ牲せいにし、そして葫ゆうがおはその魔術を体内で抑え込もうとした』

　身体からだが震ふるえる。

『魔術は葫の体内で生きて、そして魔女の身体の時間を狂くるわせた。子供の姿に戻したんだ。今のままでは魔女は魔法を使えないし、いつ魔術が勝ってその身体を食うとも限らない。お前には……その魔術を解といて欲しい』

　求め続けた魔術の情報を耳にして、ルヴァインは頭に血が上っていくのと同時に愕がく然ぜんとした。

　魔術を解く？

　そんなこと自分には無理だ。

　理論も構成もわからない未知の魔術。それを解約できるだけの閃ひらめきも精霊力も自分にあるとは思えない。本当に解約するのなら、もっと強力な魔術師を呼ばなければいけないだろう。そう。帝国の魔術師か、今の協会長のような。

　ルヴァインが提案すると、それはすぐに却きやつ下かされた。

『いいか、ルヴァイン。これがこっちの条件だ。魔術が解ければ、その魔術は――お前の好きにしていい。大陸に持ち帰り煮ようが焼こうがお前の自由だ。俺達は権利を主張しない。けど魔女は別だ』

　その時ルヴァインは公こう爵しやく夫人との契約というものを思い出した。

『魔女を、あの、《赤い森》の魔女をお前以外の魔術師の知るところにするわけにはいかねぇんだ。これは別にこちらのためだけじゃない。お前に関しては俺達が釘くぎをさしているからあの女も手を出さないが、他にもぞろぞろと魔術師が海を渡ってあの女の前に顔を出したら、保証はできねぇ。忘れるなよ。あの女にとって魔術師は、故郷と同胞を奪った敵かたきなんだ』

　葫という少女の姿をした魔女の眼の色。雨が降りだす前の空のような奥の深い灰色だ。

　彼女の双眸にあった拭いきれない悲しみは、そういうことだった。たった一人残った魔女。彼女からすべてを奪ったのは二百年前のルヴァインの高こう祖そ父ふ達だ。

『彼女は、なんなんだ』

　ルヴァインの口からついて出た疑問を、賢者の王子は少しの間吟ぎん味みした。

　二百年前にすべての魔女が魔術の犠牲となって死に絶たえたのなら、どうして彼女だけが生き残った。ルヴァインはその時高祖父からの手紙に葫という名の魔女の存在を示す言葉がなかったかどうか思い出そうとしたが、そこに何かを見いだす前に広ひろ兼かねは答えた。相手に心の内を読ませない無表情のままで。

『葫は当時の王女に二百年眠る魔法をかけた。その咎とがで国を追われたんだ』

　ルヴァインの頭の中で言葉が交こう錯さくした。彼は、リアディウムから送られてきた手紙の内容をすべて覚えていた。ひどく神経質なあの字も鮮せん明めいに思い出される。

　二百年。王女。暁あかつきの姫君。

　頭の中で何かが繋つながる感覚を、彼が味わうのは今日だけでも二度目だった。

　息を呑のむ。

『新しら祢ね姫が……？』

　広兼が顔をしかめた。今の情報でルヴァインがどこまでの結論にたどり着くか窺うかがっていたのだろう。そしてルヴァインは、広兼が望んでいない部分まで話を繋げてしまった。

　リアディウムの手紙を読んだ時、その中にある『暁の姫君』という存在をルヴァインは頭の中で想像することしかできなかった。その姫君に関する具体的な記述が手紙の中になかったからだ。

　暁に染まった姫君。赤い髪と双眸。あの南の国での夜、新祢が持つその色彩の答えを求めた時に、ぱっと頭に浮かんだのが高祖父の手紙にあったその単語であったことには深い意味はない。ただその呼び名に新祢が『懐かしい』と口にし、西の王子が激しい反応を示したことによって、自分が言い当てた事実をルヴァインは計りかねていた。

　違う。答えを彼に提示する材料は揃そろっていたのだ。

　けれど否定していた。そして考えることを放ほう棄きしていた。

　二百年前の人間が生きている？

　ありえない。ただの人間ならば。新祢からは魔力が感じられなかった。だがまさか。

『新祢姫は、魔女なのですか……？』

　ほとんど愕然としてルヴァインは問うた。魔女が二人もいるなんて。

『彼女はほとんど魔女とは呼べない。それだけの魔力がないんだ。彼女が二百年間老おいずに眠っていられたのは葫の魔力を取り込んでいたからだった』

　ルヴァインは賢者の王子が大した抵抗もなく情報を自分に開示していることに警けい戒かいした。しかし広兼は敏びん感かんにその警戒を感じ取って答えた。

『お前には魔術を解いてもらわなきゃなんねぇ。そのためには情報が必要だろ？』

　賢者の王子のその双眸は、無理だ、とルヴァインが喉のど元もとまで口にしかけた拒絶を呑み込ませた。

　ルヴァインはぞっとした。できないと口にした瞬間、賢者の王子にとっての自分の価値は失うせるだろう。その結果もたらされるのが死なのか永久追放なのかまではわからないが、いつの間にか自分が背後のない崖がけの先端に立っていたことに彼は驚いた。

　広兼のような交渉術を持った人間が協会の魔術師の中にいれば、帝国に対する協会の立場はぐんと向上するだろう。ルヴァインはただ絞しぼり出すような声で、『考えさせてください』と答えたのだった。

　夜よる中じゆう、無理だという絶望と、求めていた魔術を側にした高こう揚ようで頭の中はいっぱいだった。自分が魔術を解けなければ魔女は死ぬのだろうか。魔術師の悲願を体現している存在が失われる。それくらいなら、どんな手を使ってでも魔術ごと魔女を国に連れ帰るべきだとルヴァインは思った。

　むしろそれが一番現実的だ。

　葫の肌はだに浮かんだ模様。あれを見た時の興奮がまた目を冴えさせる。

　夜が明ける頃には、ルヴァインはどうやって魔女を国に連れ去るかだけを思案していた。それに可能ならば、『暁の姫君』も欲しい。

　その時部屋の扉とびらが控えめに叩たたかれて、ルヴァインは思わずびくりと身体を震わせた。彼はすっかり明るくなった窓の外を見ながら寝室の手前にある部屋の椅い子すに座っていた。

「ルヴァイン？　起きているの？　早さ苗なえです」

　彼は驚いた。

　慌あわてて扉を開けに行く。細やかな細さい工くのほどこされた上品なその扉を手前に引くと、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの女性がそこに立っていた。薄い橙だいだいの部屋着は、穏おだやかな彼女の雰ふん囲い気きと相まって周囲を柔やわらかく暖かな空気にする。彼女は両手に布の被かぶさった盆ぼんを持って微笑んでいた。

「朝の散歩をしていたら部屋の窓からちらっとあなたが見えたから」

　廊下はまだひっそりとしている。ルヴァインは怪け訝げんそうにして扉から身を乗り出し、廊下を見渡した。

　早苗は笑う。

「広兼様はお部屋よ。そんなに早起きな方ではないの」

　まだ夜が明けて間もない。賢者の王子が寝坊をしているというよりは、早苗の目覚めが早すぎるのだろう。

　ルヴァインはほんの少し迷惑そうな顔をした。

「あなたの夫君は私があなたに近づくことをよく思っていらっしゃらないようなのですよ」

「問題ないわ。私があなたに近づいているのだもの。入ってもいいかしら？」

　ルヴァインは彼女を追い返すことを早々に諦あきらめて扉を大きく開けた。

「どうぞ、賢者の姫君。賢者の王子殿下が私を殺そうとしたら、それを止めるだけの力があなたにありますように」

「私にあの方を止める力があるだなんて思うとしたらとんだ自惚うぬぼれね。広兼様はそんなに愚おろかな方ではないもの」

　早苗は欠片かけらの躊躇ためらいも見せずに部屋に入った。ルヴァインは扉を少し開けておくべきかどうか一瞬考えた。そしてもうどうにでもなれという気持ちと共に扉を閉める。

　振り返ると早苗は卓の上で茶器の準備をしていた。

「調理場をお借りしたの」

　使用人達はもう起きて活動しているのだろう。屋敷の大切なお客様が、こんな朝早くから現れて自みずからお茶の準備をすると言うから彼らは驚いたに違いない。

「私がやりましょう」

　ルヴァインは慌てて言った。早苗は小さく声をたてて笑う。

「どうしたの？　ルヴァイン。口調がおかしいわ」

　彼は顔をしかめた。

「言ったでしょう？　広兼殿下は私があなたに近づくことをよく思っていらっしゃらないんですよ」

「気にしないで座ってちょうだい。ミルクが用意できたなら本当はよかったんでしょうけれど」

　彼女と二人、平へ祈き男爵の屋敷の裏庭でした会話を彼は思い出した。

「……広兼殿下は正しい。君は僕をもっと恨うらんでしかるべきだ」

　口調を変える。

　ルヴァインは、早苗が魔女だと思っていた。彼女の側にあった魔力を、彼女のものだと勘かん違ちがいしたのだ。だから彼女を攫さらって、そしてなるべく騒動を少なく彼女を拘こう束そくするために佳か莉りという名の別の女性の記憶を植えつけた。

　驚くべきは、彼女の意思の強固さだ。魔術と、催さい眠みん効果のある香こう木ぼく。二重に覆おおい隠した彼女の本当の記憶は、けれど自分の心を壊すことさえ厭いとわずその存在を主張した。

「あら、どうして？」

　早苗は微笑んで、座るようルヴァインを促うながした。けれどルヴァインは座らず、まっすぐに早苗を見ると頭を下げた。

「申し訳ないことをした。僕は確かに君の心を壊すところだった。あの時はあれが最良だと思ったんだ。僕は多分に……浅はかなところがあるから。君の意思を無視していた」

　きちんとした謝罪をしていなかった。

　あの夜以降の初めての再会は拘束された寝台の上で、それも先に彼女が「ごめんなさい」と謝罪を口にしたからだ。後ろには賢者の王子が不愉快そうな様子を隠そうともせず立っていた。

「……」

　何も答えが帰ってこないので、ルヴァインはおそるおそる顔を上げた。するとすでに立ち上がっていた彼女が、にこにこと微笑んだまま自分を見ていた。

「うん。それならこれであの件は終わりにしましょう。さぁ座って。お茶は淹いれたてが一番美お味いしいのよ」

　ルヴァインは呆あきれた。

「広兼殿下がやきもきされるのは無理もないな。君みたいな妻がいれば」

　彼が一人掛けの椅子に腰掛けてから、早苗はその向かいの長椅子に座った。

「広兼殿下はまだご存知じゃないのよ。ご自分がどんなにひどい女を妻にしたか。でもそれは私も同じ。彼がどんなにひどい人か私は知らないわ。きっと一生わからないのよ」

　ルヴァインはしばらくその言葉の意味を考えた。

「それは惚のろ気け？」

「それ以外に聞こえたかしら？」

　彼女は笑った。

　早苗がお茶を手に取ったので、ルヴァインもそれに倣ならった。香こう草そう茶ちやにはあまり馴な染じみがない。そういえば、平祈男爵に扮ふんしていた時も彼女は菩提樹リンデンの香草茶を好んで淹れていたのだ。今手に取っているものは菩提樹ではない。けれどその香りを吸うと頭の中に風が通ったようになった。

「散歩をしながらあなたのことを考えていて……」

　早苗は唐突に口を開いた。顔を上げると、澄すんだ空のような双眸にぶつかる。

「つまり、あなたがどうするかを考えていて……、一つ、不安に思ったの。そうしたらあなたは起きているみたいだったから」

「かまわないよ」

　ルヴァインは肩をすくめた。

「殺されそうだったら逃げるから」

「その時あなたは一人よ。あの人を連れて行くのは許さない」

　彼女はきっぱりと言った。ルヴァインは目を丸くする。早苗は魔術師のその反応をまじまじと観察するように見て、小さくため息をついた。

「亥い縒より様と契約を交わしたはずよ」

「……」

　噓をつくべきかどうかを、ルヴァインは思案したが目の前の女性に噓をつくことに意味はないと結論づけた。

「魔術師は契約に関しては専門家だ。ほころびを作っておいて、そこを突くことはなんでもない」

「文面はあなたが書いたの？」

「公爵夫人は詰めが甘い」

「そうね……」

　早苗の聡そう明めいさは、ここで彼をひどいと責めないところだ。この場合、正当性はルヴァインにある。本来ならば、契約書を作ると口にした方はその文面の作成を相手に譲ゆずるべきではないのだ。

「それでもあの人を連れて行くのは許さないわ」

　早苗はもう一度言った。彼女にしては驚くほど厳しい声だった。

　ルヴァインは息を吐く。

「……正直なところ、僕には自信がないんだよ。話したように、僕は魔術師としての才能に欠けている。それに引き換え二百年前この国に派遣されてきたのは当時将来を約束された有能な魔術師ばかりだ。彼らが束になって作り上げた魔術を……しかも失敗した魔術を解くなんて」

「そんなに難しいことなの？」

「難しいどころじゃない。ほとんど無理だ。まぁ、実際その魔術陣を見てみないとなんとも言えないのは確かだけど……。二百年前と今では、魔術の構成自体が少々違っている。古い魔術は構成が丁寧すぎてね、正直僕は苦手なんだ。魔女を僕の国に連れ帰った方が望みはある。魔術を解かないと、魔女が損そこなわれるかもしれないんだろう？」

「あの人を連れ出すなんて論外よ。どうしてあの人が二百年間……故郷と仲間の魔女を失っても、あの土地を離れなかったと思っているの？　離れたくないのよ。もし無理やりあの人を攫ったら怒り狂うでしょうね。魔女の怒りを知っている？　小さな町くらいなら簡単に壊せるのよ」

「方法がないんだ」

「魔術陣を確認もしないで弱よわ音ねを吐くの？」

「早苗。僕は自分の実力をよくわかっているだけだ」

　少女の身体に浮かんだ精霊文字を見た時の興奮に比例して、今ルヴァインの胸の内を焼く苛いら立だちは強かった。

　魔女の研究はしたい。これまでどんな魔術師も成功し得なかった魔術を見たい。けれど自分が手を出してはどちらかが、最悪両方が失われる恐れがある。

「僕一人の手でどうにかできるのならその方がいいに決まってる。そのために僕は来たんだから。家名に相応ふさわしい名誉を得るために……。でもそのために、二つとないものを失うわけにはいかない」

「一人じゃないわ」

　早苗はすぐに言った。

　ルヴァインは眉み間けんに皺しわを寄せた。彼女の言葉の意味を考える。

「どういう意味？」

　彼は目の前の女性の意図を計りかねて問うた。

「もう一人、魔術を使える方がいらっしゃるわ」

　ルヴァインは咄とつ嗟さに赤セイ穏オンの村むら長おさを思い浮かべた。そしてまさかと否定する。あの老人は死んだはずだ。けれど彼には魔術の素養があった。赤穏織の意い匠しようの元となるものを最初に描いたのはあの老人だったからだ。だからルヴァインはあの老人に魔術を教えた者がいるか、あるいはなんらかの理由で彼が魔術書に類するものを手に入れたか……だと考えていた。

「どこに？」

　東大陸にまだ魔術師が残っていた？　あるいは自分の知らないうちに、西大陸から魔術師がやってきていたのか。

「王おう伊い殿下よ」

　ルヴァインは再び沈黙した。そしてしばらくしてから、ようやく絞り出すようにして言った。

「なんだって？」

「ルヴァイン。新祢の二百年前の恋人は……二百年後も彼女を一人にするつもりはなかったの。魔術を勉強して、そしてその自分の記憶を二百年後に受け継がれるようにしたわ。そして王伊様はその記憶を受け継いだ。二百年前に新祢の恋人が学んだ魔術の記憶と共に」

「ありえない」

　彼は自分が呻うめくような声を出していることを自覚した。

　ありえない？　本当に？　それは不可能なのか。

　人間の記憶……つまり脳に働きかける魔術はとても古い。今では危険なものとして、ほとんど使用されていないものばかりだ。少し前に《赤い森》の塔でルヴァインが広兼と取引をして解こうとした魔術も古い記憶の魔術だった。

　まさか。

　彼は混乱していた。

「可能性は出てきたでしょう？　お願いだから、あの人を連れて行こうなんて考えないで」

「待ってくれ。状況の理解が難しい。まずは……そうだな。話したい。王伊殿下と、それに新祢姫とも」

「二人ともに西の国にいるわ。珀はく蓮れんの問題が解決したら、西の国に寄ってから森へ帰ります。その時に」

「信じられない」

　ルヴァインはついに我慢できずに背もたれに体重を預けて天てん井じようを仰あおいだ。

「二百年前の記憶を？」

　それに二百年前の王女。

　西大陸ではとっくに過去の話となっていた物語が、突然この時代に蘇よみがえってきたようだった。

　早苗は微笑んだ。

「素敵でしょう？」

　彼女はまるで恋物語を聞かせたかのような調子で言った。

「これで全部かい？　君達が持っている情報は」

　ルヴァインは半なかば恐おそれるようにして聞いた。早苗は少しだけ申し訳なさそうな顔をした。

「ごめんなさい。まだ話していないことはあるわ。でも……あなたが魔術を解くためには影響のないことだと思うから」

「ああ。うん。わかった。ありがとう、正直に言ってくれて」

「ルヴァイン。広兼様はあなたを信用しているわ。公爵夫人があなたに何も話していなくても、いずれは伝えるつもりだった」

「そして魔術を解けと命令するつもりだった？」

「あら」

　と早苗はまた笑う。彼女が笑うと、あたりに花が咲いたようになるのが不思議だった。

「取引よ。あなたにも得られるものはあるはずだわ」

「それが絶望ではないことを祈るよ」

「約束をしてくれる？　あの人を連れて行かないって」

　彼は苦笑した。

「契約書を書くかい？」

「必要ないわ。広兼様と同じくらい、私もあなたを信用しているの。父娘おやことして私に接していたあなたの優しさは、本物だったもの」

　その時ルヴァインは、彼女が自分に抱く親しみの理由を理解した。

「演技だよ早苗。それにさっきも言ったように、それは君が怒るべきところだ」

「私、一度愛した人は最後まで愛し抜く主義なのよ。それが偽いつわりの記憶の中でもね」

「君はいずれ手ひどい裏切りを受けそうだな」

「誰かれかまわず愛しているわけではないから安心して。人を見る目はあるつもりなの」

　ルヴァインは顔をしかめた。

「君は夫ふ君くんに負けず劣おとらず人を追いつめるのが得意みたいだな」

　早苗は笑った。

　この笑顔がくせ者なのだ。

　もしこんな出会いではなく、彼女に恋人がいなかったなら、自分は彼女に夢中になって求婚していたかもしれない。ルヴァインは自分のその思いつきの無意味さにひどく疲れを覚えた。

　早苗は彼のそんな様子を察して言った。

「そろそろお暇いとまするわ。広兼様があなたを殺してしまう前に」

「そうしてもらえると助かる。ああ、申し訳ないけど朝食はいらないと伝えてもらえないか？　なんだか一気に眠くなってきた」

「わかったわ。好きなだけ眠ってね。その間に、私達は可か哀わい相そうな北の王女様を助ける手はずを整えておくから」

「その件に関して僕は手伝わなくていいのかな？」

「手伝って欲しい時はお願いするわ。取引じゃないわよ。友人として」

　ルヴァインはやっと笑った。

「君には負ける」

「あなたが優しいからだわ」

　早苗はてきぱきと茶器を片付けると盆を持って扉へ向かった。ルヴァインも後ろからついて行って、両手が塞ふさがっている彼女の代わりに扉を開けてあげる。

　彼女は最後に彼を振り向いてもう一度微笑んだ。

「次はまたあなたの国の話を聞かせてね」

「そういえば、今も君は人にん参じんが嫌いなの？」

　人参嫌いの話をした時、早苗は自分を佳莉という名の娘だと思い込んでいた。あれはその時に作られた人格と記憶だったのだろうか。

　早苗は少し目を丸くすると、一瞬目を逸そらしてから今度はどこか困ったように笑った。

「内緒よ。私は皆に料理を作る役目だし、好き嫌いは健康によくないもの」

　ルヴァインは思わず小さく噴き出した。

「君はきっといい母親になれる」

「ありがとう。とても嬉うれしいわ。おやすみ、ルヴァイン」

「おやすみ」

　言いながら魔術師は彼女の額ひたいに唇くちびるを落とそうとして、はっとして思いとどまった。これはこの大陸の習慣にはないことだった。彼女の髪と眼の色を見ていると錯さつ覚かくしそうになる。

　魔術師は礼儀正しく手だけを振ると、扉を閉めてもう一度天井を仰いだのだった。
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　茶器を片付けて部屋に戻ると広ひろ兼かねはまだ寝台でまどろんでいた。早さ苗なえは微笑み、寝室を後にしようとしたが、「早苗」と声をかけられて振り向いた。

　広兼はこちらに顔を向けて眠っているように見える。寝言だろうか。彼女は思い直して寝台に近づいた。夫の少し短めの髪に手を伸ばす。すると突然伸びた手にぐいと腕を引かれて、彼女はそのまま寝台の上に倒れ込んだ。

「どこに行っていた？」

　声はかすれていた。寝起きだからだ。耳元で聞こえるその声があまりに心地よくて、早苗は顔を赤くした。

「ルヴァインのところに……」

　噓をつくつもりは最初からなかった。すると唸うなるような声が耳に響く。

「やっぱりあいつは殺すか」

「まぁ」

　早苗は笑った。

「どうして？」

「間ま男おとこは死刑と決まってる」

「私が広兼様を裏切っているとおっしゃるの？」

「……」

　広兼は腕を緩ゆるめ、彼女から少し顔を離した。そしてまじまじと妻の顔を見る。彼はすぐに非を認めた。

「悪かった。そういうつもりじゃなかったんだ」

「ルヴァインと約束をしてきたの。お義か母あ様を連れて行かないって」

　広兼は舌打ちをしそうに顔を歪ゆがめた。

「契約書を書き直させるか」

「その必要はないわ、広兼様。彼は約束を守る。でも魔術を解くことに不安を覚えているみたいだったから……王おう伊い様のお話をしてしまったの」

　早苗は珍しく、窺うように上うわ目め遣いで広兼を見た。

「ごめんなさい。先に広兼様に確認をするべきでした」

　彼は笑った。

「別に問題はない。その話もするつもりだったが、あの魔術師の許容量を超えそうだったからしなかっただけだ」

「今から寝るそうですよ。疲れたみたいだったわ」

「疲れるのはこっちだ」

　広兼は嘆息した。

　早苗は気遣わしげに少しだけ眉を寄せた。

「鳥とり代しろ様は……」

「今日にもどうにかして王宮に忍び込もうとするだろうな。ったく。鎖くさりでもつけて繋いでおいてやろうか。隣国の王子が不法侵入で捕ほ縛ばくされるなんて聞いたことねぇぞ」

　昨夜話を終えて魔術師が部屋に戻った後、鳥代は今日自分達がどこに行っていたかを説明して、突然珀はく蓮れんのところに行くと言いだした。

『もっと早く気付くべきだった。あの奥宮に一人でいてあいつが思い出すことなんて悪いことばかりだ。側にいてやらなくちゃならない。どんな手を使ってでも』

　今にも王宮に向かいそうだった彼を、せめて明日まで待てと広兼が説得したのだ。何か手を考えるからと。

　昨日広兼と一緒に王宮へ赴おもむいたが、その時確認できただけでも王宮の警備がひどく厳重になっていることは見てとれた。あれはそう簡単に忍び込めるものではないだろう。

　あの警備が、鳥代一人の侵入を防ぐために配置されたのなら、鳥代が何か北の王の怒りを買うことをやってしまったのではないかとさえ思える。王は何に怯おびえているのだろう。

　早苗は両手を寝台について身体を起こした。広兼も彼女を追うようにして上半身を起こす。彼女は寝台の端に腰掛け、広兼はさりげなく妻の腰に手を回した。

「鳥代様のお言葉には……私も賛成です。珀蓮を一人にするべきじゃないわ。あの子は今までずっと自分を一人だと思ってきたのだもの」

「そうだな……。仕方ない。とりあえずあの魔術師に、王宮に忍び込むのに有効な魔術がないか聞いてみよう。また取引か。今度はどんな取引材料を準備すればいいんだ？」

　広兼が小さく息を吐くと、早苗はぱっと笑顔になって夫を見た。

「それなら広兼様、ルヴァインは友人として協力してくれますよ」

「友人として？　そういえばさっきもあなたは約束とか言ったな」

　広兼は疑わしげに彼女の青い双眸を覗のぞき込んでいる。状況にかかわらず彼の温ぬくもりや呼吸を意識したとたんに顔が赤くなるのは、早苗にはもうどうしようもないことだった。

「……ええと、ですね。魔術師は、契約の専門家だと彼が言っていたから、攻め方を変えたんですよ。ルヴァインは……優しいから」

　この時夫の目が不愉快そうにぐっと細められたので、早苗は無理に微笑んだ。

「きっと友人として約束をした方が守ってくれると思ったんです」

「俺はあなたを傷つけようとした人間を友人として扱うつもりはない」

　広兼はきっぱりと言った。

「あら。広兼様も、譲じよう歩ほしていただかなくては。どちらも主張しているだけでは有効な条件は引き出せませんでしょう？　それにこれは、ただでさえ彼にとって不利な条件なんですよ。あの魔術を解くのはとても難しい……。私達はルヴァインに無理を強しいている。不公平な取引は禍か根こんを残すわ」

　広兼は早苗から目を逸らさない。まるで彼女の青い瞳の中に答えを見いだそうとしているようだった。せっかく意識を散らして血流を落ち着かせたのに、また頰が熱くなってくる。早苗は思わず彼から少し離れようとしたが、がっちりと腰を摑つかまれていて上半身を後ろに倒すことしかできなかった。

　彼は早苗のそんな行動も気に入らなかったらしい。遊ばせていたもう片方の手を伸ばすと、早苗の背にあててぐいと彼女を引き戻した。

「広兼様！」

　早苗は思わず非難めいた声を上げる。

「上半身をそんなにそらすと背中を痛めるよ」

　彼女は息をついた。

「広兼様は私の肌は赤いと思っていらっしゃるのではないかしら。本当はこの手の甲こうと同じ色をしているんですよ」

「知ってる。あなたの肌は極ごく上じようの絹よりも滑らかで綺き麗れいだ」

「うう。お願いだからやめてください広兼様」

「あなたが言うことはほとんど正しいと思うけど自分に対する評価だけは低すぎる」

　彼女はその言葉の意図を正確に読み取ってぱっと顔を上げた。顔がほころんでいる。

「ルヴァインを友人と思ってくださるんですね」

　賢者の王子はあからさまに顔をしかめていた。

「不本意だが、そうする方が効果的ならやぶさかではない。それよりも、今の言葉の後半部分はきちんとあなたの耳に届いている？」

「広兼様がそうおっしゃるなら考えを改めます」

　早苗が微笑んで答えると、広兼は素早く彼女に接キ吻スをした。

「ああ。この部屋から出たくないな。一生ここであなたとこうしていられるならどんなにいいか」

　彼は吐息がかかるほど近くで嘆息した。

「残念だけれどそれはきっと不可能ですね、広兼様。外の世界で起きている某なにがしかを看かん過かできるあなたではないのだもの」

　王伊は新しら祢ねのために剣を捨てられるだろうが、広兼は違う。知りたいと思うことを彼は止められないだろう。夫の頭の中が自分だけになることはないのだと早苗はわかっていた。そしてそのことを欠片も不満に思わない自分に満足する。

　早苗は自分の腰に回された広兼の手をそっと取った。そしてその大きな手のひらを自分の頰にあてる。彼の双眸は不安げにこちらを見ていた。それを宥なだめるように笑う。

「私はこうしているだけで、十分に幸せです。広兼様が私に与えてくださるものを、見せられたらいいのに」

　広兼の双眸に熱い炎ほのおのようなものが灯ともったその時だった。扉の向こうで使用人の声がする。

「失礼いたします。朝食のご用意ができました。こちらにお運びしますか？」

　早苗は必死で笑顔を保っていた。肉食獣に睨まれた鹿のように身体が緊張している。たぶん自分はまずい言動をしてしまったのだろう。

　頰にあてた夫の手が熱い。吐息さえ刺激になってしまうのではと息をひそめていたら、彼は目を瞑つぶり、大きく息を吸って吐いた。

「……いや、食堂でいただこう。鳥代にもそうするよう言ってくれ」

　広兼は少し籠こもった声で答える。

　早苗はほっとして頰にあてていた彼の手を離した。引き寄せられる前にと立ち上がる。すると扉の向こうの使用人は、少しの逡しゆん巡じゆんの後答えた。

「それが……鳥代様のお部屋には先に伺うかがったのですが、お返事がございませんで……」

　使用人は困惑しているようだった。鳥代は寝起きがいい。扉越しとはいえ声をかけて彼が目覚めなかったことなど、早苗が知っている限り一度もなかった。この使用人もここ数日なかった東の王子の沈黙に戸惑いを覚えているのかもしれない。

　早苗は素早く広兼と視線を交わした。彼の眼から熱情はすっかり消え去っている。その代わり浮かび上がったのは焦燥と苛立ちだった。

「あの馬鹿が！」

　賢者の王子は飛び出すようにして寝台から降りた。早苗はさりげなく髪の乱れを直してからそっと扉を開けて、困った様子の使用人を安心させるように微笑みかけた。

「ごめんなさい。公爵夫人に朝食はご遠えん慮りよ申し上げますと伝えていただけるかしら？　急用ができてしまったの。もう作ってしまった分は、ルヴァインが起きたら食べさせてあげてもらえると嬉しいわ。彼はまだしばらく眠っているだろうから」

　ぬかりのない完かん璧ぺきな指示をもらって、使用人はほっとしたように頷いた。

「かしこまりました」

「ありがとう。お願いね」

　そう言って扉を閉めると、彼女はそっと息を吐いてから振り向いた。広兼はもう服を脱ぎ始めている。

「王宮へ行きますか？」

「いや。町へ行く」

　早苗は持ってきていた衣装箱に歩み寄ると、その中から目当ての服を選び出した。あまり豪ごう奢しやすぎない濃のう紺こんの生き地じ。お忍び用の服だ。

　賢者の王子は早苗が選び取った服を見て満足げに頷うなずいた。

「鳥代がせっかく作った人脈だ。利用させてもらおう」
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　一晩考えているうちに、恋人のもとへ早く行かなければという東の王子の焦燥は、だんだんと怒りにとって変わっていった。

　どうして自分がこそこそと彼女のもとへ忍び込まなくてはならないのか。

　自分は珀はく蓮れんの婚約者だし、珀蓮も自分をそう認めている。理り不ふ尽じんなのは北の王の方だ。その目を逃れこそ泥どろのようにして彼女に会いに行く必要がどこにある？

　正面から王宮の門をくぐろうと彼が決意するのにはそう時間はかからなかった。

　そもそもこんな仕打ちを受ける理由を王から直接聞かないことには納得できない。もしあの馬鹿王が娘を手放したくないというだけならば、子離れできない親の成長を待つ理由がどこにあるだろう。あの男はこれまで散々珀蓮を傷つけてきたというのに。

　早朝から訪ねて無理やり通させた応接間で、見覚えのある文官がなんとか自分を説得しようと汗を滲にじませているが、怒りによってそれを哀あわれに思う余地もないまま鳥とり代しろはただこう答えた。

「気にするな。王のお身体が空あくまでいつまでもここで待たせてもらう。この部屋から出てうろつくつもりはないから、その『国の機密事業』に支し障しようはないだろう」

　文官は、深くため息をついてまた部屋を出て行った。

　鳥代は本当に、一日中でもここで待つつもりだった。夜になって我慢ができなくなったら食事と睡眠を取りに一度出て、翌日の朝また門をくぐればいい。根気はある方だと自じ負ふしていた。何せ長年あの北の王女を相手にしてきたのだから。

　しかし彼の籠ろう城じよう作戦は意外なほどあっけなく、そしてすぐに終了した。

　了解もなく開けられた扉の向こうには数日前に見たきりのこの国の王が立っていて、けれど鳥代はその憔悴しきった様子に怪訝そうな顔を隠そうとはしなかった。

　青ざめて立ち上がったのは礼儀を重んじたからではない。珀蓮に何かが起きたと思ったからだ。

「何が……」

「いい。座れ」

　王は短く、けれど威い厳げんの滲む低い声で言った。

　鳥代は眉び宇うを寄せて逡巡したが、感情を抑えて言われた通りもとの椅子に腰を下ろした。

　王は供を誰も連れていなかった。たった一人で部屋に入ると、立ち止まることなくすたすたと室内を横切り鳥代の正面の椅子に腰掛けた。

「何か起きたのですか」

　鳥代は素早く聞いた。

　王は肘ひじ掛かけに右肘をつき、その手を額にあてている。苦悩が滲み出ていた。尋じん常じような状況ではないだろう。鳥代が知っている限り、この男は子供のように自分の欲求をすぐ実行に移す人間だ。北の国の国王がこのように何かに悩まされることがあるとは思わなかった。

「……面倒だから本当に国に帰ってくれないか」

　呻くような王の言葉に、鳥代は不愉快さを露あらわにした。

「珀蓮に何か起きたのかと私は聞いてるんですよ」馬鹿王。と口の中で続ける。

「何も起きていない。お前が心配するようなことは何もな」

「私が思ってもいないようなことが起きていると？」

　王はすっ、と鳥代を睨みつけた。まるで何人も殺さつ戮りくしてきた後のように目の奥が暗い。目の前の男が一国の王ではなくただの殺人者のように見えて鳥代はぞっとした。

　おかしい。やはりこれは、異常事態なのだ。

　鳥代は確信した。

「王宮のこの警備のものものしさは、私に対するためだけのものですか？」

　王の眼は揺らがない。ただ指の間からこちらをじっと見ている。

「王妃はここにはいない。あなたは何から珀蓮を護まもっているつもりですか？　あなたの狂気からだというのなら私が遠慮なくあなたのもとから連れ去りましょう。あれはもうあなたの籠かごの中で大人しくしている鳥じゃない」

「お前にはわかるまい」

　王は獣けもののように唸った。その双眸が光を帯おびる。爛々と輝き、立ち上る炎が見えるようだ。殺人者はその炎に焼かれるようにして獅し子しへと姿を変えた。

「愛する者を失う恐怖を。籠を開け放しておくことなど耐えられるものか。この手の内で息づくそれを常に感じていられなければ……安あん寧ねいなど得られない」

「手の中に囲っていればそれはいつか息絶える」

「自分以外の人間に殺されるくらいならば私の手の中で息絶えればいい！」

　鳥代は愕然とし、次いで震えるような怒りを感じた。他でもないこの男が、珀蓮の死を望むような言葉を口にするなんて。

　けれど東の王子はその怒りに思考を奪われることはなかった。彼の冷静な部分が見落とすなと叫ぶ。王が今口にした違和感。鳥代は思わず腰を浮かせた。

「自分以外の人間……？　あなたは何を言っているんだ。珀蓮が、誰かに命を狙ねらわれているとでも？」

　まさか。

　考えてもいなかった可能性だった。

　鳥代の動揺を見て、王は幾いく分ぶん平静さを取り戻したようだった。息を吐き出す。

「……そなたがここにいてもなんの意味もない。私は他国の王子を危険にさらすつもりはない。これは我が国の問題だ」

「珀蓮は俺の婚約者だ」

「私は認めていない」

「いい加減にしろよ！」

　東の王子の叫び声に被さるように、ドン！　という鈍にぶい音がした。王が、天鵞絨ビロードの布に覆われた肘掛けに拳こぶしを打ちつけたのだ。その左手はぎりぎりと血管が浮き出るほどに握り締められている。

「二年前、どうして私が珀蓮を王宮から出さなくなったのかわからないのか」

　鳥代は困惑した。

「それはあんたが魔女に珀蓮を殺されることを懸け念ねんしたからだろう」

　今年の春迎祭イビターの時、王はそう告白して娘の誤解を解いたのだ。けれど王は吐き捨てるように言った。

「時期をよく考えろ。私があれを宮に閉じ込めたのは新しい王妃を迎える前だ」

　鳥代は素早く思考を回転させる。

『珀蓮はもうそなたに会いたくないと言っておる』

　冷たく自分を睥へい睨げいしそう言った目の前の男。そしてこの男が新しい王妃を迎えたと聞いたのは？　鳥代はこれまでその矛盾に気付かなかった自分を罵倒した。

「何が起こっている？」

「お前がそれを知ってどうなる」

　気がつくと鳥代は卓の上に身を乗り出して王の胸倉を摑んでいた。誰も彼にお茶を用意しようとしなかったのは幸いだった。もし卓の上にそれがあれば彼は茶器を壊していたかもしれない。

「いい加減にしろよこの馬鹿王」

　彼はもう一度言った。

「珀蓮に関することで、俺が関係ないことなど一つもない。あんな……春迎祭イビターで交わしたたったあれだけの言葉で、珀蓮にあんたが植えつけた孤独が癒されると思うなよ」

　王が唸る。獅子は顔を歪め、憎ぞう悪おをその目に浮かべた。

「手を離せ小こ僧ぞう」

　鳥代はすぐに手を緩めた。そして今度は一転して懇こん願がんするように言う。

「喧けん嘩かしている場合じゃないんだ。頼むよ。教えてくれすべて。珀蓮は必ず護る」

　彼は卓の上から降りて、もとのように椅子に座り直した。自分を落ち着けるように脚を組み、その上に手を乗せる。それを見ていて、王の目に浮かんだ炎は次第に小さくなっていった。

　王は目を瞑った。

　痛いほどの沈黙がじんわりと部屋の中に満ちていく。鳥代は、自分が叫さけびださないように奥歯を嚙かみ締めて膝を痛いほど握っていなくてはならなかった。

　やがて王は口を開いた。

「『占い師』だ」







　４　求めているもの







　案内の女官について奥宮を出た時、珀はく蓮れんはついに王が自分を解放する気になったのかと希望に頰ほおを紅こう潮ちようさせた。だからこそ部屋にたどり着いてそこまで案内してきた女官が、「本日から姫君におかれましてはこちらで過ごされるようにとの王のお言葉です」と一礼して去っていった時には、ため息を禁じ得なかった。

　珀蓮は室内を見渡す。これまで過ごしていた奥宮に比べればひどく狭せまい。けれどそのことに対して不満は覚えなかった。《赤い森》の塔で彼女に割り振られていた部屋と同じくらいの広さだったからだ。

　それは部屋の隅に椅い子すと卓が置いてあるごく普通の部屋で、左手の扉とびらは少しだけ開いていた。寝室のようだ。壁に見覚えのある絵が掛けてあったので、珀蓮は不ふ愉ゆ快かいそうに眉び宇うを寄せた。

　奥宮で彼女が気に入っていたものだ。意識して見れば、部屋の隅には自分の衣装箱が置いてあることに気付く。おそらく珀蓮が朝食をすませている間に、この『引っ越し』は行われたのだろう。寝室を見に行く気はしなかった。部屋を横切り、壁際にある細かい刺し繡しゆうのされた布張りの椅子に座る。

　ここは王宮内の客間の一室だ。

　外には見張りが立っているに決まっている。

　何かがおかしいと珀蓮は気付き始めていた。

　なぜ自分を移動させる必要があるのだろう。それもこんな隠れるようにして。奥宮から出てここに来るまでだって誰だれにも会わなかった。

　王が珀蓮を隠そうとしていると感じたのは今回だけではない。この国に踏み入れた時からそうだった。彼女は国境の関所で公こう爵しやく夫人に身分を偽いつわるよう言われ、馬車さえ乗り換えこの生まれ育った王宮に戻ってきたのだ。

　珀蓮はずっと理由を考えていた。

　今になって王が自分を閉じ込める理由。本当に新しら祢ねのことが原因なのだろうか。でもそれなら鳥とり代しろを遠ざける意味がわからない。昨日は怒りで冷静に考えられなかったが、あれだけが理由なのだとは到底思えなかった。

　王は珀蓮を隠している。

　何から？

　わからなかった。かつて王が彼女を奥宮に閉じ込めていたのは外部の危険と、そして新しく来た王妃から彼女自身を護まもるためだった。今回も、王は何者かから彼女を護ろうとしているのだろうか。

　けれど王妃はここにはいないし、彼女はもう貴族に悪戯いたずらをされて怯おびえているだけの子供ではない。

　珀蓮は静かに息を吐いた。

　情報が足りなさすぎる。この王宮の中では、まるで周囲に薄い膜まくが張られているかのように彼女は外界から隔かく絶ぜつされている。けれどもう昔のように、ただ父王を信じて言われるままにしていることはできなかった。彼女は帰らなくてはならないのだ。友人達と恋人のもとに。

　自分の運動能力でこの王宮から無事逃れられるとは考えていなかった。珀蓮が期待していたのは、嵐らん座ざ公爵の帰き還かんだ。

　数度言葉を交わしたことがあるだけの厳格な風ふう貌ぼうの叔お父じは、兄である王よりもずっと冷静な見方のできる人だと珀蓮は思っていた。交渉の余地はあるはず。王を説得してくれるかもしれない。もしそれが無理だったら、公爵の力を借りて国を抜け出す。父王が満足するまで籠かごの鳥でいるつもりはない。

　王がもし何者かから自分を護ろうとしているとしてもそれはきっと的外れだ。王宮を出てからこれまで、自分が遭そう遇ぐうしたいくつかの危険を父王はなんらかの方法で耳にしたのだろうか。そういったものからも娘を護ろうとしているのならあまりに業ごう腹はらだ。

　新しい世界を得るために父の理解を諦あきらめなくてはならないのなら、珀蓮はそれを仕方がないと思った。自由と幸福には相応の対価が必要なのかもしれない。

　その時部屋の扉が控えめに叩たたかれた。

　珀蓮は顔さえ上げずに答えた。

「入っていいわ」

　どうせ女官に決まっている。食事はしたばかりだから、奥宮から彼女の私物をまた何か持ってきたのだろう。かちゃりと扉が開く音がする。

「私は特に用事はないわ。部屋のことなら好きにしてちょうだい」

　珀蓮は絨じゆう毯たんの模様から目を離さないまま答えた。最初の問題はどうやって嵐座に会うかだ。王は許すだろうか。可能性は低い。奥宮に完全に閉じ込められていた過去の二年間でさえ、珀蓮が嵐座に会ったのは一度だけだった。新しい王妃……葫ゆうがおが迎えられた時だ。

　珀蓮は今の思考にひっかかりを覚えた。秀麗な眉み間けんにそっと皺しわを寄せる。なんだろう。何かがおかしかった。しかしそれを追究する前に、突然横から何者かに抱きすくめられて彼女の思考は霧む散さんした。

　全身に鳥とり肌はだが立つ。咄とつ嗟さに思い浮かべたのはこの王宮に戻ってきた次の日に現れたあの馬ば鹿か子し爵しやくだった。

　悲鳴を呑み込み、覆おおい被かぶさる大きな身体からだから彼女は逃れようとした。この男の場合罵ば倒とうは逆効果だ。そう思ったから唇くちびるを嚙かむ。正面にいるのなら、自由になる足で蹴けってやるのに！

　柔やわらかいものが首筋に触れた。彼女はもう我慢ならなかった。両手足で攻撃できないのなら相手の鼓こ膜まくを破るしかない。珀蓮はすっと息を吸った。しかし次の瞬間彼女は耳元で囁ささやかれた声に驚き、その息を止めた。

「珀蓮」

　耳に柔らかい甘あまい声。

「……会いたかった」

　何かを我慢するようなくぐもったその声が血流に入り込んで全身を駆かけ巡めぐり、珀蓮は抵抗をやめた。自分の声が震ふるえるのがわかる。

「鳥代？」

　彼は両手で珀蓮の肩を摑つかむと、名な残ごり惜おしそうに身体を離した。そして相手を安心させるような微ほほ笑えみを浮かべる。

「目覚めの接キ吻スがいるかい？　白しら雪ゆき姫ひめ」

　この双そう眸ぼうが、声が、自分に与える作用について珀蓮は頭の隅で考えた。

　外界から閉ざされた彼女の世界は、彼がそこにいるだけで開け放たれる。その言葉はどこにも疑う余地はなく、彼の前ではどんな屈くつ託たくも無意味な欠片かけらになり果てる。一人で立っていたはずの道に光が差し、前を見み据すえて立つ強さが生まれる。

　思い出すのはずっと昔。彼が自分のことを女性として愛しているのだと告白した時だ。

　彼女はそんなことで悩んでいた目の前の男をこの上なく愚おろかしいと思い、そして同時にひどく愛いとしく思った。今さら何を言っているのだろう。自分はとっくの昔に、彼にこの想いを捧ささげていたというのに。

　だから笑ったのだ。

「馬鹿じゃないの？」

　そう言いながら。

　降りてきた恋人の口づけに、珀蓮はゆっくりと瞼まぶたの帳とばりを下ろした。唇にそっと触れるようなその感触が胸を締めつけ、他の何を諦めても、自分という女はこれだけは手放すことはできないのだと改めて知った。
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　昨日、鳥とり代しろは王宮に忍び込むための伝つ手てを一つ持っていると話した。

　広ひろ兼かねと早さ苗なえが戻るのが遅かったので、ルヴァインと二人でそこに出かけていたらしい。香か林りんという名の女性がいるはずのその食堂へ向かうと話すと、早苗は首を傾かしげた。

「鳥代様はそちらへ行かれたのですか？」

「いや、あいつは直接王宮へ向かっただろうな」

「まぁ、王宮へ？」

　早苗は目を丸くした。

　あの後念のため鳥代に与えられた部屋を確認するとやはり寝台はもぬけの殻からだったし、厩うまやから馬が一頭いなくなっていた。

　公爵家から借りた馬車の中で、広兼は座って脚を組み、自分の正面で背筋を伸ばして座る妻を見た。

「でも忍び込むのは難しいですし、正面から行っても珀はく蓮れんには会わせてもらえないのでは……？」

「あなたはまだ鳥代を理解していない」

　広兼はにやりと笑った。

「頭に血が上るとあいつは正攻法しか取れないんだよ。こうすると決めたら搦からめ手なんか思いつかない。自分の恋人に会いに行くんだ。どうして忍び込む必要がある？」

「まぁ……」

　珀蓮が葫ゆうがおに捕らわれた時もそうだった。

　あの春迎祭イビターの後、鳥代の妹である智ち莢さやが教えてくれたのだ。鳥代は王宮で北の王妃を出迎えた際、暴言を吐いて王妃の怒りを買ったらしい。

『あの時のお兄様の顔ったら！　信じられなかったわ。他国の王妃様に喧けん嘩かを売る王子なんて聞いたことなかったもの！　言っている内容も意味がわからなかったし。……ねぇ、広兼様。本当にお兄様と北の王妃殿下にはその……男女の関係みたいなものはないのかしら？』

　声を落として気遣わしげに、けれどわずかな好奇心の光をその目に宿して投げかけられた東の国の第二王女の問いを、広兼は内心ぞっとしながら『ありえない』と断言し、そして同時に納得した。そんな挑発をしたのなら、鳥代が葫の魔法によって塔に飛ばされることになったのも当然だったのだ。

「ようするに馬鹿ってことだけど。王おう伊いもそんなに深く考えて行動する方じゃないしな。おかげで俺ばかり苦労する」

　広兼はわざとらしくため息をついた。早苗に曇くもった顔をさせたくなかったからだ。わかりきったことではあるが、彼女は笑った顔が一番魅力的なのだから。

　すると早苗は首を傾げて微笑んだ。

　この察しのよさ。それなのに自分の言動が広兼に与える影響について無む頓とん着ちやくなのはなぜだろうと呻うめきたくなる。彼女のそういう方面に対する純粋さは間違いなく彼女の魅力の一つだが、日々忍耐力が試されているような気分になった。

「香林という女性のところへ行くのは情報を得るためですか？」

　広兼は笑う。

　王宮の厳重な警備の影響は多方面に及んでいるようだった。出入りする物資まで制限を受けているというのなら、尋じん常じようなことではない。

「あなたは、王宮の警備の原因が鳥代にあると思う？」

「いいえ。北の王陛下は私達が知らない情報をお持ちだと思います。それも珀蓮に関わる何か……」

　正面から動こうとする鳥代を止めることは難しい。あの馬鹿の行動によって東の国が受ける不名誉は逃れられないかもしれないが、あの馬鹿の行動の正当性を証明する手札がこちらにあれば話は別になる。

「そうだな。それに王があんなにも頑かたくなになっている理由を公爵夫人ならきっと知ってる。でもこちらになんの材料もなしに情報を引き出そうとしても出てくるわけがない。今はなんでもいいから手札が必要なんだよ」

　きっかけさえ摑めれば、答えは導き出せるだろう。取引はすべてそこからになる。広兼は膝ひざの上で両手を組み、背もたれに体重を預けて目を瞑つぶった。眠るためではない。早苗は正確に意図を理解した。

「警備を厳重にするのは内側にあるものを隠すため、あるいは外に逃がさないためです。対象は当然珀蓮でしょうね。でもなぜそうする必要があるのかしら？」

「護るためだ」

　目を瞑ったまま答える。他者の思考を組み込みながら頭の中を展開していく方法は相手の能力によって善よし悪あしが決まる。そして自分の妻である女性は申し分なかった。一いつ拍ぱくの間もおかず彼女は続ける。

「そうですね。何者から？　彼女を害する者からだわ。それはかつてと変わらない。でも今は状況が違う。珀蓮を恨うらんでいる人間がいるのでしょうか？」

「そう考えるのが妥だ当とうだな」

「鳥代様を遠ざけた理由もそれで説明はつきます」

「婚約者の居場所は珀蓮の居場所に繋つながる。王は珀蓮を隠している」

「その脅きよう威いは今になって浮上してきたものだわ。そうでなければ、珀蓮が王宮を出て暮らすことを王陛下は許さなかったはずだもの」

「いや、そうとも限らない。国を出た方が安全だったなら」

「でも珀蓮は戻ってきてしまった。もしそうならすぐ追い出すのでは？　関所でそうできたはずです」

　広兼は目を開けた。

「どうだろう。あの国王にそんな冷静な判断ができたかな。護りたいものを自分の手元で護ることができるのなら、精神衛生上その方が好ましいことは考えるまでもない」

　珀蓮を恨んでいる人間。

　本当にそんな者が？

　北の王女はずっと誰とも関わらずに生きてきた。魔法の鏡を通してその美び貌ぼうを逆さか恨うらみした魔女を除いて、珀蓮が恨みを買うような相手が存在しうるだろうか。

　可能性があるとしたら鳥代だろう。

「鳥代に好意を抱く存在が珀蓮を狙ねらっている？」

「まぁ」

　早苗には思いつかなかった思考経路らしい。彼女はおそるおそる問うた。

「鳥代様にはそんな女性がいらっしゃるのですか？」

「女性に対する愛あい想そだけはいいからな……。でもそれなら、珀蓮に対して恨みを抱くとしたら今年の春迎祭イビター以降になるか」

「珀蓮と鳥代様は昔から恋人同士でいらしたのでは？」

「珀蓮は言うまでもなく、その事実を鳥代が吹ふい聴ちようしていたとは考えにくい」

　実際王伊も広兼も今年になるまでそのことを鳥代からは聞いていなかったのだ。

「それに昔から珀蓮に恨みを抱いていた人間だとしたら俺達と《赤い森》で暮らしていた間に手を出してこなかった理由がわからないな」

「《赤い森》は不ふ可か侵しんの森です」

「ああ……違う。そうか。確か珀蓮は、東の国の王宮で花嫁修業をしていることになっていた」

「東の王宮で不審人物が侵入するような騒ぎがありましたか？」

「いや、ない。探ったのかな。それで実際には珀蓮がいないことがわかって、諦めた、とか」

「可能性はありますね」

「今ここには可能性しかない」

　広兼はため息をついた。議論の限界は明らかだった。とりあえず、ここ数年鳥代に強い好意を寄せていた女性を調べるか？　勘かん違ちがいだとしたらとんだ不名誉だとあの馬鹿王子は怒るかもしれない。

「でも今のところ王陛下は王女が戻ったことを隠している。それならとりあえず珀蓮は無事ですね」

　早苗はほっとしたように胸をなで下ろした。

　早苗の言う通り、王が珀蓮のことを隠している間は珀蓮の身は安全だと言える。珀蓮を狙う者がその居場所を知らないということだからだ。

　そのうちに、馬車が停まった。

　広兼は早苗の手を取って馬車を降り、御ぎよ者しやに近くで待機するよう指示した。公爵家の馬車は明らかに上流階級のもので、そこから降りてきた二人は周囲の注目を集めた。早苗の髪を隠すためのヴェールを持ってきていてよかったと広兼は思った。彼は妻が好奇の目にさらされるのが好きではないのだ。

　いわゆる食堂街となるこの通りは、朝食を出す店もあるということでこの時間帯でも人目は少なくなかった。広兼は素早く目当ての店を確認する。

　日暮れ前から営業を始めるというその店は、今はひっそりとしていた。扉も固く閉められていて、窓の中は見えない。

　鳥代の話では、この店の女主人である香林は早朝から自分の店のための仕込みをして、八つ鐘が鳴る前に王宮へ行くという。まだ店にいるだろうか。

　彼は木でできた扉をそっと叩いた。

　返事はない。もう一度、今度は少し乱暴に来訪を告げる。しばらく待ってから、早苗が小さく首を傾げて言った。

「裏口に回りますか？」

「面倒だがそうするか……」

　するとその時中で人の動く気配がした。がたがたと閂かんぬきを外す音がして、やがて扉は開かれた。

「なんだい？　まったくうるさいねぇ」

　広兼は目を丸くした。

「……あなたが、この食堂の主人か？」

「ああ、そうだよ。あんた達は？」

　賢けん者じやの王子は注意深く目の前の女の顔に浮かんだ赤い湿しつ疹しんを見ながら答えた。

「広兼と言う。失礼だが……その湿疹は沈じん瘡そうか？」

「へぇ、よく知ってるね。感染するらしいから近寄らない方がいいよ。それで？　なんの用だい？　悪いけど見ての通りの状況だから、急ぎじゃないなら後日にしてもらいたいんだけどね」

　女は迷惑そうな様子を隠そうともせずに突然の来訪者を見み据すえた。

　顔中に赤い湿疹が出ていて痛々しかったが、どうやら熱はとっくに下がっているらしい。格好から見ても、大人しく寝ていたわけではなさそうだった。

　恰かつ幅ぷくがよく、三十は間違いなく過ぎているだろう。小さな目が油断なく広兼を見てから少し後ろに立つ早苗を見る。そこで彼女は怪け訝げんそうに首を傾げた。ヴェールで早苗の青い眼は隠せないのだ。

「申し訳ないが急ぎなんだ」

「見たところ、貴族かい？」

　彼女の立っているところから馬車は見えないのだろう。香林は腕を組むと、戸口に寄りかかった。三国もそうだが、この北の国も貴族と民の垣根は低い。

「呂ろ代しろの友人だ」

「呂代……？　ああ。商人には見えないけど？」

「商人に貴族の友人がいたらおかしいか？」

　彼女は肩をすくめた。

「戸口でもすむ用件かい？　中に入れたらあんた達にも病気がうつるかもしれない」

「沈瘡は二人とももうやっているから気にしないでくれ。できたら中で話したい。……実は呂代が王宮に捕らわれている」

　すると香林は顔色を変えた。唖あ然ぜんとした様子で口を開ける。

「なんだって？」

「冗談でも噓うそでもない。あの馬鹿は王宮内に商品を入れる交渉をしようとして捕まったんだ」

　広兼はもっともらしく噓をついた。鳥代が香林とどういう交渉をしていたのかも聞いている。香林はちらりと早苗を見てから扉を大きく開けた。

「入りなよ」

「ありがとう」

　広兼はほっとした顔をしてみせた。

　扉の内側はすぐ店になるようだった。カウンターはなく、丸い卓が並びその上に椅子が逆さまにして置かれている。ざっと見ても三十人は入りそうだった。壁に染み込んだ喧けん噪そうが香ってくるようだ。

「そちらは？」

　女主人に目線で問われ、広兼の一歩後ろをついて店内に入ってきた早苗は少し申し訳なさそうに微笑んだ。広兼が答える。

「妻だ」

「早苗と申します。あの……申し訳ございません。体調がお悪い時に」

　香林はふんと鼻を鳴らすと、

「別に、湿疹が出てるだけで他はぴんぴんしてるよ。あとお茶は出せないから。うちには麦酒ビールか水しかないんだ」

　と言いながら卓の上の椅子を下ろした。広兼が手伝う。一つの卓に載っていた四脚を下ろしてしまうと、それに座るよう香林は促うながした。彼らは誰もいない食堂の薄暗い灯あかりの中で、卓を囲んで椅子に座った。

「悪いけど……私が助けになれるとは思えないよ。呂代には、王宮の警備が厳しいってことは話したはずなんだ。どうしてそんな無茶なことをしたのか理解に苦しむね」

　食堂の女主人はため息をつくと憂ゆう鬱うつそうに首を振った。彼女は本気で呂代を心配しているようだ。

　女性の鳥代に対する評価が悪かったことはこれまであまりない。広兼にはこの上なく不可解な事実ではあるが。

「私達は東の国から呂代を訪ねてここに来た。そうしたらあの男は王宮に捕らえられていると彼の部下が教えてくれた。あなたのことを教えてくれたのもその部下だ。呂代が知り合った王宮の調理人だと。呂代はなんら違法なことはしていない。私達にだってこれが異常な事態なのだとわかる。王宮の警備がそこまで厳しいのはなぜだ？　これまではそんなことなかったはずだろう？」

　香林は両手を広げた。

「どうしてそれで私のところに来るんだ？　たかが一介の通いの調理人が王宮の何を知ってるって？」

「頼む。王宮に関する情報を持っていそうなのがあなたしかいないんだ。わかることならなんでもいい。私達は呂代を取り戻すための交渉の突とつ破ぱ口こうが欲しいだけだ」

　広兼は真しん摯しな顔で言った。

　噓をつく時は、幾いくばくかの真実を入れた方が相手は信じやすい。彼は、名前もなるべくなら偽いつわらないことにしていた。ほころびが出やすいからだ。それに南の国の第六王子の名前を覚えている人間などあまりいないだろう。東の国の第一王子に比べればだが。

　香林は少し苛いら立だった様子で右手の指を頰ほおの湿疹の上に滑すべらせた。かきたいのを我慢しているのだろう。

「王宮は……外からの侵入を警戒してるんだ。私もどうしてだかは知らないけど、皆、王様が珀蓮様を婚約者のもとから攫さらってきて閉じ込めてるんじゃないかと噂うわさしてる」

　広兼は少し驚いた。

「どうしてそういう噂が？」

　王は、珀蓮の帰き還かんを隠しているはずだ。香林は肩をすくめた。

「もともと王様が珀蓮様のご結婚をよく思ってらっしゃらないことは周知の事実だからね。珀蓮様はたった一人の王女様だし……前の王妃様の忘れ形見だから」

　広兼はどういう顔をしていいかわからなかった。

「……いや、そういう意味じゃなくて、なんでそれに気付いたんだ？」

　すると彼女はひどい料理を口にした時のように顔をしかめた。

「食材の在庫が減ってるんだ。毎回、大体一人分ね。最初は盗まれているのかと思ったけど……陛下にお出しする料理は王宮で働いてる人達に出すのとは別だ。そして毎食誰かが、陛下にお出しするのと同じ献こん立だてでもう一人分作ってる。食事時前の調理場は戦場だからね。うまくやれば気付かれないと思うよ。陛下の命令でやってるんならなおさらさ。気付いた奴がいても知らないふりをするだろうね」

　広兼はため息をつきたくなった。

　王の偽ぎ装そうにはほころびがありすぎる。もし本当に珀蓮を隠そうとするのなら、まったく別の場所から食事を用意するべきだった。いや、王宮の調理人のほとんどが王宮の敷地内で暮らしている。こういった噂が外部に漏もれることは想定していなかったのかもしれない。

　王宮の外に家を持つこの目の前の女性が、数回会っただけの知人を助けるために王宮の情報を漏らすような義ぎ俠きよう心しん溢あふれた人物でなければ、問題はなかったのだろう。

「王様は王女様が東の王子様に取り返されるのではないか心配なわけだ」

「噂だよ。本当のところは誰も知らない」

「この状態がいつまで続くか聞いている？」

「いや。聞いていないし、私達には特に問題はないんだ。今まで扱っていた業者はこれまで通り出入りできるわけだからね。業者の方の手続きが少し面倒になるだけさ」

　広兼は早苗と目を合わせた。一瞬の交こう錯さくで互いの思考を読み取る。彼は黙だまって香林に向き直ると、「不愉快になるようであれば答えなくてもいいんだが」と前置きをした。

「その沈瘡、どこで拾ってきた？」

　すると香林は虚きよをつかれた顔をして、ふいと視線を逸そらせた。彼女の指はまだ赤い湿疹の上で彷徨さまよっている。

「それに呂代が関係あるのかい？」

「いや……。私の知り合いが昨日沈瘡による高熱で倒れたんだ。どこでうつされたのかと思ってね」

「なんだって？」

　香林は少し青ざめて広兼に視線を戻した。慌あわてた様子で身を乗り出す。

「誰だい？　このあたりの人かい？」

「公きみ亥いという名の子爵を知っているか？」

「……ああ」

　彼女は深く嘆たん息そくして脱力したように背もたれに体重を預けた。今にも舌打ちをしそうに顔をしかめる。

「うちの店の客だよ。少し前にも食事をしに来てくれた。最低だ。食堂が人に病気をうつすなんて」

「どこで拾ってきたんだ？　心当たりはあるのか？」

「東の国だよ。少し前に仕入れのために行ってたんだ」

「沈瘡にかかった人間が側に？」

「ああ旦だん那な……がね」

　言ってから、香林は一瞬顔をしかめた。そしてふいに思い出したように続ける。

「子爵様のお加減はどうだい？　もう熱は下がったのかい？」

「大丈夫だ。あなたと同じで元気にしてる。仕入れには、ご亭てい主しゆも一緒に？」

「まぁ、そんなもんさ。ちょっと待ってな。子爵様に、何か食べ物を用意するから、持って行ってくれないかい？」

　香林はそわそわと立ち上がった。

　そして一度も広兼達を振り向くことなく奥の部屋に下がる。残された夫婦はその場を唐突に支配した沈黙に、しばらくその身を委ゆだねた。

「……どう思う？」

　広兼が水滴を落とすように言葉を紡つむぐ。

「不自然ですね。ご亭主の話を避さけていらっしゃるようでした」

　早苗はきっぱりと言った。

「でも追及は難しいでしょうね。糸口がありません」

「調べておく。時間はかからないはずだ」

「珀蓮が心配です」

　調理場で噂になっているようでは、王宮内での秘密の保持は望めないだろう。もし珀蓮を狙う者がいたとして、その者が王宮に通じていればもう意味はない。

　広兼は手を伸ばして、卓の下で早苗の手を握った。彼女の手はいつも温かく柔やわらかい。

「鳥代がいる」

　彼は言った。

「あれがみすみす珀蓮を損そこなわせるはずがない。特に女性に関する勘は恐ろしいほど働く奴だから」

　すると早苗は優しく微笑んだ。

「珀蓮もみすみす傷つけられるような人じゃないわ。あの輝きを損なうなんてきっと誰にもできません」

「この世で最も哀あわれな生き物を知っている？」

　広兼は唐突に聞いた。早苗は目を丸くする。

「いいえ。なんでしょう？」

　賢者の王子はわざとらしくため息をつくと続けた。

「大人しく護らせてくれない姫君に恋をしてしまった王子がそうだ」

「まぁ」と早苗は心外そうに言うと、困ったような顔で少し首を傾げる。そして一度目を伏せてから、おずおずと聞いた。

「あの、それって私も入ってますか？」

「あなたに自覚がないとは思わなかったな」

「いいえ、あります。ご心痛をおかけしているのなら、ごめんなさい」

「そう思うなら、頼むから自分から危険に飛び込むような真ま似ねはしないでくれ。たとえ珀蓮が危険でも、鳥代か俺達が助けるよ。信じて欲しい」

　早苗は唇を嚙んだ。

「善ぜん処しよします」

　広兼は苦笑した。

「それがあなたの最大級の譲歩だと思っておこう」

「約束はできません」

「わかってる。あなたはいつだって自分の中の最善の策を取る」

「広兼様には約束をしていただきたいと思うのは私のわがままですね」

「別に俺は、愛する人を護って死ぬのが美徳だとは思ってないよ」

「努力をしていただけますか？　広兼様ご自身が傷つかないように。肉体的にも精神的にも」

「この世で最も臆おく病びような生き物を知っている？」

　彼はまた脈みやく絡らくなく言った。そして右手を伸ばして妻の頰に触れる。左手はまだ彼女の手の甲こうの上にあった。できることならこの手を一生離したくなどはないのだ。

　彼は早苗が口を開く前に答えを言った。

「愛する人に愛情を向けられた男がそうだ。この手の中のものを失いたくない。誰にも渡したくない。これを自分だけのものにするためなら、どんな無ぶ様ざまなことだってできる」

　包み込むような早苗の青い双眸に言葉が吸い込まれていく。広兼は口の端を上げて笑った。

　彼女に伝わるだろうか。

　この自分の分厚い皮ひ膚ふの下に渦うず巻まくもの。

　彼女の柔らかな双眸に自分に対する恋情を汲くみ取ったその瞬間、広兼は初めて自分の中に恐怖を見つけた。

「こんなに死ぬことが怖くなったことはないよ。今こん生じようを逃したら、あなたという幸運はもう手に入らない。泥どろ水みずを飲んだって手放すわけにはいかねぇんだ。臆病というのは、裏を返せば強ごう欲よくで貪どん欲よくだということだ」

　彼女はゆっくり瞬まばたきをする。

　その微笑みは、どんな砂糖菓が子しよりも甘く母親の腕のように柔らかい。けれどその奥にある光は刃やいばのように鋭く、そして月のように理知的だった。

「どうなさったの？　広兼様」

　そう問われるまでもなく、広兼は自分の中の不安を自覚していた。理由もわかっている。

「そう聞きたいのは俺の方だ」

　冷たく放たれた彼の言葉に、けれど早苗は表情を変えなかった。

　ここ数日、早苗の食欲は明らかに落ちていた。北の国に着けば戻るかと思ったが、昨夜ゆうべもあまり食べていなかった。

　体調が悪いのかと聞けば、そんなことはないと彼女は答える。西の国で一度倒れてからだ。やはりもっと休ませるべきだったかと広兼は後悔していた。

　彼女は微笑んだまま答えた。

「心配させてごめんなさい広兼様。でも大丈夫です。少し疲れているだけなの。駄目ですね。こんなふうに旅をしたのは久しぶりだから」

「あなたがまた倒れるようなことがあれば、俺は珀蓮や鳥代のことなんか後回しにする」

「倒れませんよ」

「自分の意思で倒れる人間なんかいないだろ」

「ご存知でなかったですか？　私は自分の意思で気を失うことができるんですよ」

「その冗談は面白くない」

　早苗は広兼の右手に自分の空いている方の手をそっと重ねた。この温かさが彼にわずかな安あん堵どを与える。彼女はきっとそれを知っているのだ。

「私を信じてください、広兼様」

　こういう時、広兼はこの目の前の愛すべき人を苛立たしく思う。その聡そう明めいさに憎ぞう悪おさえ感じるのだ。彼は息を吐いた。

「後悔はさせませんから」

「今すでに後悔している。俺はもっと幼おさないうちにあなたと出会って、俺にころっと騙だまされるような適度に愚かしい娘に育てるべきだった」

　彼女は囁くように小さな声で笑った。

　そして「今からでも遅くはありませんよ」と花のような微笑みと共に答えたのだった。
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　ルヴァインは水から浮き上がるようにして目を覚ました。

　一瞬自分がどこにいるのかわからなくなる。視覚から情報を収集して現状を認識した。

　高い天てん井じよう。柔らかな寝台。彼が今いるのは北の国で、ここは王弟公爵の屋敷だ。

　室内は薄暗い。眠る前に、彼自身が室内の灯りをすべて消したからだ。

　ルヴァインは寝台からのそりと足を降ろした。自分の服装を見て顔をしかめる。昨晩鳥とり代しろと町に出かけた時のままだった。どうりで少し息苦しい感じがしたわけだ。一晩中起きていて、今け朝さ方がたやっと眠気を感じた彼はそのまま寝台に潜り込んでしまったらしい。

　魔術師は服に目立つ皺ができていないかどうかだけを確認して、寝室を出た。

　与えられた客間にはささやかな応接室と寝室があった。隣の応接室は窓からの明かりで眩まぶしく、彼は目を細めた。

「……どれくらい寝たんだ？」

　ルヴァインは誰にともなく呟つぶやき窓に歩み寄った。太陽の位置で時間がわかると思ったからだ。

　彼のいる部屋は二階で、窓から見えるのは王都の町並みだった。北の国の王の都に建つ家々は茶系の色を持った屋根が多く、高さも低い。この国で加工される毛皮には定評があり、工房もそこここにあるようだった。

　方角と太陽の位置から見てまだ昼前だということを確認したルヴァインは、ふと屋敷の真下に視線を動かした。

　ちょうど屋敷の正面に一台の馬車が停まったところだった。

　遠目にも上流階級の乗る馬車だとわかる。そこから降りてきたのは二人の男女と、そして一人の少女だった。ルヴァインは自分の目を疑った。

　そしてすぐに部屋を飛び出す。

　早く再度、自分の目で見たいと思っていた。魔術をその身に宿した魔女。

　彼はただ魔術師としての本能だけで、屋敷の玄関に向けて走った。

　そしてしばらく廊下を走っていくつか似たような角を曲がったり階段を下りたりしてから、ルヴァインは頭を抱えて叫さけんだ。

「迷った！」

　魔術師としての本能は残念ながら空間認識能力に欠けているようだった。
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　馬車はようやく目当ての屋敷にたどり着いた。予定よりも早かったのは、道中休憩をほとんど取っていないからだ。馬も一度替えた。王おう伊いは御者兼護衛となってくれた兵士二人に、先に宿へ行き休息を取るよう告げた。

　国境の関所から出していた先触れは彼らが屋敷にたどり着くほんの少し前に届いたようで、西の国の王子とその一行が訪れても出迎えた執事は動揺を見せなかった。

「そなた大丈夫か？」

　部屋に案内される途中、新しら祢ねは自分のすぐ横を歩く葫ゆうがおに小声で聞いた。

　西の国を出たばかりの頃はまだ体調が悪そうだった魔女は、今はもうだいぶ持ち直している。魔力が戻ってきているのだろう。だが白い頰にはまだ赤味が戻っていなかった。

「お前に心配されるなんて屈くつ辱じよくね」

　少女が鼻の頭に皺を寄せて答えると、新祢は笑った。こうして歩きながらでも悪態をつけるくらいには回復しているのだろう。足取りが重いのは、強行軍の移動で疲れているからだ。

　新祢も疲れてはいた。小さな馬車の中であまり休憩も挟まずじっと揺られているということがこんなにも体力を消耗するものだとは知らなかった。本当なら自分も宿に行って休息を取りたかったが、そんなことをしている時間的余裕も精神的余裕もなかった。

「新祢」

　名を呼ばれて新祢は顔を上げた。王伊は歩調を緩めないまま視線だけ新祢によこしている。少し表情が険しかった。彼は新祢達の前を歩いていて、先ほどまで案内の執事と何やら話していたのだ。彼は素早く言った。

「鳥とり代しろが今朝方屋敷から馬を一頭連れていなくなったらしい。広ひろ兼かねと早さ苗なえさんも早朝から出かけてる」

　新祢は青ざめた。

「それは……」

　手遅れだったということか。

　先日夫になったばかりの恋人は、少し歩調を緩めると彼女の隣に並び、さっとその手を取った。そして温かい何かを送り込むように強く握る。けれど新祢の焦しよう燥そうは和らがなかった。

「王宮に行った方がいいのではないか？」

「すれ違いになるかもしれない。状況を確認しよう」

　彼女はしばし混乱したように目を彷徨さまよわせたが、やがて王伊の言う通りだと納得して頷うなずいた。ちらりと見ると、葫の顔も険しい。

　魔女も珀蓮を心配しているように見える。体調が悪いだけかもしれないが、魔女の人間らしい一面を見たと考えた方が落ち着くので、新祢はそう思うことにした。

　やがて部屋にたどり着いた。

　一つ小さな部屋を通ってから開けられた扉の向こうは、どうやら公爵夫人の私室のようだった。王伊と新祢に続いて葫が入ろうとすると、執事が戸惑い気味にそれを止めた。

「そちらのお嬢様は……」

　どうやら執事が通すよう言われたのは王伊と新祢の二人だけらしい。当然だろう。先触れに葫のことは書いていなかったからだ。

「彼女も一緒だ。心配はいらない」

　王伊がきっぱりと言った。

「おいで夜よる花はな」

　新祢は言うと、魔女に手を差し伸べた。呼ばれた名前に、魔女はほんの少し眉宇を寄せる。そして一瞬の逡しゆん巡じゆんの後、新祢の手に自分の小さな手を重ねた。

　誰も王妃がこんな幼い少女になったとは想像もしていないだろう。そういう演技さえすれば、葫の正体がばれることはないと彼らは結論づけていた。

　部屋に入ると、亥い縒よりは肘ひじ掛かけのついた椅子に腰掛けていた。

　彼女の脚が不自由であることを、新祢は王伊から聞いていた。けれど公爵夫人からは、想像していたようなか弱い雰ふん囲い気きは感じられなかった。

「お久しぶりです、王伊殿下。それにはじめまして新祢様。お会いできて嬉しいですわ。……お噂には伺うかがっておりましたが、想像していたよりとても、綺き麗れいな色のお髪ぐしですのね」

　亥縒は微笑んだ。

「ありがとうございます。私もお会いできて嬉うれしいわ」

　新祢は外向きの言葉遣いで答える。公爵夫人の視線が自分が手を引く少女をとらえたのを見て、彼女は先に答えた。

「この子は夜花といいます。少々事情があってお預かりしているの」

「……」

　葫はむっつりとして黙り込んでいる。無垢な少女のふりをするのが不愉快なのだろうが、そうしていると皮肉にも拗すねた子供にしか見えなかった。それが幸いしてか、亥縒は疑いを抱いた様子もなく言った。

「そうですか。とても可か愛わいらしいですわ。どうか皆様……お座りになって。申し訳ございません。私は座ったままで……。嵐らん座ざは今王都を離れていてまだ戻っておりませんの」

「構いません、亥縒殿。私達は鳥代に会いに来たんです。彼は今どこに？」

　亥縒は表情を曇らせた。

「存じ上げませんわ、王伊殿下。鳥代様は、何もおっしゃらずに屋敷を後にされました」

「王宮で何かあったのではないですか？」

　新祢は少し身を乗り出して聞いた。亥縒が広兼に宛あてた手紙を王伊と新祢も読んでいた。鳥代は、王宮に軟なん禁きんされた珀蓮の側を離れることを拒否し、この屋敷に滞在していたはずなのだ。

「王宮には使いを出しました。まだ戻ってきておりませんわ」

「いつです？」

「二刻前です」

「広兼と早苗もこちらにお邪魔しておりますね？」

「お二人も朝早くお出かけになりましたわ。私にはいったい何が起きているのか……」

　公爵夫人のそののんびりとした言い様に、新祢は少し苛立った。これでは話にならない。新祢が怒りを帯おびた言葉を口にしようとしたその時、その右手から声が上がった。

「王陛下は何をしていらっしゃるの？」

　可愛らしい少女の声だ。

　けれど彼女は相変わらずむっつりと不ふ機き嫌げんそうだったし、灰色の双眸は睨にらむようにして正面の公爵夫人を見み据すえていた。

　亥縒は驚いたように首を傾げる。

「……王陛下がどうかしたの？」

　彼女は幼い娘に問いかけるのに相応ふさわしく柔らかい声で問い返した。

　しかしそれに答えたのは、無む垢くな少女でも拗ねた子供でもなく、不機嫌も露あらわな齢よわい数百年の魔女だった。

「王女が何者かに命を狙われている。それなのに馬鹿の一つ覚えみたいに王女を王宮の中に閉じ込めて何から護っているつもりでいるのかと聞いているのよ」

　新祢は慌てて魔女の口を塞ふさいだ。

「もが！」

　と魔女は抗議の声を上げる。

「申し訳ない。とても生意気な子供なのです」

　王伊が淡々とした様子で言った。けれど亥縒はぽかんと口を開けたまま、どこか眠たげだった双眸を大きく見開いて葫を見ていた。

「あなた……」

「お前もそうよ！」

「夜花！」

　葫は新祢の手から逃れた。そしてその小さな手を上げて公爵夫人を指差すと、続けて糾きゆう弾だんした。

「せっかくだから言わせてもらうわ。お前も嵐座も王を諌いさめはしても決して最後のところで逆らいはしない。それが本当の忠誠だとでも思っているの？　だとしたら愚かしいわね。周りにこんな人間しかいなかったから、あの馬鹿王は連れん理りとかいう女を求めたのよ。唯一自分に従わない存在だったから」

「……」

　亥縒は右手を口にあてた。ひどく青ざめている。新祢は唇を嚙んだ。もう取り繕うことはできない。ならばこのまま進むべきだった。

「亥縒殿」

　王伊が足を一歩前に踏み出したので、彼女は夫も同じ結論に至いたったのだと知った。

「私達は、鳥代にある情報を持ってきたのです。『占い師』が国境の関所を通ったと」

　彼の言葉を亥縒が理解するには少し時間が必要なようだった。彼女は目を見開いたまま、今度は王伊に視線を動かして「なんですって？」と小さな声で言った。

　その時部屋の外で話し声が聞こえた気がして新祢は振り向いた。

「なんですって？」

　亥縒がもう一度言う。今度の声は、幾分しっかりして聞こえた。それに王伊は答えた。

「かつて連理様の命を脅おびやかした男がこの国にいるのです」

　それからすぐに扉が開かれて、新祢はあっ、と小さく声を上げた。

「どういうことだ」

　広兼と早苗、それになぜかどこか疲労した様子の魔術師がそこに立っていた。早苗は手に髪の色を隠すためのヴェールを持っている。二人は外から戻ってきたばかりのようだった。

　広兼は戸口に早苗とルヴァインを置いたまま、室内にずんずんと足を踏み入れた。そして王伊を睨みつける。

「連理様はご病気でお亡くなりになられたはずだろう？」

「その通りです」

　答えたのは亥縒だった。

「連理様が亡くなったのは心臓の病やまいのせいですわ。それは事実です」

　王伊は広兼が部屋に入って来た時からその友人を見ていたが、一度瞬きをすると再び公爵夫人に向き直った。新祢のいる場所からは見えないが、その双眸には真しん摯しな光が宿っているのはわかっていた。

　焦燥に身を焼かれるようだったのは、新祢だけではなかった。

　通常なら、ろくに休憩も取らないこのような強行軍で新祢を連れて旅をすることを、王伊は許さなかったはずだ。けれど少しでも早く北の国へ行きたいと言った新祢の言葉に、彼は静かに同意した。

　王伊もまた案じていたからだ。珀蓮を。

「……亥縒殿。かつて何があったのか教えてはいただけませんか？　私は父から先ほど申し上げたこと以上の話を聞いていないのです。ただの昔話なら私達もそれを掘り返そうとは思わない。けれど今は、私達の友人が――珀蓮が、その命を危険にさらされている。そうですよね？　『占い師』とは何者です？　なぜ連理様の……珀蓮の命を狙うのですか？」

　公爵夫人はそっと目を伏せた。王伊の言葉に広兼は今にも舌打ちをしそうに顔をしかめたが、何も言わずに亥縒の言葉を待った。

　その時、新祢の側に早苗がそっとやってきた。彼女は葫の前にしゃがむと、一層不機嫌そうな様子になった魔女の顔を注意深く見てから微笑んだ。

「よかった」

　小さな声で言う。

　その声には安堵が滲んでいた。早苗はおそらくずっと、西の国に残してきた魔女の体調を気にしていたのだ。

　子供の心配をする母親のような早苗の双眸が気に入らなかったのだろう、葫は不機嫌そうに顔を歪ゆがめていた。けれど新祢はおや、と思った。

　その眉間の皺が、だんだんと怪訝そうなものに変わっていったのだ。魔女は首を傾げた。今度は葫がじろじろと早苗を見る。

「お前……」

　葫は何かを口にしようとしたが、言葉が見つからないのかそれ以上何も言わなかった。早苗は立ち上がった。そして場の緊張感を生み出している夫達を見る。

　ルヴァインは戸口に立ったままだった。魔術師は最初じっと葫に視線を投げかけていたようだが、魔女が早苗の向こうに隠れてしまうと、残念そうな顔をしてやはり対たい峙じする三人の顔を見やった。

　もう公爵夫人の言葉以外ではその場は動きようがなかった。それを感じ取ってか、亥縒は緩慢な動作で首を振ると、ようやく口を開いた。

「……あれは、連理様の恋人でした」

　予想だにしなかったその答えに、新祢は目を丸くした。
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　あの時、王はわずかな嘲ちよう笑しようと共に零こぼした。

「『占い師』だ」

　そして深いため息をつく。目の前の男が嘲あざけりを浮かべたのは自分自身に対してだ。東の王子は頭の片隅でそう判断した。

　鳥とり代しろは王の言葉を意味あるものにするために頭の中の渦にそれを放り込む。そしてその答えがもたらされる前に王は答えた。

　王はひどく疲れているようだった。

「……連れん理りは、奴を愛していた」

　連理。珀はく蓮れんの母。王の最初の妻。

「恋人だったのだ。それを私が奪った。強引にな。今となっては……なぜ連理が私を愛してくれていたのかわからない。あの男は何度か連理のもとへ忍んできていた。私はそれを許した。連理が私を捨てないことをわかっていたからだ」

　珀蓮が、生まれる前。

　王妃のもとを訪れていた占い師。

　美しい娘が生まれるようにと、王妃は願って――。

「まさか」

　王は顔を上げない。まるで懺ざん悔げしているようだ。狂っているとしか思えない。自分に、よりにもよって王が一番嫌けん悪おしているだろう珀蓮の恋人に、罪を告白するなんて。

「連理のもとに占い師が通っているという噂が流れていたな……。珀蓮のように美しい娘が生まれたのは、連理がその占い師に願ってまじないをさせていたからだと。お前も聞いたことがあるか？　だがあれはいわば隠いん喩ゆのようなものだった。珀蓮が、連理のもとに忍ぶその男の娘ではないかと疑う人間は少なくなかったのだ」

「そんな……」

「だが連理は周囲が疑ったようには男を受け入れなかった。そして珀蓮を身ごもった。あれはもともと身体が弱かったのだ。珀蓮を産んだ後も体調が戻らず、ずっと臥ふせっていた。そこへあの男が再び現れた。今度は剣を持って」

　鳥代は背筋を冷たいものが走り抜ける感覚を覚えた。北の王妃は珀蓮を産んでしばらくして死んだ。それは病のはずではないのか？　思ってすぐに、香か林りんに聞いた話が脳裏に浮かんだ。

『ご病気だよ。お身体が悪かったからね。入り込んだ賊ぞくに襲われそうになって、それで心臓に負担がかかったらしいんだよ』

　北の王は鳥代の疑問を読み取ったかのように続けた。

「すんでのところで男は取り押さえられた。男の剣が連理に触れることはなかったが、その後彼女の容態は悪化してそのまま息を引き取った。男は捕らえられた。私は男を領土の端にある獄ごく塔とうの地下に幽ゆう閉へいした。だが二年前に、そこから男が逃げ出したという報しらせが来た」

『お父様は一言もわたくしに死ねなどとおっしゃってないわ』

　珀蓮の声が蘇よみがえる。まだ自分は混乱している、と鳥代は思った。

　二年前、王は珀蓮を奥宮に閉じ込めた。なんのために？　もはや問う必要はないのだ。王は今答えを言った。

　この時になってやっと、王は顔を上げた。鳥代は息を呑のむ。

　王のその眼は懺悔者の眼ではなかった。珀蓮と同じだ。見る者の魂を奪う怒りが宿っている。

　この男は罪を告白していたのではなかった。怒りを――抑え込んでいたのだ。必死に。妻を奪い、娘を危険にさらしているその男に対する……あるいは、自分自身に対する怒りを。

「珀蓮が……王宮からいなくなった時、葫の仕業だとすぐにわかった。あれはそういうことを隠そうとはしなかった。亥い縒よりに居場所を捜させて……お前のもとにいるとわかった時は別の怒りで気が狂いそうになったが、一方で安堵した。あの男は、珀蓮は北の国にいると思っている。正式な手続きを踏まずに国を出たあの娘の本当の居場所を摑めるはずがないと私は考えた。だからそのままにした」

「待てよ」

　鳥代は焦って言った。

「どうしてそいつが珀蓮を狙っているとわかる？　そいつが狙うとしたらあんたじゃないのか？」

　恋人を奪われた恨みだというのなら。

　王は威厳のある低い声で答えた。

「塔に幽ゆう閉へいさせる前に私は男と一度だけ話した。その時あの男は獣けもののような顔で言った。『お前達を業ごう火かに突き落としてやる』と。その時連理はまだかろうじて生きていた。『お前達』とは私と連理のことだろう。そして私達二人を同時に苦しめるのなら一番簡単な方法があった」

　二人の娘。

　黒こく檀たんの黒髪と新雪の白い肌を持った白しら雪ゆき姫ひめ。

「私は連理の愛情を信じていたが、それに加えて珀蓮が自分の娘だと確信しているのはあの時男にそう言われたからだ。先ほども言ったが連理は……そうしてもおかしくはなかったのに、強引に私の妻にされた後、あの男を受け入れはしなかった。あの時の私の感情をお前に説明してもわかるまい。震えるような歓喜と恐怖。その後すぐに連理を失い、私は珀蓮まで失うわけにはいかなかった」

　鳥代は目を瞑った。頭の中に割り込んでくる情報を最小限にしたかった。真実に対する疑問を押しやり、今知るべきことを抽出する。

「そいつが……見つかったのか」

　絞しぼり出すようにして声を出した。だから王は珀蓮を籠の中に閉じ込めている。かつてと同じように。

「十日前に、東の国であの男らしき者を見たという情報があった。まったく、忌々しい。私は国内ばかりに注意を払っていた。関所を抜けられるはずがなかったし、まして林りん寧ねい山脈を越えるなど常人ならありえない……だが奴は確かに国を出ていたのだ。珀蓮はお前のところで花嫁修業を」

　王は嫌悪感も露わにその台詞せりふを口にした。

「……していることになっていたからな。ぞっとした。あれはまだ復讐を諦めていなかったのだ。その時にはもうお前達はここへ向かっていたから都合がいいと私は思った。珀蓮が戻ったことは外部には漏れていない。あれを安全な場所に置いたまま、あの男を再び捕らえればいいと私は考えていた」

　王のその言葉の使い方は鳥代に不安を与えた。王は続けた。

「だが先ほど西から早はや馬うまが届いた」

　その時鳥代の頭の中に渦巻く疑問は一つだった。なぜ王は今になって真実を自分に話すことにしたのだろうか。

　王が鳥代をこの国から追い出そうとしたのは、婚約者である彼がいては珀蓮の居場所が明らかになるおそれがあったからだろう。けれどもうこんな話を聞かされた以上鳥代は絶対にこの場を、珀蓮の側を離れない。わかりきっていることだ。

　状況が変わったのだ。

　何か致命的な方向に。

　鳥代は口の中に鉄の味が広がってから、自分がいつの間にか歯を食いしばりすぎて内側の皮を破ってしまったことに気付いた。自分の顔は今無様に青ざめていることだろう。

「あの男が国境を通ったことが確認された」

　対照的に、王は少しだけ冷静に、そして眼に宿した怒りは失わないまま言った。

「この国に戻って来たのだ――珀蓮を殺すために」

　吐き気がした。

　それから王は、珀蓮の部屋を奥宮から移動させたと鳥代に話した。奥宮の彼女の部屋は、例の男も知っているからだ。賢明な措置だった。鳥代は珀蓮の側に行くことを主張し、王はしばらく考えてからそれを許可した。

　鳥代が側に行くことで珀蓮の居場所が漏れる可能性と珀蓮の精神的安定、それに万が一の場合に対処できる者がすぐ側にいること。すべての要素を秤はかりにかけて出した結論だろう。

　数日ぶりに会った珀蓮は鳥代の冗談めかした言葉に「馬鹿じゃないの」と言うと笑った。

　その時彼の中にはじけたのは怒りだった。

　この大地の上に、彼女を、この目の前のどうしようもなく愛いとしい女を、損なおうとする者が存在する。

　彼は咄嗟に手を伸ばし、彼女に唇を寄せた。珀蓮は目を瞑る。鳥代は安堵した。自分の顔を見て欲しくなかった。

　きっと、醜く歪んでいる。

　そんな自分を、彼女にだけは見られたくなかったのだ。
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　最悪だった。

　広ひろ兼かねと早さ苗なえが屋敷に戻ってきて亥い縒よりのもとへ行こうとすると、途中の廊下からルヴァインが飛び出してきた。どうやら屋敷の中で迷子になっていたらしい魔術師は、王おう伊い達がこの屋敷に来ていると広兼に告げた。

　そして彼らは急ぎ、執事を黙らせて公爵夫人の私室への扉を開けた。礼儀をかなぐり捨てたのは聞き捨てならない言葉を聞いたからだ。

　その後観念したように亥縒が話した事実と王伊が持ってきた情報は、広兼が想定していたあらゆる事態のうち最悪のものだった。鳥とり代しろに関する痴ち情じようのもつれの方がまだましだ。珀はく蓮れんは、確実にその命を狙われている。

「北の王陛下は最初、男の情報を関所までにしか回していなかった。国を出るとは考えていなかったんだ。それがたまたま、東の国内に来ていた休養中の北の国の兵士が男を見かけた。それで男が北の国を出ていることがわかった。林りん寧ねい山脈を越えたんだろうね。執念だ。そして先日、その男が北の国への関所を通ったらしいという報告が上がってきた」

「それがおかしいわ。関所の兵士は男の顔を知っていたはずだもの」

　公爵夫人はすっかり冷静さを取り戻していた。顔色はまだ悪いが、その双眸には賢者の一族として恥ずかしくないだけの矜きよう持じが宿っている。

　北の国と東の国の間には、険しい林寧山脈が横たわっている。二国間の関所はその山脈の切れ目に背の高い石壁と共に設置されている。そこを護っているのは北と西の兵士達だ。

　関所を通らずに国を渡る方法はその山脈を越えるしかない。だからこそ獄塔から逃げ出した前王妃の元恋人は、にわかには信じがたいが、その山脈を越えて東の国に逃れたのだと推測できた。

　だが今度は関所を通って北の国に戻ってきている。しかも誰もすぐにはその男だと気付かなかった。顔を変えていたのなら、後になってその男が通ったというのがわかったことがおかしい。

　彼らのその疑問には、王伊が苦い顔で答えた。

「沈瘡だよ。その男は沈瘡に罹かかってたんだ。顔中に湿疹ができていて、すぐにはわからなかった。その時男の顔を確認した兵士がずっとどこかで見た顔だったと不思議に思っていて、先日何かの拍子に思い出したらしい。遅すぎるけどね」

　沈瘡。広兼は眩暈めまいがした。

「広兼様！」

　早苗が悲鳴を上げる。彼女もすぐに気付いたのだ。

　その男を、彼らは知っていた。

「ああ、くそ！　最悪だ。今すぐ王宮に行くぞ！　叔お母ば上にもついてきていただきたい。その方が王宮に入るのに邪魔されずにすむ。待て、その前にお前、魔術で王宮に行けないか？　できれば珀蓮の側に、こう一発で」

　広兼は側にいたルヴァインの胸倉を乱暴に摑んだ。

「待て。なんじゃ。そなた達、何を知っておる？」

　新しら祢ねが困惑した様子で早苗の手を摑む。険しい顔をした早苗が、その新祢の手の甲に自分の手を重ねた。

　彼女のその少し暗くなった青い双眸を見るだけで、早苗の頭の中がすごい速さで回転していることがわかった。彼女は現状での最善策をはじき出そうとしている。

「たぶん……その男はもう王宮にいるわ。香か林りんの……王宮の調理師の夫なの……違うわ。そういう偽装をしたのよ。彼女を騙したんだわ。お義か母あ様！　駄目よ！」

　早苗は唐突にそう叫ぶとすぐ側にいた魔女の肩を強く摑んだ。

「魔法を使わないで！」

「あの馬鹿女に勝手に死なれたんじゃあたしの寝覚めが悪いのよ！」

　葫ゆうがおは明らかに苛立っていた。広兼が怒ど鳴なる。

「ルヴァイン！」

「待ってください！　転移の魔術はあります……。ありますけど、ひどく高度だ……。僕にはとても……。向こう側に魔術陣があるか、せめて、こちら側に、珀蓮様の身体の一部なりとがないと繋がりが薄弱すぎて空間を定められない」

　身体の一部？　そんなもの、あるわけがない。

　広兼は乱暴に舌打ちした。

「王伊！」

「ああ」

　王伊は目配せだけですぐに部屋を飛び出した。そして広兼は振り返ると、ずんずんと亥縒に歩み寄った。膝を折って叔母を抱き上げようとする。

「きゃ！」

　公爵夫人が少女のような悲鳴を上げた。そんな些さ細さいなことさえも、今の彼には苛立ちとなった。

「王伊は先に王宮に行かせる。叔母上は俺と一緒に。早苗達はここで待っていてくれ」

「待ってください広兼様！　あるわ。珀蓮の身体の一部なら！」

　広兼は信じられないという顔で早苗を見た。

「なんだって？」

「公きみ亥い様です！　公亥様が持っていた指輪！　あの中に入っていたのは珀蓮の髪の毛だわ！　あの時の……！」

　一拍を置いて、広兼は早苗の言っていることが何を指しているのか理解した。

　公亥子爵が《赤い森》を訪れた際、珀蓮は髪を一房切って、まだ夜よる花はなだった頃の葫に与えていた。風で飛んでいってしまったのだろうとばかり思われていたそれを、子爵は持ち帰っていたのだ。

　おそらく早苗はあの指輪を見た時からそれに気付いていた。子爵の反応を見るためにその存在を指摘し、それが珀蓮の髪の毛だという確信を持った。そして子爵のために黙っていたのだ。

「新祢姫、王伊に戻ってくるよう言ってくれ！　お前は魔術陣の準備をしろ！　早苗は……くそっ！　馬鹿子爵から指輪を奪ってきて」

　新祢と早苗は広兼の指示を聞いてすぐに部屋を出た。

「叔母上」

　広兼は息を吐くと亥縒を元の椅子に座らせた。

「ご無礼をお許しください。それともう一つお願いが。早急に香林という名の王宮の調理師を押さえてください。夫が捕らえられたとなれば逃げるかもしれない。ただ騙されただけという可能性もありますが、事情は聞かなければ」

　この時になってやっと、亥縒は懇願するように言った。

「珀蓮様は助かりますね？」

　広兼は笑った。

「そう簡単に死ぬ女じゃないでしょう。それに、鳥代もついてる」

　すると亥縒は傷ついたように笑った。

「連れん理り様も、珀蓮様のように強い方でした」

　広兼は連理を知らない。会ったことはないのだ。彼女はゆっくりと続けた。

「それに……とても素直な方だったのです。なんの打算もなく陛下の側にいて、怒り、笑って……これは、私の願望かもしれませんが、きっと、陛下を愛していらっしゃった」

　亥縒が広兼の腕を摑んでいたので、彼は立ち上がれなかった。広兼は女性が持つ、この感情的な強さが苦手だった。

「それこそがきっと陛下の求めているものだった……。あのような、盲信ではない愛情こそが、陛下が求めてやまないものだった」

　公爵夫人の頰を一筋の涙が伝った。

「陛下は珀蓮様を愛していらっしゃいます。そして私も夫も、珀蓮様がそのことに気付いていらっしゃらないのを知っていた」

　言ってから、亥縒はすっと視線を広兼から外してその背後を見た。彼女は最初から広兼を見てなどいなかったのだ。亥縒が懺悔をしたいとしたらそれは賢者の王子にではなかった。

　振り返らずともそこに誰がいるか広兼にはわかっていた。

「葫様」

　亥縒は静かに涙を流しながら王妃の名を呼んだ。

「どうかお許しください。私達は陛下が大切だった。あの方に心しん酔すいしているのです。だからあの方の望むことに最後にはどうしても逆らえなかった……。そして王の孤独に目を瞑ってしまったのです」

「……」

　葫は答えなかった。

　ルヴァインは早苗と新祢の後すぐに執事と一緒に部屋を出ている。魔術陣を描くのに適した部屋へ移動しているのだろう。

「広兼」

　葫は亥縒を無視して賢者の王子を呼んだ。

　彼が振り向くと、魔女はこちらに背を向けて戸口をじっと見ていた。嫌な予感を覚えた広兼はようやく亥縒から自分の腕を取り戻すと、立ち上がり魔女に駆け寄る。

「なんだ」

「早苗はどうしたの？」

　この時の魔女の言葉は、広兼の全身の血をざっ、と引かせた。

「なんだと？」

　葫は眉間に皺を寄せている。彼女は戸口を見ているのでなく、早苗が去った方を見据えていたのだ。広兼は思わず魔女の肩を乱暴に摑んだ。

「早苗がどうした」

　すると彼女は不愉快そうな顔になって広兼の腕を振り払った。

「こっちが聞いているのよ。あの娘どうしたの？　おかしいわ。変よ。魔力が……凝こごっている」

「魔力が？　どういうことだ」

「言った通りよ。あの娘……魔女になったのかしら」

「まさか」

「そうね……ありえない。成人してから魔女になる者もいたけど、それでも生まれた時からある程度の魔力は持っていたもの……。何もないところから魔力が突然湧わき出るなんて」

「早苗に魔力が？」

「ずっとずっと内側に固まっている感じよ。だから王女も気付いてなかった……。でもそんなに幾いく重えにも隔たりがあっても感じ取れるくらい、強力な……」

　葫の言う王女は新祢のことだろう。彼女も魔女だ。魔力を感じ取れるはずだった。葫ほどの高位の魔女でなければ気付かないということか。

　広兼は葫が新祢にかけた魔法を思い出した。二百年眠りにつく魔法。そんな呪のろいが、早苗にかけられているとしたら？

　賢者の王子には珍めずらしいことだが、誰が、という疑問など後回しだった。

　広兼はすぐ後悔した。早苗を一人にさせるべきではなかった。わかっていたことだったのに！

　彼は立ち上がり、部屋を飛び出した。

　南の王宮に似た屋敷の構造が彼を迷わせることはない。こういう所には要所要所に目印となるものが配置されているものだ。窓枠の彫り物や、一つだけ違う花が生けられた角。

　子爵は彼の私室ではなく、屋敷の端の部屋に寝かされていた。沈瘡の感染を防ぐためだ。そこに行くには玄関の広間を通って行くのが一番早い。最後の廊下の角を曲がって広間に出た時、広兼は足を止めた。

　その床にはすでに魔術陣が出来上がりつつあった。

　どうやら床にしゃがみ込んだルヴァインが使っているのは木炭のようだ。魔術師は上着を床に投げ捨て腕を捲まくっていた。

　魔術陣の中央には子爵が首から下げていた指輪がある。そして彼は、早苗と新祢と王伊の姿もその近くに見つけた。執事は亥縒のもとへ戻ったのだろうか。すれ違わなかったから、別の道から行ったのかもしれない。

　早苗は広兼に気が付くと、どこか緊張した様子で微笑んだ。彼は妻に駆け寄った。

「公亥様はぐっすりと眠っていらっしゃいました」

「あなたの体調はどうなんだ」

　広兼は切せつ羽ぱ詰つまった様子で聞いた。すると早苗はきょとんとして首を傾げる。

「私ですか？　今は別に、どうともありませんよ？」

　本当なのかと糾弾したくなるのを彼はぐっと我慢した。走ったせいか彼女は肩で息をしていて、頰は紅潮していた。広兼は彼女の全身をくまなく観察した。自分にもその魔力とやらが見えればいいのに。あるいはどこかに魔術陣が刻みつけられてなどいないだろうか。

　彼は今すぐ妻の服を剝はいで全身を確認したい衝動に駆られた。

「お義母様」

　少しして、早苗が広兼の背後を見て声を上げた。振り向くと、魔女がこちらに歩いてきている。葫はまだ不可解そうな顔をして早苗を見ていた。広兼は不安になって早苗の肩を抱いた。

「できた！」

　やがてルヴァインが言った。

「皆さん陣の中に入ってください。そうです。消さないように気をつけて」

　六人全員が魔術陣の中に入ると、葫が突然はっ、と顔を上げた。そして今度は自分の正面にいる早苗の腹をまじまじと見る。

「なんだ」

　広兼は半なかば叫びだしそうになりながら聞いた。

「お前……もしかして」

　しかしその時、ルヴァインの朗々とした声が響いて彼らの会話は中断されたのだった。

『偉大なる始帝の約束を思い出せ。道はここにある。よく聞け精霊よ。あなた方の力を我々は知っている。隠すことはない。すべてを見せ契約に縛られるのはほんの一時の戯たわむれ。我々にその一端を与えて欲しい……』

　それはまるで、恋の歌のように聞こえた。
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「どうやってここまで来たの？」

　鳥とり代しろは時間をかけて珀はく蓮れんの部屋の隅々まで異常はないか確認してから、ようやく戸口の近くの壁に身体をもたせかけた。室内に窓はないから、警戒すべきはこの戸口だけだ。

　扉の向こうに見張りは置いていなかった。そんなことをすればこの部屋に珀蓮がいることは明らかだからだ。その代わり両側の隣室に人が配置してある。これだけでも、王が珀蓮の警護に細心の注意を払っているのがわかった。

　珀蓮は部屋中を歩き回った後も椅子に座ろうとしない鳥代に、怪訝そうな目を向けていた。彼女は壁際の椅子に座ったままだ。鳥代は笑ってみせた。

「君のお父上が通してくださったんだよ」

「まさか」

　珀蓮は一いつ蹴しゆうすると、すっ、と立ち上がって腕を組んだ。

「何を隠しているの？　全部おっしゃい」

　鳥代は両手を上げる。

「隠してるつもりはない。珀蓮。あんたは命を狙われてるんだ」

　言うと、鳥代は注意深く恋人の反応を窺うかがった。彼女の心のどんな小さな動きも見逃すつもりはなかった。不安に思ったのなら抱きしめるし、怒りを覚えたなら宥なだめなくてはならない。

　しかし彼女は不愉快そうに顔を歪めた。

「命を狙われているですって？」

「そうだ。あんたの両親を逆恨みしてる人間がいて、手っ取り早く復讐するためにあんたを殺そうとしてる」

　ここに王伊がいたなら彼は鳥代の正気を疑っただろう。恋人をどんな屈託からも護ろうとするのがあの男の愛情だからだ。

　けれど鳥代は珀蓮を、彼女が受けるべき何ものからも遠ざけたくはなかった。それが彼女が自分に寄せる信頼だと知っていたし、どこかに閉じ込めて真綿にくるんでいればたちまち彼女の美しさが失われるということを理解していたからだ。

　自分の命が脅かされているからといって、恐怖に心を損なってしまうような女ではない。

　彼女はすべてを糧かてにするだろう。そして美しく咲く。誰もが心を奪われるほどに。

「両親？」

「北の王と、連れん理り様……。あんたの実の母親だよ」

　珀蓮はさっと顔色を変えた。その顔に嫌悪感が表れるのを見て、鳥代はため息をついた。彼は壁から離れると、恋人の側に行った。

　珀蓮は自分を産んだ母を何よりも嫌っていた。

「珀蓮。連理様はあんたを愛していた」

「関係ないわ。気の狂った女と血が繋がっていると思っただけで虫むし酸ずが走る」

「珀蓮！　連理様は狂ってなどいなかった！　あんたは間違いなく王の子供だ。王だってそう信じてる」

「それならお父様は騙されているんだわ！」

　珀蓮は叫んだ。彼女はまるで鳥代こそが恨むべき人間であるかのように彼を睨んだ。白い頰に赤味がさし、薔薇のつぼみのような唇が怒りに震えている。

「占い師を呼んで美しい娘が生まれるように祈ってた？　愚かしいにもほどがあるわ！　葫ゆうがおの方がまだ救いがあってよ！　あの女は何かに祈ったりなんかしない！　自分にどうしようもないことを他人に祈ったりなんて……！」

「それのどこが悪い！」

　鳥代は怒鳴った。珀蓮はびっくりした様子で口を噤つぐんだ。彼は珀蓮の腕を摑むと、彼女に言い聞かせるようにして続けた。

「珀蓮、あんたの強さを誰だって知ってる。あんたが他者以上に自分に厳しくしてきたからこそそういうふうに強くなったのだということも。だが祈ったり願ったりすることは甘えじゃない。そうすることで保てることだってあるんだ。あんたはどうして祈らない？　願わないんだ」

　珀蓮は命令こそすれど懇願などしない。それは彼女が王女だからだ。王女としての矜持が、誰かに願うことを許さない。それを口にすることを、決してよしとはしないのだ。

「あの時だって、側に来いと俺に言えばよかった。先に帰れではなく、側にいろと」

　鳥代は吐き出すように言って顔を歪めた。『先に帰っていて』というあの言葉に喜んでいた自分が腹立たしかった。そんな些細な変化で有う頂ちよう天てんになっている場合か。

　珀蓮の心はまだ固く縛られている。彼女は多くを自分自身に求めすぎるのだ。

「もっと求めろ。願え。声に出せよ。手を伸ばせ。俺はその手を取るのを躊躇ためらったりなんかしない。王だってそうだ。あの馬鹿王は馬鹿みたいにあんたを愛してる。間違いなく自分の娘だからだ。早さ苗なえと新しら祢ねだってそうだ。友人っていうのは助け合うものだよ。俺も……不本意だが広ひろ兼かねや王おう伊いに助けられることが多少……まぁ、それなりに多くある」

　珀蓮はまだ目を丸くしていた。

　鳥代はだんだん心配になった。彼が頭ごなしに珀蓮を怒鳴ることなど、これまでほとんどなかったからだ。

　彼は彼女の腕を摑んでいた手を離して、その手をそのまま恋人の頰にあてた。

「もしもし珀蓮？　聞いてる？」

「痛いわ」

　彼女はぽつりと言った。

「え？」

「あなたに摑まれた腕が痛いと言っているのよ」

　珀蓮はゆっくりと瞬きをすると、次に目を開けた時には炎の宿った双眸で鳥代を睨んでいた。彼は彼女の父王を思い出した。目の前の女獅子は明らかに怒っている。

　鳥代は少したじろいだ。

「あー。ごめん。その……痕にはならないと思うよ」

　そこまで強くは摑んでいないはずだ……たぶん。

　ひどい罵倒を覚悟した鳥代は、しかし柔らかな体重が自分に預けられたのを感じて驚いた。

「珀蓮？」

　美しすぎる恋人は、鳥代の胸に頰を寄せて目を瞑っている。長い睫まつ毛げが彼女の瞼を覆い、唇はわずかに微笑んでいた。

「側にいて」

　その唇が紡いだ言葉に、彼は耳を疑った。

「今はまだこれしか無理よ……。わたくしは、あなたにしか願えない。あなたしか怖くないの」

　一瞬意識が飛んで、彼はたまらず恋人を抱きしめた。いい香りのする髪に顔を埋うずめる。きつく彼女を抱きしめないと、自分が何をしてしまうかわからなかった。

　そして呻く。

「なんなんだ今日は……。あんたが怖いよ。殺されそうだ」

　腕の中の彼女が震えた。笑ったのだ。

　その振動に、自分の中の何かが焼き切れたようになった。
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　鳥代は腕を緩め、背を少し丸めて彼女の耳に口づけた。殴られない。これはやばい。頰を辿り、くすくすと笑う彼女の口を塞ごうとしたその時だった。

　部屋の扉が叩かれた。

「お食事をお持ちいたしました」

　鳥代は飛び上がって珀蓮から離れた。顔が真っ赤になっている自覚がある。くそ。他のどんな女性に対してもこんなふうにはならないというのに、一番格好よくありたい女の前では無様なところばかりをさらけ出してしまう。

　抱きしめるのもその香りも笑顔も接キ吻スも初めてではないのに、彼女の前に立つと彼はいつだって少年のように浮き足立ってしまうのだった。

「入りなさい」

　珀蓮はいつの間にか鳥代に背を向け、戸口に向かって答えた。声は平静を装っているように聞こえる。彼はその顔が見たくなった。珀蓮の肩に手を伸ばす。

　その時だった。

「きゃっ！」

　悲鳴が聞こえた。

　がしゃん！　という甲かん高だかい音と共に扉が乱暴に開け放たれる。その向こうに現れたのは一瞬獣のように見えた。違う。人間だ。男。扉の向こうに女官が倒れている。床に転がっているのはなんの料理だろう。そして男がその手に持った刃物。包丁だ。細長く、剣に似ている。

　鳥代はすべてを一瞬で把握した。

　触れようとしていただけだった手を伸ばして珀蓮の肩を摑み、手前に引く。男が掲げたナイフが光る。自分の中に何よりも大切な温ぬくもりを閉じ込め、安堵した瞬間に背中を灼熱が走った。

「鳥代！」

　珀蓮が叫ぶ。彼は答えず、前方、部屋の奥に彼女を突き飛ばした。そして振り向き、なおも振り下ろされようとしていた包丁をふらりと上体をそらして避よける。奇跡だ。

「鳥代！」

「来るな！」

　歯を食いしばった。熱い。背に火がついたようだ。がんがんと頭の中で警鐘がうるさい。彼はぐっと足を踏みしめた。気を抜けば倒れてしまいそうだった。

　背中を斬られた。

　男が持つ刃には血がついている。

　あれは自分の血だ。噓だろ。笑いだしたくなる。口から空気が漏れた。

　あの血が、珀蓮のものだったかもしれないと、一瞬それが思い浮かんだだけで、目の前の男への憎悪がはじけるように彼の全身を支配した。

　前にも背中に怪我をした。でもこれは魔術の中じゃない。現実だ。あの時も珀蓮を庇かばったんだ。そうだ。自分は、それを躊躇わない。

　後ろにいる。珀蓮。輝くようなその美しさを、損なわせはしない。決して。

　甲高い音が耳元で響いている。同時にうるさいくらいの低い音も聞こえた。心臓の音だろうか。男は唸うなったようだが、鳥代には聞こえなかった。なぜかその顔も認識できない。集中しているのだ。剣を持っておかなかったことを悔やむ。男が飛びかかってきた。右手を上げたつもりだったが、上がっていない。避けられるか。倒れるのだけは駄目だ。そうしたらきっともう起き上がれはしない。逃がさなくては。彼女を。

　嵐のような怒りの中で、たった一点だけ静かな場所があった。そこに彼女がいる。感じた。

　立っている。自分の後ろで、きっと、彼を、助ける瞬間を見極めようとしながら。

　珀蓮を、護らなくては。

　左手が上がった。よし。左腕一本くらいならくれてやる。そのまま、体当たりをして、退路を作る。懸念は彼女の性格だった。

　逃げてくれ。頼むから。

　懇願しよう。あの馬鹿女が、それを聞いてくれますように。

　その時、目の前で光が爆発した。
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「鳥とり代しろ様!!」

　瞬きをすると彼らはもう部屋の中央に躍り出ていた。

　早さ苗なえが悲鳴を上げた。王おう伊いが動き、広ひろ兼かねが舌打ちをした。けれど一番早くそれに対処したのは、彼らではなかった。

　音もなく、部屋が一瞬白い光の中に落ちた。

　やがて少しだけ視界が戻ってくると、床に鳥代と男が倒れているのがわかった。男の方は王伊の身体の下になっている。王伊が摑んでいる方の腕がおかしな方向に曲がっていた。折ったのだろう。

　あの光の洪水の中でかろうじて動けたのは、王伊だけだった。とっさに目を瞑ったのか、あの中で五感が狂わなかったのは驚異としか言い様がない。

　その場の誰もすぐには動けなかった。

「鳥代！」

　だが珀はく蓮れんが駆けだした。転びそうになりながらも、仰あお向むけに倒れている鳥代に飛びつく。

「鳥代！　鳥代！」

「くそっ！　今のはなんだ？」

　広兼は突然の視覚情報の混乱にがんがんと痛む頭に手をあてて、まだ薄暗い視界の中珀蓮を追って鳥代に駆け寄った。

「鳥代！」

　珀蓮が鳥代を抱き上げている。鼻をつく匂い。珀蓮の服にべっとりとついている赤黒いものが血だとは思えなかった。多すぎる。北の王女は怒っているように見えた。

「目を覚ましなさい！　鳥代！」

　最悪だ。広兼は素早くすぐ側の男に目を走らせる。王伊はもうその男の上からどいていた。男はぴくりとも動かない。殺したのだろうか。そちらを確認する気にはならなかった。包丁が落ちていた。あれで斬ったのだ。視界がまだ暗い。これでは治療ができない。広兼は視界を早く戻すために右手で瞼を覆い、一度目を瞑った。自分にできるのは応急手当てだけだ。医師を。

「早苗！」

「お義母様!?」

　答えた彼女の声は、泣きそうだった。すぐに振り向く。見ると、部屋の中央で魔女が蹲うずくまっていた。その時彼は気付いた。

　あれは、魔女の魔法だったのだ。

　光の爆発。鳥代を傷つけたものの刃の部分を使った。光を反射するものならなんでも、葫ゆうがおの魔法の媒ばい介かいとなる。

　視界は戻っていた。

「絨毯を剝ぐんだ！」

　叫んだのはルヴァインだった。彼は持っていた木炭を半分に折ると、王伊に投げてよこした。

「王伊殿下は魔術陣を描けますね。治癒の魔術陣を。僕は葫殿の魔術の方をなんとか抑えますから。早く！」

「お前！」

　今度は珀蓮が戸口に向かって怒鳴った。

「早く医師を呼んできなさい！　早く!!」

　見れば、開け放たれた扉の向こうには女官が尻しり餅もちをついていた。彼女は青ざめて震えていたが、珀蓮に怒鳴られるとその場を逃げ出すようにして走りだした。

　この部屋に絨毯は中央にしか敷かれていない。

　早苗と新祢が蹲り唸る葫を部屋の隅に移動させ、広兼と王伊で力任せに絨毯を剝いだ。椅子と机が壁際にあったのは幸いだった。すぐにルヴァインが床に取りつく。床は石だ。

「王伊！」

　珀蓮がまた怒鳴った。

「待ってよ！　治癒の魔術陣？　えーと」

　王伊は突っ立ったまま、木炭を持っていない方の手で額ひたいを強く押した。

　赤セイ穏オンの村むら長おさの家で見つけた魔術書を王伊に渡したのはまだ数日前だ。ぱらぱらとそれを捲めくって見た王伊は、深くため息をついて『間違いない、これは久く旺おうのだ』と答えた。

『信じられる？　僕はこれを見たこともない。でも覚えてるんだ』

『久旺は魔術を学んでいた……それならお前にも魔術が使えるのか？』期待を込めて広兼が聞くと、王伊はこの上なく苦々しそうにして言った。

『そうだね……。使えるかも。まぁ一応、もう一回この魔術書を読んでからだね』

　久旺や九く蠟ろうの記憶は実際には王伊自身の記憶ではない。直接新しら祢ねに関わらないような記憶は峻しゆん烈れつさが足りず、井戸の底から水を汲み上げるような作業が必要なようだった。

「お願い……早く……」

　珀蓮の声が懇願するようなものに変わる。早苗と新祢は葫から離れない。離れられないのだ。少女の剝き出しの肌には魔術陣が浮き上がっていた。広兼は珀蓮を宥めた。

「大丈夫だ。珀蓮。手を離してくれ。鳥代の傷を見るから」

「駄目よ。動かせない。血が出るわ」

「鳥代を殺すつもりか！」

　広兼が小さな声で怒鳴ると、珀蓮は瞬きをして、一瞬にして冷静さを取り戻した。

「……そうね。わかったわ。ごめんなさい」

　広兼は珀蓮の手を借りて、鳥代をうつぶせにした。鳥代は呻き声を上げた。濃のう紺こんの上着は斜めに斬られていてべっとりと血に濡れていた。珀蓮が突然立ち上がる。彼女は鳥代をまたいで扉の向こうに行くと、手に刃物を持って戻ってきた。肉切り鋏ばさみだ。どうやら珀蓮の今日の昼食は分厚い肉だったらしい。

「これを」

「ああ。あと清潔な布はないか」

　言うと、彼女は黙って頷いて踵きびすを返して走った。寝室の方へ行ったようだ。

　広兼は北の王女の気丈さに感心した。普通の女性なら、気を失っていてもおかしくない。鋏を鳥代の背に入れて、服を切った。それはぐっしょりと濡れている。ちらりと視界の端で見ると、王伊は床に跪ひざまずいて魔術陣を描いている。

「鳥代。聞こえるか。死ぬなよ。死んだら王伊の魔術陣ですっげぇ不ぶ細さい工くに作り替えてやるからな」

　いやだ、という声を期待して言ったが、返ってきたのは呻き声だけだった。ようやく傷口が現れた。右肩から左の脇腹にかけて斬られている。傷口はあまり深いようには見えないが、出血がひどすぎた。すると横から白い布が現れた。

「寝台の敷布よ」

　その布のところどころがすでに血で汚れていたのは珀蓮自身が鳥代の血にまみれていたからだ。

　その後彼女は、鳥代の頭の向こうに座り込んだ。そして床に頰をつけて苦悶の表情を浮かべる恋人の顔の下にその柔らかな手を滑り込ませると、口づけるように覆い被さった。

　鳥代のどんな小さな言葉も逃さないためだ。広兼はそちらを見ないようにして、敷布を破り、大きい方を傷口にあてて縛った。

　けれどそれもみるみるうちに赤く染まっていく。

「できた！　たぶん……これで、大丈夫だ。鳥代を」

　王伊が言って立ち上がった。目は油断なく今自分が描き上げたばかりの魔術陣を見ている。間違いがないか確認しているのだろう。

「よし、珀蓮。鳥代を運ぶぞ」

「ええ」

　鳥代が魔術陣の上にうつぶせに横たわると、珀蓮は困ったような顔をした。

　それに気付いた王伊が優しく言う。

「駄目だよ。珀はく御ご前ぜんはそこから出て。効果が半分になってしまう。大丈夫だから」

　彼女は唇を嚙むと、鳥代の頰に口づけをしてから魔術陣から出た。王伊が跪き、流りゆう暢ちような西大陸の言葉を唱え始めたので広兼は少し驚いた。

『我が偉大なる始帝の約束を思い出して』

　広兼はなんらかの異常が起きないかと鳥代の周囲を注視した。そしてその時、「離れなさい！」と誰かが叫んだ。
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　葫ゆうがおが魔法を使ったのだと、早さ苗なえにはすぐにわかった。

　その証拠に魔女は突然両腕を抱えて蹲り、何かを抑え込むようにして唸った。その剝き出しの両手に文様が浮かぶ。

「お義か母あ様!?」

　早苗は悲鳴を上げた。

　ルヴァインが指示を出して広ひろ兼かねと王おう伊いが絨毯を剝ぐ。魔術師はすぐに魔術陣を描き始めた。

　珀はく蓮れんが怒鳴る。鳥とり代しろが怪け我がをしているのだ。早苗にはその状況を確認する余裕などなかった。

　葫の中にある時間の魔術が発動すれば、魔女はどうなってしまうだろう。

　その身体の時間が狂い、胎児となって消えてしまうか、老女となって死んでしまうのだろうか。そんなことは許せなかった。

「お義母様！」

　早苗はただ魔女を呼んだ。

　そしてなぜと叫ぶ。

　どうして自分には何もできないのか。

　どんなに頭の回転が速くとも、なんの意味もない。苦しむ大切な人を前に見ていることしかできない。

「お願い……早く……」

　珀蓮の泣きそうな声が聞こえる。

　鳥代は危険なのだろうか。死んでしまうの？

　――お父様のように。

　早苗は気が狂いそうになった。

　心臓はこんなにも叫んでいるのに、どうして自分には力がないの？　この両手は少女の小さな身体を抱きしめることしかできないの？　それだけでは何からも護ることはできないのに！

「嫌よ！」

　早苗は叫んだ。

　そしてすぐ側にいた新しら祢ねがはっ、と息を呑んだのが聞こえた。

「……早苗？」

　彼女は新祢の声に答えなかった。

　腹が熱い。

　早苗は呻いた。

　なに？　と彼女は一瞬混乱する。しかしすぐはじけるように理解した。

　ああ。そうか。

　そうなのだ。

　だから。

　彼女は自分の中に歓喜が湧き上がるのを感じた。

　信じられない。

　なんていい子なの。

　その時葫が顔を上げ、「離れなさい！」と叫んだ。

　早苗はほとんど反射的に新祢を突き飛ばす。すると次の瞬間には魔法が爆発して、澱おりのような闇やみが彼女を包み込んだ。

　早苗は一瞬にして静寂の中の自分を自覚した。

　

　

「……」

　

　

　それは魔女の闇だった。

　かつて彼女が恐怖した闇だ。

　魔女の目の奥の孤独。

　あの時早苗はそれが恐ろしく、そして悲しかった。

「お義母様」

　早苗は確信を持って魔女を呼んだ。

「お義母様」

　手を伸ばす。

　たとえ自分の声が聞こえなくても、伸ばされたその腕が見えなくても、もう怖くはなかった。

　早苗は知っていたからだ。

　この皮ひ膚ふの下で心臓は動いている。

　今日と明日の時を刻むように、二つの鼓動を鳴らして。

「お義母様」

　早苗は泣いた。

　頰を流れる涙は感じられなかったが、彼女は自分が泣いているのだとわかっていた。

　やがてその手がぬくもりに触れる。

　彼女は安堵した。

「よかった」

　早苗はそのぬくもりを抱き寄せ、そして護るようにして抱えた。あの光の平原でそうしたように。

　彼女は魔女を愛していた。

　何百年も生きてきた優しい魔女も。

　そして、この腹に宿ったばかりの小さな魔女も。

　愛していたのだ。

　湧き上がる泉のように際限なく。

　だから彼女は目を瞑った。

　その時闇は突然晴れた。

　そして最初に聞こえたのは、「葫！」と泣きそうに叫ぶ誰かの声だった。








　５　王の魔女







　北の王女はこの上なく美しく微ほほ笑えむと、その薔ば薇らのつぼみのような唇くちびるを開いた。

「いい加減にしないとその傷口に塩を塗ぬり込むわよ」

　あれから五日が経たっていた。

『側にいてくれ』『手を繋つないでいて』『何か話してくれないか？』『食べさせて欲しいな』に続く『接キ吻スして』、という鳥とり代しろの要求に珀はく蓮れんの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おもぶち切れたようだ。

　頰ほおをぎりりと抓つねり上げられて、東の王子は寝台の上でうつぶせになったまま悲鳴を上げた。

「ひたたたたたたた」

「あはは。元気そうだね」

　笑い声に振り向くと、開いていた扉とびらから王おう伊いが入ってくるところだった。

「どう？　不ぶ細さい工くにはなってないかな？」

　王伊は珀蓮の横に来て、鳥代を上から覗のぞき込んだ。包帯でぐるぐる巻きにされた上に珀蓮には理解不能の魔術陣が描かれた紙を貼はりつけられた東の王子は、頰を赤くしながらにやりと笑う。

「男ぶりが上がったともっぱらの評判だ」

「姫君を護まもったんだもんね。名誉の負傷だ」

　王伊が笑うと、珀蓮は不ふ愉ゆ快かいそうに眉び宇うを寄せた。

「やめてちょうだい。この変態が調子に乗るだけだわ」

　北の王宮で鳥代に与えられた一室は広く、隅には簡易的な寝台も用意されていた。あの後医師が呼ばれその治療を受けた鳥代は、二日間高熱を出して三日目に意識を取り戻した。その間珀蓮は彼の側を離れようとはしなかったのだ。昨日から珀蓮も別の部屋で寝起きしているので、簡易寝台は使われていない。

　今日は鳥代が意識を回復してから二日目だ。

　医師は驚いていた。本当なら命を失ってもおかしくない出血量だったし、右腕に通じる背中の筋肉に損傷が及んでいて、下手をすれば右腕が使えなくなっていたところだったという。

　彼の『尋常ではありえない回復力』が、王伊の魔術によるものなのは明らかだった。医師は駆けつけた時床に描かれていた奇妙な模様が患者の回復力に関係しているとは露ほども思わず首を傾かしげるばかりだ。

　自分の新たな力が役に立って、王伊は得意げだった。

「よかったよ。もし鳥代に何かあったら僕はきっと珀はく御ご前ぜんに殺されてたね」

「ああ申し訳ないな。こいつはもう俺にめろめろだからさたたたたたたたた」

　案の定調子に乗った発言をした鳥代の頰をもう一度容赦なく抓り上げてやってから、珀蓮は聞いた。

「早さ苗なえは？」

　とたん王伊の表情が曇くもる。彼はゆっくりと首を振った。

「目が覚めない……。葫ゆうがおもだ。新しら祢ねとルヴァインがずっと話し合ってる。広ひろ兼かねは側を離れようとしない」

　珀蓮は目を伏せた。そして唇を嚙かむ。

　あの時、彼女は鳥代のことで頭がいっぱいで葫に起きたことに注意を払っていなかった。だがそもそも珀蓮の命を狙ねらった男の鳥代への第二撃を防いだのは葫だったのだ。あの魔女は、自分の身体からだに起きる異変を厭いとわずに魔法を使った。鳥代を助けるために。

　男は、死んでいなかった。腕を折られた時に気を失ったらしい。そしてそのまま再び捕らえられた。かつて連れん理りの恋人だったというその男は、連理への愛情と王への憎悪を変質させて醜みにくく凝こり固まったものを抱いて生きていた。

　彼を夫としていた香か林りんは、五年前に本当に結婚していて、その夫は食材を仕入れに国を出たまま戻らなかったのだという。同じように食材を仕入れに国を出た際、沈じん瘡そうに罹かかり記憶を失った（と自称していた）哀あわれな男に出会った彼女は、その男を夫として国に連れて返った。男は帰ってこない夫に似ていた。愚おろかしい感傷だ。

「……子供がいるっていうのは本当なのか？」

　鳥代が王伊を見上げながら聞いた。誰だれに、とは言わない。王伊はどこか苦しそうな顔で答えた。

「推測だよ。あの状態じゃあ、医師に見せることもできないしね」

　鳥代は首を振る。

「葫の正体に王が気付いていないことが救いか……」

　東の王子のこの言葉に、珀蓮は顔をしかめた。

「あれ？　鳥代聞いていないの？　北の王陛下はあれが葫だってことを知ってるよ」

　王伊が答えた。

「ルヴァインの魔術陣が完成した後すぐあの部屋に飛び込んできたんだ。医師を呼びに行った女官が知らせたんだと思うけど。……驚いたことに、王は一目見てそれが葫だって気付いた。もしかしたら、あの方には魔術師としての才能があるのかもしれない。どうも、魔力を見ているとしか思えないんだ。言い方がね」

　鳥代は顔を上げた。眉み間けんには怪け訝げんそうに皺しわが寄せられている。

「馬ば鹿かな。ならなんであの馬鹿王が葫をそのままにしてるんだ。無理やりにでもどうにかしようとしそうだろう」

　西の王子は肩をすくめると苦笑した。

「さすがよくわかってるじゃないか」

「……広兼が、お父様を殴りつけて気絶させたのよ」

　珀蓮は呻うめくように言った。見ると、その目には怒りが浮かんでいる。彼女は今にも舌打ちをしそうだった。

「お父様がその場をめちゃくちゃにしてしまいそうだったから……広兼は近くにあった椅い子すを摑つかんでお父様を殴りつけたの。信じられないわ。一国の王よ？　わたくし、お父様は死んでしまったと思ったわ……」

　鳥代は困惑して王伊に視線を戻した。王伊は鳥代の心配を読み取って首を振った。

「広兼は狂ったわけじゃないよ。どうも北の王を殴りつけたのも冷静に判断した上の行動みたいだね。あの場で王を一発で黙だまらせる方法は他になかったし、北の王の好きにさせていたら状況はひどく混乱していただろう」

「……それでなんで、俺達はここで悠長にしていられるんだ……？」

　五日が経っている。王の怒りは大地をゆるがすほどになっているだろうし、少なくとも広兼は、問答無用で追い出されていてもおかしくはない。

「折よく嵐らん座ざ公こう爵しやくが戻っていらっしゃったんだ。それに広兼がうまく牽けん制せいした。北の王陛下は何をするかわからない。早苗と葫を無事助けるためには、近づけさせない方が賢けん明めいだろうね」

「方法があるのか？」

「広兼はもどかしそうだ。魔女としての知識は新祢に、魔術師としての知識はルヴァインには及ばない。僕も中途半端だしね。二人に頼るしかないんだ。本当なら僕は新祢にはもう少し休んで欲しいんだけど……」

　そう言うと、王伊はため息をついた。

　珀蓮ははっとして顔を上げた。

「鳥代」

　東の王子は両腕に力を入れて、身体を起こそうとしているようだった。まだ傷は痛むはずだ。額ひたいには脂あぶら汗あせが浮いている。

「何をしているの？　寝ていなさい」

「俺は破は魔まだ。何かできるかもしれない」

「やめておいた方がいい。鳥代はまだ動ける身体じゃないし、それこそ何があるかわからない。今智ち莢さやを呼んでるんだ。破魔の力の行使は、君の妹がやってくれる」

　王伊が諌いさめた。すると両腕を伸ばしきって上半身を支えた状態で、鳥代がため息をつく。珀蓮が彼の腕に触れると少し震ふるえて汗ばんでいた。

「そのわけのわからない状態に俺は妹を近づけるつもりはないし、そのわけのわからない状態に早苗嬢と葫殿が置かれているのをそのままにしておくつもりもない。昨日よりだいぶ調子はいいんだ。お前の魔術のおかげでな。いいから手伝ってくれ。でないと俺は一人でも行くぞ」

　鳥代の声は揺るぎなかった。王伊が珀蓮を見てくる。彼女は頷うなずいた。鳥代の気持ちが痛いほどわかったからだ。彼は早苗と葫の現状に責任を感じている。そしてそれは、珀蓮もまったく同じだった。

　王伊は息を吐くと、鳥代の身体と寝台の間に滑すべり込むようにして自分の背に彼を乗せた。

「いてぇ！」

「うるさいなぁ。我慢しなよね。僕だって男を背負うなんてごめんなんだよ」

「ああ。ごつごつしてる。まったくこれっぽっちも気持ちよくない」

「落とすよ？」

「ごめんなさい」

　珀蓮は先に寝室を出て廊下への扉を開けた。そして廊下に出ると、すぐ隣の部屋の扉をそっと叩たたく。中からの返事を待って、彼女は扉を押した。

　そこは五日前、珀蓮が奥宮から移動させられたあの客間だった。

　部屋の手前にあったはずの鳥代の血痕は綺き麗れいに拭き取られている。広兼と王伊が剝はいだ絨じゆう毯たんはすでに運び出されていて、室内には椅子が数脚あるだけだった。

　部屋のほぼ中央よりもっと奥寄りの床に、魔術陣が描かれている。手前のもうほとんど消えかかっているそれは鳥代の治療のために王伊が描いたものだった。奥のものが鮮明なのは、後から墨すみでルヴァインが描き直したからだ。木炭のままでは少しこすっただけで消えてしまう恐れがあった。

　広兼は椅子に座らず、その魔術陣の向こうの壁際の床に直接座り込んでいた。

　片膝ひざを立てて、その膝に置かれた両手に半なかば隠れた顔がやつれたように見えるのは錯さつ覚かくではないだろう。彼はあまり食事をしていなかった。そしてその目はただ一点を注視している。

　彼のその視線の先には半透明の球体が浮かんでいた。

　半透明というより、濁っていると表現した方が正しいだろう。まるで雨が降り出す前の雲を内包したようなその球体の中には、けれど雲間から下界を照らす太陽のような金色が見えた。

　葫をその腕に抱いたまま、早苗はその中で目を瞑つぶっていた。

　これを見るたび、珀蓮は叫さけびだしたくなった。ここから出してと。あの娘をここから出せと。

「……これは」

「魔法だそうだ」

　呆ぼう然ぜんとした様子の鳥代の呟つぶやきに王伊が答えた。そしてその時初めて、広兼の視線が動いた。ぎらぎらとした輝きを失わない賢者の王子の双そう眸ぼうは、鳥代をとらえて笑う。

「……よう。死に損そこねたか」

　鳥代は小さな声で降ろしてくれと王伊に言った。王伊はゆっくりとその場に膝をつくと、鳥代を背中から降ろした。

　今度は珀蓮が鳥代の腕を取り、その体重を支える。彼女には少々重かったが、それから逃れたいとは思わなかった。

「ずっとこうなのか」

　鳥代は問うた。

「ずっとこうだ」

　広兼が答えた。

「あの魔術陣のせいでこうなっているのか？」

　鳥代は墨で描かれた魔術陣を見た。

「違う……。とルヴァインは言っている。あの魔術陣がこの状況を作り出したにせよ、この状況を保っているのは魔術のせいじゃない」

　五日間。

　早苗と葫はあの中にいる。

　食事も排はい泄せつもしていない。それは生きていると言えるのだろうか。二人とも生きている、と断言したのはルヴァインだった。新祢はわからないと言った。けれど唯一ルヴァインと新祢に共通していたのは、そこに葫以外の魔力が存在していると断言した点だった。

　そしてルヴァインは、その魔力は早苗から発せられていると結論づけた。

　正確には、早苗の腹からだ。つまり早苗の腹に宿っている子供から。

　珀蓮は慎重に鳥代の表情を観察した。

　彼は目を細めて球体を見ている。

「……ああ」

　鳥代は呟いた。嘆たん息そくのようにも聞こえた。まるで何かの神秘を覗いてしまったかのようだ。その目は眩まぶしげに細められている。

「間違いない……早苗嬢のお腹なかにいるのは……魔女だ」

　彼のその言葉は、少なくない衝撃をその場にいた全員に与えた。

　鳥代は東の国の王子だ。塩と砂糖の違いを指摘するように魔女とそうでない人間の違いがわかる、破魔の王子。彼の言葉は、その場にいた王族達にとっては魔術師の言葉よりもずっと信頼性が高い。

「……信じられないな。魔女は……本当はこういう存在なのか？」

「どう見えるんだ」

　広兼は少し苛いら立だった様子で聞いた。

「光そのものだ」

　鳥代はすぐに答えた。

「早苗の腹に？」

　確認するようなこの問いに、鳥代はいっそう目を細めた。見えないものを見ようとするように一歩足を前に出す。珀蓮は彼についていった。鳥代は触れられるくらいその球体の側に寄って、そしてやっと答えた。

「そうだ……」

　広兼が呻いた。

「この魔法はなんなんだ？　解といていいのか？」

　言いながら、鳥代は手を伸ばそうとした。

「待ってください！」

　それを寝室から飛び出してきたルヴァインが止めた。広兼と同じようにこちらも少し痩やせたようだが、目は爛らん々らんと輝いている。

　魔術師の後ろから新祢が現れた。彼女の顔にも疲労の色は濃い。王伊はすぐに彼女の側に行った。

「その魔法を解いてはいけません。彼女達はその中で仮死状態にある可能性が高い」

　魔術師のこの言葉に、広兼がぱっと顔を上げた。彼は一瞬愕がく然ぜんとした顔をして、立ち上がるとルヴァインに飛びかかりその勢いのまま彼の胸倉を摑つかんで壁に叩きつけた。そして唸うなる獣けもののような声で言う。

「仮死状態だと？」

　珀蓮も初耳だった。

「早苗さんは生きていると言ったのは噓うそか？」

　王伊の声も怒りを帯おびている。

　その場に渦うず巻まきかけた不穏な空気に、魔術師は慌あわてて答えた。

「う、噓じゃありませんよ。噓じゃありません！　早苗……様は生きています！　ただ生命機能を極限まで抑えてるんですよ。お腹の子供を通して、葫殿に魔力を注ぎ込むために……」

「魔力を注ぎ込むですって？」

「落ち着くのじゃ、広兼」

　言ったのは新祢だった。

　彼女はその赤い双眸に静かな光を宿したまま、じっと賢者の王子を見つめた。

「早まるな。話を聞け」

　広兼は今にもルヴァインに嚙かみつきそうだった。ルヴァインの発言によっては、彼の代わりに自分があの魔術師の役立たずな指を切り取ってしまってもいいと珀蓮は思った。

　広兼は突き飛ばすようにしてルヴァインから手を離した。そして無言のまま、もとの位置に戻りまた座り込んで膝を立てる。けれど視線は睨にらむようにして魔術師を見ていた。

　ルヴァインは息を吐いた。

「まず状況を整理しましょう。あの時、葫殿の魔法が爆発して、早苗……様はその魔法の中に取り込まれた」

　離れなさいと叫んだ声に珀蓮が顔を向けた時には、あの魔女の闇やみはすでに自分自身ごと早苗を覆おおっていた。新祢がそれから逃れたのは早苗が突き飛ばしたからだ。

「その後すぐに僕の、魔術を停滞させる、つまり契約休止の魔術陣が完成し、葫殿の中で暴れていた時間の魔術が止まった。そして二人を取り囲んでいた黒いものは次第に小さくそして薄くなり、最終的に今の状態になった」

　珀蓮は再び目の前にある球体に視線を移した。

　早苗も葫も、触れられるほど近くにいる。今話しているこの声は聞こえているのだろうか。二人は眠っているかのように、動かない。

「葫殿が魔法を使うことでこの魔術が活性化したのは、そもそもこの魔術の発動条件に魔法の行使……もっと根源的に言えば魔力というものが関係していると考えられます。ではなぜ魔法を使わないと魔術が動きださないのか？　葫殿は強大な魔力の持ち主です。たとえば発動条件が魔力であった場合、彼女が魔術を自分の内側に閉じ込めた時点で魔術はその効力を発揮してもおかしくはなかった……」

　言ってから、ルヴァインは窺うかがうように新祢を見た。疲れた様子の彼女は王伊に寄りかかるようにして立っていたが、魔術師に促うながされて口を開いた。

「……魔力と生命力は違う」

　二百年前の王女は目を伏せ、託宣を告げる巫女のように言った。

「広義では生命力も魔力と呼ぶが、狭義での『魔力』、外部へ影響を及ぼす厳密な力とは、魔女が体外で操る力のことじゃ。この大地の上に漂っている高次の物質を魔女は自分の魔力に変換し、それを自分の内側に生命力として溜ため込む。その方が保持できるからじゃ。そして魔法を使う時だけ、その生命力を『魔力』に換え、媒ばい介かいを通して力を行使する。許容量の高い魔女であれば、『魔力』を自分の体内に閉じ込めておかなくても保つことができる……」

　ここで彼女はため息をついた。彼女の疲れを感じ取ってか、ルヴァインは後を続けた。

「……つまり、生命力しか存在しない体内に閉じ込められている間、魔術は発動しない。魔法を使うためにその力を『魔力』に変換しようとした時にそれは発動し、葫殿の身体の時間を狂わせる。そのせいで魔法は暴走する。彼女の驚異的なところは、その魔術の発動を、おそらく力ずくで……その体内の莫大な生命力でもって力ずくで抑えつけようとしたことですね。『魔力』は魔法の暴走のせいで体内に補給できない。そのせいで彼女は体内の魔力とも呼ぶべき生命力を一方的に、それも大量に消費し、魔術が発動を止めた今も自力でそれを回復できないところにまで弱っている……あるいは、本当に、命を削けずったのかもしれません。死にかけていた可能性が高い」

　鳥代の手が強く珀蓮の肩を握った。

　以前鳥代が介入した時魔女は体内の魔術を抑え込んだ。あれは鳥代が魔法を破ったために、魔力を生命力として体内に供給することができたからか。

　ルヴァインはゆっくりと歩きだした。球体のすぐ前で止まると、そっとその手を伸ばして、それに触れる。驚いたことに、その手は球体の内側にすんなりと入った。珀蓮は息を呑のんだが、鳥代以外の誰も驚いていない。知っていたのだ。

　だが魔術師はすぐに手をそこから抜いた。そして特に変化の見られないその手のひらをじっと見る。彼はため息をついた。

「これは早苗の腹に宿る赤ん坊の魔法だ……」

　口調が変わった。その声は感動に震えているようだった。

「この中はひどく暖かい……まるで羊よう水すいの中のようです。この子は、母親が子供に母乳をあげるように、自分の魔力を葫のものに変換し、与えている……」

「与えている？」

　王伊が繰り返した。彼はその言葉にひどく違和感を抱いているようだった。

　新祢が首を振る。

「仮説じゃ。ただそうとしか考えられぬ。あの中は魔力の坩堝るつぼじゃ。早苗の……特に腹部のあたりに集中して魔力が満ちておる。そしてその魔力は……妾わらわもルヴァインもずっとその流れをこの目で追ってみておったが……それは、自みずから分解と変換を経て葫のものとなっているように見える」

「そんなことが可能なの？」

　まるで魔力そのものが意思を持っているかのように聞こえて、珀蓮は思わず問うた。

「可能かどうかはわからぬ。魔女にとって自分の魔力を他人に奪い取られるのは屈くつ辱じよく以外の何ものでもないのじゃ。自分の魔力を他人に分け与えようと試みた魔女など聞いたことがない」

「考えられないな……。僕の……知識の中でも、魔女はそんなことをする存在じゃない」

　王伊は不可解なものを見るように早苗と葫の眠る球体を見た。

「ただ二人がこの中で生きているのは確実だ」

　ルヴァインははっきりと言った。

「魔女が死ねばその魔力も消える。葫殿の魔力が感じられる限り葫殿は生きているし、もう一つの魔力が早苗の赤ん坊のものなら早苗も生きているはずだ。いくら魔女だからって母体が死ねば胎たい児じも死ぬ」

「五日間この中だけで生きておるのじゃからな、妾が二百年間そうであったように冬眠か、仮死のような状態であると考えるべきじゃ」

　珀蓮ははっ、とした。そうか。新祢は二百年間ただ眠り続けていた。今の二人のように何も食べず何も排泄せずに。それは仮死に近い状態だったのか。

「葫が回復すれば魔法は解けるのか」

　その時やっと広兼が口を開いた。

　彼はルヴァインをじっと見ていた。魔術師は微ほほ笑えむ。

　ただの知識欲で、この魔術師が寝る間も惜しんでこの結論を導き出したとは思えなかった。早苗と魔女を案じている。それはたぶん間違いのないことだった。

「はい」

「……」

　噓だ。

　珀蓮は直感的にわかった。

　魔術師だってそんなこと確信していない。この結論を導き出して話すのに五日も時間がかかったのは、結局確実なことが一つもないからだ。様々な推測と仮説を重ね、一番希望のある結論を選び取ったに過ぎない。

　そして自分が気付いたことに、広兼が気付いていないはずもないことも彼女にはわかっていた。

　けれど彼はただ黙って立ち上がった。

　そしてこちらに、早苗の方に歩いてくる。珀蓮は鳥代と一緒に下がった。手近な椅子に鳥代を座らせる。鳥代はすでに大量の汗をかいていたし、身体も少し熱かった。本当なら寝台に無理やり戻したかったが、彼が決してそうしないのはわかっていたから何も言わなかった。

　広兼は、おそらくこれまで何度もそうしたのであろう、躊躇ためらいのない仕草で両手を球体の中に伸ばした。そしてその手が早苗に触れる。

　触れられるのだ。珀蓮は唇を嚙んだ。

　彼は早苗の鼓動を探すように首筋を撫なでる。

「俺は……」

　珀蓮は目を丸くした。

　広兼が、怒っているように見えたからだ。

　ただでさえ悪い目つきがさらに悪くなっている。考えられない。早苗の前ではいつも借りて来た猫のような大人しさだったというのに。

　彼は、憎ぞう悪おさえ抱いているかのように妻を睨みつけてまるで地の底から響くような低い声で言った。

「あなたのそういうところが大嫌いだ……！」

　予想だにしなかったその言葉に、珀蓮は唖あ然ぜんとして口を開けた。

　球体の中で早苗は目を瞑ったままだ。穏おだやかにさえ見える妻のその表情を、広兼は目を吊つり上げて凝視している。

　彼は続けた。

「それで俺がどんな思いをするか知ってるくせに、自分を犠ぎ牲せいにして誰かを助けることを躊躇ためらわない！　わがままで自分勝手な灰かぶりシンデレラ！　もううんざりだ……。あなたはいつだって俺以外の人間ばかりを気にかける。俺がそれを気に入らないことくらい、あなたはわかっているはずだろう？　いい加減にしてくれよ。あなたは……」

　広兼は呻いた。彼の手は早苗の肩を強く握った。

「言ったはずだ！　信じろと……、後悔はさせないと！」

　広兼の腕に力が籠こもる。彼女を引きずり降ろそうとしているのだ。けれどまるで見えない鎖くさりで固定されているかのように早苗も腕の中の魔女も動かない。

　ぶち、という音が聞こえたのは気のせいだろう。けれど明らかに、賢者の王子の堪忍袋の緒はその時ぶち切れたようだった。彼は怒ど鳴なった。

「っつーか、俺のガキならとっととそんな魔女一人くれぇ生き返らせろよ！」

　その怒号に、部屋が震える。

「ちんたらしてんじゃねぇ！　降りてこい！　くそ、このクソガキ！　今すぐ降りてこねぇと……その魔女引き剝がして八つ裂きにすんぞ!!」

　珀蓮は唖然とした。

　賢者の王子がこんなふうに怒っているところを初めて見たからだ。

　そして、その異変に最初に気付いたのは魔術師だった。

「……まさか」

　次いで新祢が零こぼれ落ちそうになるほどに目を丸くする。

「魔力が……」

　珀蓮ははっとした。彼女の目からもわかるほどに、球体がうごめいていた。密度の高い魔力の中で、早苗の金色の髪と葫の黒髪が混じり合う。

「なに？」

　彼女は不安になって鳥代の手を摑んだ。

「はは……」

　笑ったのは王伊だった。

「聞こえたんじゃない？　広兼の『ガキ』に」

　広兼は目を見開く。

「ぐ……」

　彼は呻いた。

　みるみるうちに青ざめていく。少し腕を突っ張っているように見えた。

「……抜けないのか？」

　鳥代が疑問を口にする。

「……ちょっと、危ないんじゃなくて？」

　まるで広兼から何かが吸い取られているようだ。そのことに気付いてルヴァイン達が広兼に駆け寄ろうとした時だった。

　ぱんっ！　という風船が割れるような音が部屋に響いた。

　そしてあっ、と思う間もなく早苗達を包んでいた球体が消えて一瞬宙に浮いた早苗と葫は、「ちょ」という呻き声だけ上げた広兼の上に容赦なく落ちた。

　どさどさ！　という音に、その場にいた全員の声が被かぶさった。

「広兼！」

「早苗！」

　鳥代を置いて、珀蓮も彼らに駆け寄る。一番近かったのはルヴァインだ。

　広兼は完全に早苗と葫の下敷きになっていて、早苗は目を瞑ったまましっかりと葫を抱きしめていた。葫もまた瞼まぶたを閉じたままだ。

　ルヴァインと新祢が素早く早苗と葫の鼓動を確認した。そして二人のその表情から疲労が消え、その代わりに歓喜が湧わき上がった時、珀蓮は声を上げた。

「二人とも生きているのね!?」

「ちょっと待って、広兼が死んでるかも」

　王伊が言って、すっかり青い顔をして目を回してしまっている広兼の鼻と口の上に手を置いた。生きていたとしても窒ちつ息そくするのではと珀蓮は思った。

「あー。息はしてるっぽい。微かすかに」

「しばらく立ち上がれぬかもしれぬな。おそらく広兼の中の生命力を限界まで奪い取ったのじゃ……無茶をする」

　新祢が息を吐いた。

「医師を呼ぶわね」

　と珀蓮は立ち上がった。そして振り向くと、彼女は悲鳴を上げた。

「鳥代！」

「うぐぐぐ。お前らずるいぞ。俺もその輪に入れろ……」

　彼女の恋人は床に這はいつくばっていた。

「馬鹿じゃないの！」

　と珀蓮は目を吊り上げて怒鳴った。
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　王はようやく痛みがなくなってきた後頭部に包帯だけ巻いて大人しく執しつ務む机づくえに向かっていた。

　執務室に山となっていた書類は着実に減っていて、今は通常の分量に戻っている。ぴりぴりとした室内にいるのは王と、王弟である嵐らん座ざ公爵だけだった。

　厳いかめしい顔つきとがっちりとした体格でもって軍人にも間違えられる嵐座公爵は、ぴしりと背筋をまっすぐにのばして椅子に座ったまま、今署名をしたばかりの書類と左手に重ねていた処理済みの書類を一緒にして机の上でとんとんとまとめた。

　彼は王の執務机の上の書類をちらりと見て少しも表情を動かさないまま口を開く。

「そろそろ一段落着きましたね」

「四日間もこの部屋に軟なん禁きんされてりゃそりゃ片付くだろうよ」

　王は低く毒づいた。

「休憩にいたしましょう。茶ちや菓が子しでも用意させますよ」

　公爵は書類を手に持ったまま王に答えず立ち上がった。自分よりもずっと背の高い弟を、王は憮ぶ然ぜんとして睨みつける。

「お前もう一回国出て外交してこないか？」

「国を出て処理をしなければいけない懸案事項はすべて処理済みでございます」

　公爵は一いつ蹴しゆうすると、黙って部屋を出て行ってしまった。

　王は手に持っていた羽根ペンを投げ出した。そして椅子からどかりと足を投げ出し、書類の上に頰ほお杖づえをつく。

　五日前、目を覚ますと彼は寝台の上にいた。

　身体を起こすと後頭部がずきずきと痛んだ。その痛みのせいで気を失う前の状況を思い出し、王は歯ぎしりをした。何者かが彼の頭を殴りつけたのだ。彼はそれが誰かを見ていなかったが、あの場にいた誰かなのは事実だ。

　王は異常事態を報しらせにきた女官とたまたま廊下の途中で会って、急いで部屋に駆けつけた。

　しかし室内を見てもすぐに状況を理解することはできなかった。床に描かれていた奇妙な文様、そしてその上に倒れた男。おびただしい血痕。

　あの場にいたのは珀はく蓮れんを除外すれば、西か南の王子か、見たことのない金きん髪ぱつ碧へき眼がんの男。そしてその男と同じ髪と眼の色を持つ娘は……その腕に少女を抱えて不可思議な球体の中にいた。

　その時王は思い出した。そうだ、あの少女。

　一目でわかった。

　たった一人の女。

　王は寝台から降りると大声で人を呼びつけた。しかしやってきたのは、仕事で国をあけていたはずの弟だった。

『お呼びでしょうか陛下』

『嵐座！　貴様、いつ戻った』

『昨夕でございます。陛下、どうかお静かになされませ。今は夜中でございます』

　この弟は図体はでかいし軍人のように厳つい顔をしているくせに自分に対しては妙に慇いん懃ぎんで、王はそれが気に入らなかった。

『そんなこと知るか！　嵐座、葫ゆうがおが戻ったのだ！　葫はどこにいる!!』

『陛下。お静かになされませ』

『これが静かにしていられるか！　珀蓮はどこへ行ったのだ！』

『東の王子殿下がただいま昏こん睡すい状態でございます。珀蓮様はそのお側にいらっしゃいます』

　王は東の王子が血まみれで倒れていたのを思い出した。そして一気に冷静になった。

『……死にそうなのか』

『医師が言うにはその心配はないかと。まだはっきりとはわかりませんが』

『あの男が現れたのか』

　事態を報せた女官は、不審な男が現れたのだと言っていた。

『はい。こちらは無事捕ほ縛ばくしてございます。何やら腕が折れておりましたが命に別状はありません』

『……そうか』

　王はようやく安あん堵どの息をついた。

『厳重に捕まえておけよ。自殺はさせるな。私が後で会う。あの場にいた他の者達は？』

『広ひろ兼かね殿下、王おう伊い殿下、新しら祢ね妃殿下、それにルヴァイン＝イアスという異大陸の者と奇妙な球体は、陛下が珀蓮様にお与えになった部屋から出られておりません』

『その球体だ!!』

　王は再び激げつ高こうした。

『その中に葫がいたのだ！　我が妻が！　嵐座、何をぼうっとしている！　早く葫を連れてこい！』

『お言葉ですが陛下、我々はあの部屋には踏み込めません』

『何を言っている！　ここは私の王宮だ！　踏み込めない場所などなかろうが!!』

『残念ながら陛下、昨夕よりあの部屋のみ南の国の領土となりましてございます』

　王弟公爵のその言葉に、王は一瞬思考を止めた。そして言葉の意味を理解するなり、不安そうな顔をして弟の顔をじろじろと見る。

『お前……大丈夫か？　頭でも打って戻ってきたのか？　私が働かせすぎたか？』

　しかし嵐座公爵は顔色一つ変えなかった。

『頭は打っておりませんし、十分な休養もいただいております。広兼殿下から、向こう一年間の乾物類の関税緩和と我が国から南方三国への毛皮の輸出拡大と引き換えに、あの部屋を一ヶ月間南の国の領土として扱うという取引を持ちかけられました。明らかにこちらにとって有益な取引であると判断したため了解し書類も作成いたしました』

『なんだと……？』

　王は呆然とした。これまでこの弟公爵が、ここまで王の意思をないがしろにして行動したことは一度もなかったのだ。

　それなのになぜ、よりにもよって今！

『なぜそんなことをした!!』

『恐れながら陛下』

　それまでずっと臣下らしく、わずかに目を伏せ決して正面から王を見なかった嵐座公爵は、この時やっとまっすぐに王を見み据すえた。王はぐっ、と息を呑む。

　弟のその目に、今までにない剣けん呑のんな光を見て取ったからだ。

『私も拝見しましたがあの状況は我々には手に負えないものであると存じます。もし本当に王妃殿下をその手に取り戻されたいのでしたら、ここは広兼殿下らにお任せするべきでございましょう。……陛下』

　王は驚いた。

　公爵が突然その場に膝をついたからだ。そして優秀すぎる王弟は、何かを悔いるように言葉を絞り出した。

『……これまでのこと、大変申し訳ございませんでした。亥い縒よりが、葫様に叱しつ責せきをいただき、我々の目も覚めました』

『葫が……？』

　王妃の名前を聞いて、王ははっ、とした。

『お前、葫と話したのか』

『私ではなく妻が。あの姿をした葫様と、お言葉を交わしたそうでございます』

『……』

『陛下』

　嵐座は顔を上げると微笑んだ。

　王はまた言葉を失った。弟がこんなふうに笑うところを見たのは、実に数十年ぶりだったからだ。

『葫様を、大切になされませ』

　王は顔をしかめた。

　葫を妻に迎えると決めた時、嵐座をはじめ、王の周囲の者は皆反対した。それは彼女が怪あやしすぎたからだし、彼女が本当には王を愛していないことは明らかだったからだ。

　葫は王を愛していると口にしてはいたが、その双眸に恋れん慕ぼの情が映っていないことを知らない者はいなかった。知らなかったのは本人くらいだろう。魔女は愛情というものを理解していなかった。

　しかし王はそんな魔女を愛していたのだ。

　彼女の美しさと、無知と、孤独と、そして強きよう靭じんさを。

　そして嵐座は言った。

『これから私が留守にしていた間溜めていらっしゃった政務をすべて片付けていただきます。特にここ数日の分はほとんど手をつけていらっしゃらないご様子でしたね。次にこの部屋を出る時は執務室まで私が責任を持ってご案内いたします。その後は執務室に溜まっている書類がすべて片付くまで私がずっとお側でお手伝いいたしますのでそのつもりでいらっしゃいませ。さて、どうされますか？　まだ夜中ですが、起きられますか？　もう一度お眠りになりますか？』

『……』

　王は低く呻いた。そして恨うらめしく弟を睨みつける。

　嵐座は仕方がなさそうに笑っていた。

『本日からはもう、陛下がどんなわがままをおっしゃっても無駄です。私はあなたの弟だ。あなたに厳しくする権利と義務がある』

　葫がいったい亥縒に何を言ったのか、王はひどく気になった。現時点ではそれがひどく余計なことであったように思えたが、彼は深く息を吐くことしかできなかった。

　それからは本当に地獄だった。嵐座は宣言通り片時も王から離れなかったし、王は執務室から出られなかった。例外は、罪人の男に会った時だけだ。

　罪人に会うための部屋で、王は冷たく男を見下ろした。男は獣のようにぎらぎらと光る眼球で王を睨みつけていた。もはやその口から出てくる声はまともな言葉にもならないようで、ただ低く唸るだけだった。

　恋人を奪われ、すべてを失った男の末路だ。

　連れん理りが愛した恋人はもうここにはいないのだろう。

　王は憐れん憫びんさえ覚えて、男とは言葉を交わさなかった。そして獄ごく塔とうに入れて、今度こそ一生出さないよう命じた。この男を国内に入れたという調理師の女は、嵐座の助言を聞いて王宮での職を罷ひ免めんしただけに留めた。

　王はつまらなそうな顔で目を伏せる。そして執務机の上から二番目の引き出しを開けると、その奥から一冊の本を取り出した。

　表紙にも背表紙にも一切の題字がないそれは、日記だった。

　以前、春迎祭イビターの時に早さ苗なえから手渡されたものだ。葫に渡してくれと頼まれたそれを、王はずっと持っていた。もちろん中身はもう読んでいるし、葫に渡してもいなかった。

　早苗の依頼を果たす前に当然のように内容を確認した王は、本を閉じた時には妃に渡す気をなくしていたのだ。

　くだらない日記だ。ある男が、日々の生活の中に、その妻と娘達への愛情を綴つづっている。

　これを読んだ後に調べさせると、早苗の継まま母ははであった女はどうやら葫で間違いがないようだった。それを知った時王は嫉しつ妬とで気が狂いそうになったが、やがて別の結論が彼の中に生まれた。

　自分には、致命的な欠陥があると。

　鵜う円えんという男の話は黄き臣おみから聞いたことがあった。

　平凡で穏やかでそれなりに才能があった商人だ。男は妻を一度亡くして、再婚した。そして再婚した女が連れていた二人の娘も、自分の実の娘と同等に家族として迎え入れた。

　自分には不可能なことだ。

　王はそう思った。

　妻や娘に、穏やかな愛情を隔へだてなく注ぐことなど。

　この五日間。

　珀蓮は片時も東の王子の側を離れず、王はこの執務室に軟禁されてから娘の顔を見ていない。

　けれど彼は、そのことにわずかな不満こそ覚えても、怒りと呼べるような激情を感じなかった。

　葫の姿を見た時から、少し前まで娘に対して狂いそうなほどに抱いていた感情が薄れている。今の彼なら、珀蓮の命を狙う者が現れたとしてもああまで無茶な警備を敷いたりはしなかっただろう。もう少し冷静に対処できるはずだ。

　王は今、ただただ葫をこの手に抱きしめたいと思っている。

　彼の中の愛情の器は間口が狭く底が深すぎるのだ。今そこは妻に対する感情で満たされている。

　娘の腕の中で目を瞑っていた魔女。

　幼い少女の姿になっても、あの美しさは変わらなかった。ゆらゆらと彼女を取り巻く強すぎる力。毒のようなそれは、けれど彼女を引き立たせる役割しか負わない。

　執務をしている間締め出していた感情が、彼を苛立たせた。

　今、葫はどうなっているのだろう。

　賢者の王子は何をしている？

　あの場にいた金髪碧眼の男は西大陸の魔術師なのだという。その男が何かできるというのだろうか。王は苛立ちのままとんとんと机を叩いて、そしてしばらくしてたまらずに立ち上がった。

　取引など知るか。

　自分の妻に会うのに許可がいるはずがない。

　しかしその時、計ったように扉が叩かれ、それは返答を待たずに開かれた。

　入ってきたのは嵐座公爵だった。

　その顔は相変わらず岩のように硬い。けれど王は、長年の付き合いゆえにその表情のわずかな変化に気付いた。

「陛下。葫様はご無事でございます。今はお部屋の方に……」

　弟の言葉をすべて聞かずに、王は執務室を飛び出した。

　自分という人間に誰かを幸せになどできるはずがない。

　あの日記を読んで、王はそれを痛感した。

　あんなにも柔やわらかで穏やかな愛情を注ぐことなどできない。自分は狂っているのだ。わかっている。珀蓮は犠牲者だ。自分は誰かを壊すようにしか愛せない。

　けれどあの女ならば。

　と王は思う。

　受け止めてくれるのではないだろうか。

　魔女ならば。

　誰よりも強靭な女。

　人ではない異能者だからこそ、自分がどんなに感情をぶつけても壊れたりはしないだろう。

　そしてそれゆえのあの孤独と闇を。

　理解できるのもおそらく自分だけだ。

　迷いなく王妃の部屋にたどり着く。通い慣れたその部屋に、王は無ぶ遠えん慮りよに踏み込んだ。

　嵐座が運ばせたのなら、この部屋以外にないと確信していた。有能な弟は、人払いまでしてくれていたらしい。

　匂い立つような彼女の持つ空気。

　それが寝室の手前まで香ってきて、王は頭の中が焼けるようになった。

「葫」

　そして王は寝台の妻の元へ歩み寄った。

　帰ってきたのだ。

　彼女が。

　幼い顔。まるで本当に、無む垢くな少女のようだ。頰はほんのりと赤く、布団の下の胸は微かに上下していた。

　王はその場に跪き、そっと妻の額に触れた。

　その温かさがしびれるように王の全身に響いて、彼は歓喜に満たされるのを感じた。

　やっと戻ってきたのだ。

　そう思った。

「……葫」

　――彼の魔女が。
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　あとがきと小話




　お手にとっていただきありがとうございます。

　こんにちは、初めまして。山やま咲さき黒くろと申します。

　ラブとコメがちょろっとずつ入った乾酪チーズです。

　つい先日この巻の表紙を担当様に見せていただいたのですが、三人王子がこの麗うるわしい姫君達の絵姿を手に入れてうはうはしているところが想像できます。そしてたぶん巷ちまたの娘達の間ではお守りとして流行します。これを持っていると素敵な王子様に会える、という尾ひれがついて、商人が儲もうかります。

　小話は北の王夫婦の昔の話です。現在私が運営している小説サイト『二丁目七番地』では、１００のお題の一つとして西の王夫婦の昔の話を公開中です。あとビーズログさんのモバイルサイトでは、王子達の昔の話も配信中です。昔の話ばかりで申し訳ないです。未来の話もしたいです。

　今年は感想や励はげましのお手紙をいただいた方々に年賀状を送らせていただきました。突然山咲黒なる人間から年賀状が来ても驚かないでいただけると嬉しいです。もし手紙を送ったのに年賀状が届いていない、という方がいらっしゃったらご一報くださいませ。申し訳ございません。

　今回、ページ数の大幅な増加に伴いご迷惑をおかけした担当様、営業様を始め、綿菓子のような素敵な表紙と挿絵を描いてくださった起家先生、デザイナー様と書店様とこの本に関わったすべての方々、そしてそして、この本を読んでくださったすべての方々に、心から、ありがとうございます。

　これからも頑張りますので、どうぞよろしくお願いいたします。








山咲黒










　＊＊＊蓮の花＊＊＊




「あんたもいい加減しつこいわね」

　連れん理りは両手を腰にあてて男を睨にらみつけた。

「言ったでしょう？　私には恋人がいるのよ」

　すると男はくっくと笑う。

「恋人？　あの冴さえない商人の息子のことかな。あんな男にそなたはもったいないだろう。私と来い。退たい屈くつはさせない。約束しよう」

　そう言って男は連理に手を差し伸べる。しかし彼女はそれを一いち瞥べつしただけで、決してその手を取ろうとはしなかった。

　そもそも連理は目の前の男の素す性じようもよく知らなかった。

　こんなど田舎いなかで、村民と一緒に泥だらけになりながら暮らしているとはいえ連理の父は一応貴族だ。そんな父の元に、賓ひん客きやくとして訪れたのがこの男だった。

　その物腰は洗練されていて、まばゆいほどに優雅だ。上流階級の人間であることは明らかで、だが連理は父から内密の客なのだと教えられていたので、男にその素性を問うことは決してしなかった。

　容姿は凡ぼん庸ようだ。けれどこんなにも目が惹ひきつけられるのは、その上質の服装のせいではないだろう。雰ふん囲い気きだ。言葉では説明できない男を取り巻くその空気のせいで、連理の肌はだは今もぴりぴりと震ふるえている。

「一日中、そうして部屋に閉じこもっているつもりか？」

　男は差し伸べた手をそのままに、連理に言った。その眼は興味深い玩おも具ちやを前にした時のように光を帯おびている。そう、玩具だ。この男が自分みたいな身体からだの弱い田舎娘に抱いている興味は、珍めずらしい玩具を見つけた時のような、一時の感情に違いないと連理は思っていた。

　だからこそ目を吊つり上げる。

「閉じこもっているわけじゃないわ。やることがあるのよ」

「収しゆう穫かく高だかの試算と戸こ籍せき簿ぼの整理は先日私が手伝って終わらせてやっただろう？」

「それ以外にもあるの！　私はあんたみたいに暇ひまじゃないんだから！」

　連理は怒鳴って乱暴に扉とびらを閉めた。

　そしてその扉を押さえるように寄りかかり、ぎりりと歯を嚙かみしめる。

　顔が赤くなっている自覚はあった。

　最初はたった一日滞在するだけだったはずの男がもう五日もここに留とどまっているのは連理のためだと、彼は公言してはばからなかった。妻にするべき女を見つけたのだと。

　最初から、連理は馬ば鹿かにされているとしか思えなかった。

　本当に、こんな、田舎の冴えない貧乏貴族の娘。特別美人なわけではないし、身体だって強くない。父が下にも置かない扱いをしている上流貴族の男の目に留まると考える方がおかしいだろう。

　けれど男は、傲ごう慢まんなまでの強引さでもって連理をこの田舎の村から連れ出そうとしている。自らの妻として。

　彼女には恋人がいた。

　隣町の豪商の息子で、幼なじみの青年だ。金きん銭せんや爵しやく位いに関する親同士の幾いくばくかの打算もそこには存在したが、連理は彼と結婚することに不満はなかった。互いに幼おさない頃から知っているし、穏おだやかな愛情も抱いている。自分は幸福だと連理は思っていた。

　けれど男の登場は、連理のそのささやかな幸せを暴力的な嵐あらしのように揺るがせた。

「もう……信じられない」

　連理は天てん井じようを仰あおいだ。

　一目会った時から、連理の身体の反応は過か剰じようだった。

　暴れだしたくなるような感覚。全身を巡めぐる血管に興奮剤でも注入されたかのようだ。心臓がうるさいくらいに鳴っている。自分はあまり心臓が強くないのだ。このままでは死んでしまうかもしれない。

　死んでしまうのなら、どうして今自分が抱いている感情を抑え込む必要があるだろう？

　今も背中は緊張している。この背に触れている扉の向こうで、男はきっとまだ去っていない。連理は苦く悶もんの声を上げた。

　心臓が訴うつたえる痛みに抗あらがいきれず、彼女はついに再び扉を開けた。

　するとやはり、男は先ほど差し伸べた手をそのままに、そこに立っていた。穏やかな微ほほ笑えみを浮かべて。

　まるで心優しい夫のようなその笑顔を、連理は睨みつけた。

「あんたはいつか私を殺すわ」

「真綿にくるんで籠かごの中に閉じ込めてやろう。私以外の何者もそなたを害することができないようにな」

　自分はもう狂くるってる。と連理は思った。

　男のその言葉が、震えるほど嬉うれしいだなんて。

「籠なんてすぐに壊してあんたを殴なぐるわ。その性格を矯きよう正せいしてあげる」

　言ってから連理は激しく後悔した。

　男がまるで、子供のように顔をほころばせたからだ。

　卑ひ怯きようよ。と叫ぶのを連理は我慢した。その代わり彼女は目を瞑つぶる。すると男の温かな手が頰ほおに触れた。ぴくりと震えた自分を頭の中で罵ば倒とうする。

　触れている指先から逃れようのない毒が染み込んでくるようで、彼女は唇くちびるを嚙んだ。

「そなたのために居い心ごこ地ちのよい籠を用意しよう。何度壊しても構わぬ。それを直すことに私は徒と労ろうを覚えないだろう」

　その言葉は驚くほど近くで囁ささやかれた。吐息が頰にあたる。温ぬくもりがすぐ側にある。甘い香り。連理はついに両手で顔を覆おおった。

　心臓はもう限界だった。

「私を……殺す気？」

　それだけ、絞り出すように言う。すると柔やわらかなものが彼女の額ひたいに触れた。

「そなたは私のために生きるのだ」

　ああ。

　と連理はその時悟さとった。

　ぐいといささか乱暴に顔を覆う手が外され、間近にあった男の顔を見た時、彼女は自分の顔が泣きそうに歪ゆがんでいることを自覚していた。

　連理の愛していた穏やかな世界はもうすでに粉々に破壊されてしまった。彼女は突然現れたこの男に、嵐の中に突き落とされたのだ。もう戻れはしない。柔らかで暖かで優しかったあの日々には、決して。

　そのことに対する燃えるような憎ぞう悪おと焼けつくような歓かん喜きが連理の中で坩る堝つぼのようになっていて、それを見透かした男が笑った。

「私のものになれ」

　その嚙みつくような口付けを、連理は拒こばんだりはしなかった。

　それは、連理がこれまで恋人と交わしてきたどんな口付けとも違った。自分のすべてが食べ尽くされてしまうようだ。息ができない。連理は自分の中に無遠慮に入り込んできた舌をがり、と嚙んだ。

「っ！」

　突然の痛みに男がぱっ、と身体を離す。

　連理の口の中に血の味が広がり、彼女はそれをぺろりと舐なめた。

　そして笑う。彼女はもう、捕らえられた自分の心を取り戻す術すべはないのだと、痛いほど理解していた。

　だから言ったのだ。傲ごう慢まんな女王のように。

　そうでなくては、自分を保てないと思ったから。

「……違うわ。あんたが私のものになるのよ」

　この恋は。

　と連理は思う。

　いつかこの身を焼き尽くす。

　彼女が心奪われてしまったのは、そういう男だからだ。そこに穏やかな幸福などありえない。

　けれど自分は決してそれを後悔しないのだろう。

　同時にそう、彼女は確信していた。

　たとえこの心臓が今すぐその最後の鼓動を鳴らそうとも。

　男が笑う。

「いいだろう。私はそなたのものだ、連理」

　その言葉には、すべてを投げ出す価値があるのだから。
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机のすぐ下にプリンタがあるのでパソコンの前に座っていると足が伸ばせない状況です。腰のためにも早急な改善が必要です。
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